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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























　　　　序章




　しゃらん、と涼すずやかな音が闇やみの底で鳴った。

　周囲にはほんの小さな灯とう火かがあるばかりで、むしろ闇の濃こさを際きわ立だたせている。ぽつりぽつりと灯ともる火を揺ゆらすのは、かすかな衣きぬ擦ずれの音とともに舞まう人物の動き。

　流れるような足さばきで、その人物は軽かろやかに舞い踊おどる。

　幾いく重えにも重なる衣ころもの袖そでは花びらのように宙を舞い、衣の端はしに縫ぬいつけられた鈴すずが動きに合わせて澄すんだ音色を響ひびかせる。

　規則的に鳴り響く鈴の音は、まるで見えない楽士が奏かなでる音楽のよう。

　最後にひそやかな音色を一つ響かせて鈴の音が聞こえなくなるのと同時に、舞い手は深々と頭こうべを垂れてその動きを止めた。

「……祈いのりは終えたか？」

　しわがれた声が、顔を伏ふせたままの舞い手にかけられる。

　ゆっくりと立ち上がり、舞い手はうなずきだけで答えを返した。

「ならば……出発の準備をしておくといい。明日早くにこの村を発たつこととなろう」

「はい」

　ささやくような声で応こたえ、舞い手は声の主に向き直る。

　しゃらりと鳴る鈴の音とともに深々と頭を下げ、輪りん郭かくのはっきりしない複数の影かげに向かって舞い手は告げた。

「では……行ってまいります」

「うむ」

　先さき程ほどとは別の枯かれた声が、重々しい口調で応えた。

「そなたの肩かたには村の未来がかかっておる──無事に役目を果たして戻もどってくることを、我らが神に祈っておるぞ」

　軽く一礼すると、舞い手は手に捧ささげ持った杖つえをそっと持ち直す。

　身長をゆうに超こえる長さを持つ、金属の杖だった。先せん端たんには複雑な紋もん様ようを刻んだ三重の輪と蝙蝠こうもりの羽根を模もした飾かざりが付いている。

　わずかな明かりを反射して、杖は銀とも紫むらさきともつかない不思議な光こう沢たくを放っていた。

　物思うようにその杖を見つめたのちに、舞い手は顔を上げて静かに歩き始めた。
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　強い日差しが、地面をくっきりと白く染め上げていた。

　春も終わりに近づき、山々を渡わたる風はまだ涼しさを残しているものの、降り注ぐ陽光は日に日に強さを増していきつつある。

　道の両りよう脇わきに生い茂しげる木々の緑が、日差しの下ひときわ鮮あざやかに目に映はえる。

「……どこまで付いてくる気だ、お前ら！」

　細い道を馬で進みながら、ユートは背後に向かって怒ど鳴なった。

　周囲の緑を写し取ったような、深みのある緑色の瞳ひとみが怒いかりの色を浮うかべて輝かがやいている。

　それがなければ、作り物かと思うほど整った容姿の少年だった。黄みがかった明るい茶色の髪かみを短く切りそろえ、男物の衣服に身を包んでいても少女と見まごう繊せん細さいな顔立ち。ほっそりした身体からだつきは華きや奢しやといってもいいくらいだ。

　なのに腰こしに帯びた剣けんや、馬を駆かる手つきは不思議にしっくりと身に馴な染じんでいた。

「国境を越こえるまでって話だったろうが！　付いてきても邪じや魔まになるだけだ。さっさと戻れ、さっさと！」

「そんな冷たいことをおっしゃらないで下さい、王子！」

　情けない顔で声をあげるのは、やや遅おくれて馬を進める長い銀ぎん髪ぱつの青年だ。

　銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをかけた容よう貌ぼうは十分端たん整せいと呼べるものだったが、緊きん張ちよう感かんのない表情がせっかくの造形を台無しにしている。

　今も薄うすい水色の瞳に、泣き出す寸前のような頼たよりない表情を浮かべて、

「王子のお世話をするのが私の役目なんですよ～。きちんと役目を果たさなかったら、お城を追い出されてしまいます！　侍じ女じよ頭がしらのミランダさん、いつも言ってるじゃないですか。『働かざる者食うべからず』って！」

「それはそういう意味じゃ……そもそもお前は食っていないというか──それ以前に、お前にまともに世話をしてもらった記き憶おくはないというか」

　突つっ込みどころが多すぎて思わず口ごもるユートに、青年──イル・グラースはきっと顔を上げて言い放った。

「きちんとお世話しているじゃありませんか！　毎朝王子を起こしているのは私ですよ!!」

「……それぐらいだろう、お前の仕事は」

「他ほかにも、畑の草取りをしたり台所で下した拵ごしらえの手伝いをしたり、リーシャ姫ひめ様のお話し相手をしたり、ネイア姫様の蔵書整理を手伝ったり……って、あれ？　これって王子のお世話とは関係ないような……？」

　今さら気づいたのか、とユートは頭痛をこらえるように眉み間けんを指で押さえて、首をかしげるイルに言葉を投げ返す。

「気づいたならさっさと城に戻って、雑用に精を出してこい！」
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「ちょっと待って下さい、王子！　そもそも王子がなんでもご自分でやってしまわれるから、私の仕事がないんじゃありませんか！」

「お前にまかせるくらいだったら、自分でやったほうが早いし安全だ。ひっくり返さずに茶を淹いれられるようになるだけで、何年かかったと思ってる？」

「そんな昔のことを言われましても……それに、今ではちゃんと淹れられるようになったじゃないですか！」

「……たまにひっくり返すことはあるがな。それも決済ずみの書類の上で」

　だんだん論点のずれていく二人の会話に黙だまって耳を傾かたむけていた青年が、笑いをこらえながら言葉を投げた。

「イルが役に立つのかどうかはともかくとして……私としては、君を一人で行かせるのは心配なんだよ、ユート」

「どういう意味だ、それは」

　憮ぶ然ぜんとした表情で、ユートは声の主を睨にらみつける。

　金の光沢を放つ黒くろ髪かみと、華はなやかな雰ふん囲い気きの容貌を持つ青年だった。

　肩かた先さきに触ふれるくらいの長さで切られた髪も、形のいい指先も手入れが行き届いており、身につけた上質の衣服とともに彼が裕ゆう福ふくな階級にあることを示している。

　彼は切れ長の琥こ珀はく色いろの目に、どこか悪戯いたずらっぽい光をのぞかせて、

「それはもちろん、君が怪あやしげな男に引っかからないように──いや冗じよう談だんだよ、冗談」

　無言で拳こぶしを握にぎりしめたユートを見て、男性──タジェスは笑いながら手を振ふってみせる。

「その手の冗談は嫌きらいだと、何度言ったらわかるんだ？」

「冗談なんかじゃないと言ったら、もっと嫌いやがるくせに……まぁ、君のそんな頑かたくななところも気に入っているんだけどね」

「……頭と腹とどっちがいい？　これまでの付き合いに免めんじて顔だけは勘かん弁べんしてやる」

　まぎれもない本気の表情で馬を寄せるユートから、タジェスは笑え顔がおのままさりげなく手た綱づなを操あやつって馬を遠ざけていく。

「そういう過か剰じような反応を見せるから、面おも白しろくてつい……」

　呟つぶやく声はごく小さく、ユートは眉まゆを寄せて「なにか言ったか？」と返すだけに留とどまった。

「いや、なんでも──それより君を一人で行かせたりしたら、報ほう酬しゆうの額だけ見てとんでもない危険な仕事に手を出しかねないからね」

「いくら俺でも、そんなことは……」

「しないと断言できるかい？　私の目を見て言ってもらえるかな？」

「そ、それは……」

　言いよどんだユートに、タジェスはにっこりと勝ち誇ほこったような笑みを浮かべて告げる。

「自分のことがよくわかっているみたいだね。だったら、私たちがお目付役として付いていくことについても異論はないだろう？　君がきちんとした仕事に就つくのを見届けたら、私たちもフォーレに戻るから」

　不満の声をあげようとするイルを目で黙らせ、タジェスはユートにどうだい、と問うような視線を向ける。

　ややあってユートが返した声には、どこか負け惜おしみにも似た響ひびきが宿っていた。

「……ニーザベイムの駐ちゆう在ざい武官の仕事とは、そこまで幅はばが広いものなのか？」

「フォーレは平和だからね、駐在武官も仕事がなくて暇ひまなのさ。それに、フォーレで一番警けい戒かいすべき戦力は君じゃないか──目を離はなすわけにはいかないだろう？」

　タジェスの言葉の意味するところを察して、ユートの瞳にやや険しい光がのぞく。

　それを見て取って、タジェスは口元に浮かべた隙すきのない微び笑しようを、ふっと苦笑めいたものへと変えた。

「なんて言ったら、納なつ得とくしてもらえそうだと思ったんだけど──そこまで身構えられると正直寂さびしいね。本当のところを言うと、君を見ていると退たい屈くつしないからできるだけ近くにいたい、というのが正直な気持ちなんだけど」

「……俺は見せ物か？」

「珍めずらしいという点においては、それに近いんじゃないのかい？　国を離れてせっせと出で稼かせぎに精を出す王子なんて、そうそういるもんじゃないし」

　にこやかに言われて、ユートはやや頰ほおを赤く染めて視線を前方に戻す。

「しっ、仕方ないだろう！　フォーレの国庫には余よ裕ゆうなどないのだから……俺の稼げる額などたかが知れているが、それでもないよりはマシだ！　それに、この間増やしてしまった借金のこともあるし……」

「そうですよ、王子は責任感がお強いんです！　ただの貧びん乏ぼう性しようじゃないんですよ！」

　援えん護ごするようにイルが言ったが、ユートに冷たい目つきで「お前は黙ってろ」と告げられてしょんぼりと口を閉じる。

　ユートは冷ややかな表情のまま、タジェスにちらりと視線を向けた。

「それに──お前だって人のことは言えないんじゃないのか？　他国の王子の一挙一動に目を光らせる王子だって、相当珍しいだろう──ニーザベイムの第六王子タジェス」

「私は庶しよ出しゆつの身だからね。王子とはいっても名ばかりみたいなものだし」

　いかにも気楽そうな口調で言い返し、タジェスは軽く首を振ってみせる。

「小国のフォーレに飛ばされるような、政治力皆かい無むの王子だよ？──あ、決してフォーレを馬ば鹿かにして言っているわけではないけどね」

　いい国だということは十分わかってるから、とタジェスは笑顔で付け加える。

　ユートはふんと鼻を鳴らしてそっぽを向いたが、照れくささをごまかすように続ける口調はいささか早口だった。

「そんなことはどうでもいい──本当に、きちんとした仕事を見つけたら大人しくフォーレに戻もどるんだろうな？」

「もちろん、そのつもりだとも」

　にっこりと満面の笑みを浮かべて、タジェスは言葉を返す。

「仕事先まで付いていくような真ま似ねはしないさ。いくらなんでも、そこまでするのは君に失礼だろう？　保護者同どう伴はんで仕事をする傭よう兵へいなんて聞いたこともないし……」

「誰だれが保護者だ！」

　嚙かみつくように言ってから、ユートは諦てい念ねんの混ざるため息を吐ついた。

「仕方ない。そこまで言うんだったら、エルフォスの街までは付いてきてもいい──ただし、本当にそこまでだからな！　仕事を見つけたらさっさと帰るんだぞ!!」

　そんなぁ、と情けない声をあげるイルを、ユートはふり向きざまにじろりと睨みつける。

「それが嫌なら今すぐに戻れ！　まったくお前も、タジェスの尻しり馬うまに乗ってこんなところまで付いてきて……大人しく待っていろとあれほど言っただろうが！」

「ですが、私は王子のおそばから離れるわけには……」

「時と場合にもよると覚えておけ！　お前みたいにひょろひょろしたのを、傭兵の仕事に同行させられるわけがないだろう──受けられる仕事も受けられなくなるぞ。ニーザベイムの時はどうしても相方が必要だったから連れていったが……」

「ひょろひょろって……私より王子のほうが、縦にも横にもお小さいじゃありませんか」

　いささか不平そうにイルが口を尖とがらせて言うと、ユートのこめかみに青筋が浮うき上がった。

「俺の身長のことがここでなにか関係ある──いや、俺は傭兵の身分証を持っているからいいんだ！　お前はただのお荷物だろうが！」

「そんなぁ……！」

　なだめるように手を振って、タジェスが言った。

「そうは言うけど、イルの力が役に立ったことだってあったじゃないか。そんなに邪じや険けんにするもんじゃないよ」

「あれは相当特とく殊しゆな事例だ！　あんなことが何度もあってたまるか！」

　わからないよ、とタジェスは意味ありげな笑みをのぞかせる。

「二度あることは三度ある、とも言うし。君は厄やつ介かい事に好かれる性質たちみたいだしね──それも尋じん常じようではない規模の」

「………」

　不ふ吉きつな言葉を口にするタジェスから視線を外し、ユートは馬の足を速めた。

　背後でタジェスがなにか言うのが聞こえたような気がしたが、あえて耳を貸そうとはせずに先へと進む。

（……好き勝手なことを言ってくれる）

　苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような顔で、ユートは胸のうちで呟いた。

（そんなものに好かれてたまるか！　どうせなら、金銭に好かれる性質だったらよかったんだ──そうしたら、こんな苦労はしなくて済んだだろうに）

　切実な思いのにじむ呟きは、誰の耳にも届かずユートの心の中だけで消えたのだった。







　それから六日ほどかけて着いたのは、タルフェ国の首都エルフォスだった。

　フォーレの南東に位置するこの国は、国土の大半が乾かわいた赤っぽい土に覆おおわれている。

　川の流れる一帯では農業も営まれていたが、それよりも盛んなのが平へい坦たんな地形と大陸のほぼ中央という地理的条件を生かしての交易だった。

　南西部にはメイデル大湖と呼ばれる巨きよ大だいな湖もあり、交易の一大拠きよ点てんとなっている。

「うまく隊商の護衛の仕事にでも、もぐりこめるといいんだが……」

　様々な国の衣服を身にまとった人々が行き交かう大通りを、ユートは馬を引いて歩いていく。

　彼が向かった先は、街の一等地に堂々と軒のきを構える組合連合の事務所だった。

　そこでは金銭の貸し付けや送金の手続きなどといった業務の他ほかに、組合に属する職人や傭兵などに対しての仕事の斡あつ旋せんも行っている。

　馬ば丁ていに馬を預けて、事務所の入り口をくぐろうとした──その時だった。

「うわっ！」

　ちょうど事務所から出てこようとした人物と、ユートは真正面からぶつかった。

「すまない……！」

「ユート？」

　そう呼びかけられて、ユートは反射的に相手の顔に目をやった。

　だが、それよりも早くむっちりとした太い腕うでがユートの身体からだにまわされ、問答無用の勢いでがばりと抱だき締しめられる。

「久しぶり！　なかなか姿を見せないから、どうしたのかと思ってたよ!!　元気だった!?」

「その声……と横よこ幅はばは、ケヴィンか？」

　横幅ってなんだよ、と口を尖らせながらもケヴィンは笑え顔がおでユートから身体を離す。

　裕ゆう福ふくそうな身なりをした、十七、八歳の若者だった。

　くるくると巻いた焦こげ茶色の髪かみを短くし、指には印章を彫ほり込んだ金の指輪をはめている。顔立ちはそれほど悪くなかったが、いかんせん肉付きが良すぎてせっかくの目鼻立ちも完全に埋うもれてしまっていた。

　身長はユートとそれほど変わらなかったが、胴どう回まわりは倍以上もあるだろう。

「それにしても、ここでユートに会えるなんて本当についてる！　これはもう完全に天が僕に味方しているとしか思えないよ!!」

　愛あい嬌きようのある空色の瞳ひとみを輝かがやかせて、ケヴィンはユートの両手を強く握にぎりしめる。

「いったい、なにが……」

「腕のいい傭兵を探していたところなんだ！　組連に行って仕事待ちの傭兵のリストを見せてもらったんだけど、あんまりぱっとしなくてさ……一級どころか、準一級の傭兵さえいないんだよ？　信じられるかい!?」

　熱弁をふるうケヴィンを圧あつ倒とうされたように見つめているユートの肩かたを、後ろからタジェスがつんつんと軽くつついた。

「……ユート、彼は？」

「ああ……ちょっとした顔見知りでケヴィン・ベイオードという。タルフェでも有数の商家の出身でな。昔、商隊の護衛をしている時に知り合ったんだ」

「ちょっとした顔見知り──にしては、ずいぶん親しいみたいだけど？」

「馴なれ馴れしいのはこいつの性格だ。お前だって、こいつといい勝負だと思うが……」

「彼と同列に扱あつかわれるのは納なつ得とくできないね。私がいったい、いつ出会い頭がしらに君に抱きついたりするような真似をしたんだい？　やってもいいなら今すぐにでもやるけど」

「やらんでいい！　というか、むしろやるな!!」

　低めた声でやりとりをかわし、ユートはケヴィンの手をやや乱暴にふりほどく。

「俺に用があるのはわかったから、お前も少し落ち着け！」

「あ……ごめん。本当に困っていたところだったから、つい嬉うれしくて。にしても、相変わらず可愛かわいい顔してるなぁ、ユート。男にしておくのがもったいないよ、本当」

　ユートの額に青筋が浮かぶのにまるで気づかずに、ケヴィンはユートの肩かた越ごしにタジェスとイルの顔を眺ながめやる。

「おまけに今回は美形のお供つき？　ユート一人だけでも十分目立つっていうのに、これ以上目立ってどうするの？　っていうか美形成分そこ偏かたよりすぎだよ──もしかして、これから芝しば居い小屋に売り込みに行くところ？」

「阿あ呆ほう。こいつはタジェス、俺の友人だ──そっちがイル」

　二人については多くを語ろうとはせず、簡潔に紹しよう介かいしただけでユートは話題を転じた。

「それより傭兵を探していたというのは……つまり、俺に仕事を依い頼らいしたいということか？」

「ああ、うん！」

　二人のことをころりと忘れたように、ケヴィンはユートを見返して何度もうなずく。

「そうなんだよ！　大事な仕事だから、そこらの傭兵には頼たのめなくてさ──仕事自体は単なる護衛なんだけど、ちょっと行き先が特殊っていうか。腕が立つのはもちろんなんだけど、信用できる相手じゃないと頼めないことなんだよ！　その点、ユートなら文句なしだからさ！」

「そうか……」

　ユートは表情を変えずに言ったが、心が傾かたむきかけているのは明らかだった。

　そんなユートの顔を、タジェスはなにか言いたげな表情で見つめやる。しかし彼が口を開くよりも早く、ユートがケヴィンに言葉を返していた。

「だったら、まずは詳くわしい話を聞かせてもらおうか」

「引き受けてくれるのかい!?」

　勢いよく飛びつこうとするケヴィンを手で押し戻もどしながら、ユートは「話を聞くだけだ」と語調を強める。

「引き受けるかどうかは、話を聞いてから決める！」

「じゃあ、こんなところで立ち話もなんだし──どこかの店にでも入ろう。昼食はもう済んだかい？　まだだったら奢おごるよ！」

　奢りと聞いた瞬しゆん間かん、ユートの耳がぴくりと動く。

「確かこっちに肉料理のおいしい店があったはず……甘味も充じゆう実じつしていてね、果くだ物ものを使った生なま菓が子しが名物なんだよ！　あれは絶対お勧すすめだな！」

　うきうきとした足取りで歩み出そうとするケヴィンの背後に、二人の人物の姿があることにユートはその時初めて気づいた。

　入り口をケヴィンの身体が塞ふさいでいたため、今まで気づかなかったのだ。

　一人は癖くせのない黒くろ髪かみを肩の下あたりで切りそろえ、ガウンに似た形の見慣れない衣装を身にまとった美少女だった。その手には、布に包まれた長い杖つえのようなものが握られている。

　年ねん齢れいはユートと同じくらい──十四、五歳だろうか。肌理きめの細かい肌はだは抜ぬけるように白く、整った顔立ちの中で大きな黒い瞳がしっとりと輝いている。

　もう一人は、灰色の髪を乱雑に切った二十歳はたちほどの青年だ。どこか陰かげのある精せい悍かんな顔立ちと隙すきのない身ごなしが、いかにも武人然とした印象を与あたえる。

「あ、その二人のことも紹介しないと──まぁ、とりあえず店に移動してからにしよう。ほらこっちこっち！」

　手招きするケヴィンをちらりと見てから、ユートは二人に視線を移す。

　青年は押し黙だまったままなんの反応も返そうとはしなかったが、少女はユートの視線に応こたえるようにぺこりと小さく頭を下げた。

　顔を上げて歩き出す少女の姿を、ユートはやや困こん惑わくしたように見送る。

「……ユート」

　背後からタジェスに声をかけられ、ユートは我に返ったように慌あわてて歩き出す。

「この依頼、引き受けるつもりかい？　なんだか怪あやしげな話のような気がするんだけど……」

「話を聞いてみるだけだ」

　視線も向けず、ユートは声だけをタジェスに投げ返す。

「依頼の内容と条件を聞いてみて、割に合わないようだったら断るさ。少なくとも、あいつは間ま違ちがいなく金払ばらいだけはいいし……」

「そういう問題じゃないのだけどね」

　タジェスは鼻の頭を指先で搔かき、仕方ないと言いたげな微び笑しようを浮うかべる。

「まぁ、こうなることは目に見えていたわけだし……私たちが付いていれば問題ないか。君を一人で来させなくて、本当に良かったよ」

「……どういう意味だ？」

　むっとした表情で問い返すユートに、タジェスはそのままの意味だよ、と笑って告げる。

「とにかく、私たちも一いつ緒しよに話を聞かせてもらうよ。大だい丈じよう夫ぶ、横からよけいな口をはさんだりしないから──もちろん、自分の分の昼食代は自分で払うよ」

「……別に、付いてくる必要はないだろう」

「そういうわけにはいかないよ。君のお姉さんたちに頼まれた手前もあるし──きちんとした仕事に就つくのを見届けるまでは、一緒に行ってもいい約束だったろう？」

　満面の笑みを浮かべたタジェスの顔から、ユートは忌いま々いましそうに視線をそらすと口の中で、やはり追い返しておけば良かった、と呟つぶやく。

　そんな二人のやりとりをイルはきょとんとした表情で見やり、ユートはその視線を振ふり切るように足早にケヴィンを追って歩き始めた。







　ケヴィンが向かったのは、大通りに面した立派な料理店だった。

　この地方特有の赤っぽい砂さ岩がんではなく、磨みがいたような白い石造りの建物だ。店内に足を踏ふみ入れると、外から見た時とは違ちがって広々とした店内に色とりどりの敷しき物ものや長なが椅い子すが置かれて、居い心ごこ地ちのよい空間が作り出されている。

　建物の中心には中庭があり、そこにもいくつかの席が用意されていた。

　ケヴィンの希望で中庭の席──何本もの木が天てん蓋がいのように枝を広げているため、日光が直接当たることはない──に案内されると、彼は一同を見回して言った。

「さぁ、なんでも好きなものを頼んで！　遠えん慮りよなんかしなくていいからさ！」

　もちろんユートは遠慮などせず、透すかしの入った紙に書かれた料理の名をざっと目で追うと片っ端ぱしから注文していく。

「鴨かも肉にくの冷製仕立てに、蒸し鶏どりのバターソースがけ──この豚ぶたの岩塩焼きというのももらおうか。あと川魚のマリネに、芋いもとベーコンの重ね焼きに、牛肉の炭火焼きに……」

「お──ユート様、野菜も食べなくては駄だ目めですよ！」

　隣となりのテーブルからイルが声を投げ、ユートは「わかってる！」と口を尖とがらせてサラダや付け合わせの野菜料理を追加する。

　ケヴィンも負けじと献こん立だてを睨にらみ、声を張り上げて次々と料理を注文していった。

　同席した少女と青年は、そんな二人に圧倒されたように一品か二品の料理を遠慮がちに注文しただけである。

「……そんなに頼んで、腹を壊こわしても知らんぞ」

　注文を終えたユートが呆あきれたような視線を向けるのに対し、ケヴィンは丸々とした腹の上で腕うでを組んで、いかにも不本意そうに言い返した。

「君には言われたくないよ。相変わらず細っこいのにとんでもない食しよく欲よくだね。いったいどこに入ってくんだか……」

「……それは私もまったく同感だね。まるで手品としか思えない」

　これまた隣の席に座ったタジェスがぼそりと呟き、ユートはうるさそうに睨みつける。

「俺は運動量が多いから、腹が空すくのも早いんだ！」

「もしかして、そうやってどんどん消費しているから、栄養が身体からだの成長のほうに回らないんじゃないのかい？」

「そうですねぇ……食べている割に、縦にも横にも全然増えませんし」

「縦に増えなくて悪かったな！　黙ってろ、お前らっ!!」

　隣りん席せきの二人に向かって怒鳴ってから、ユートはこほりと空から咳ぜきをしてあらたまった表情でケヴィンに向き直った。

「……あいつらのことは放っておいてくれていい。それより、料理が来るまでに話を聞かせてもらえないか？」

「あ、うん……」

　気を取り直したように、笑えみを浮かべてケヴィンは口を開いた。

「まず二人を紹しよう介かいしておくね。この子がレイリ、そっちがレイリのお付き──というか護衛のハーディル……で合ってるんだよね？」

　心もとなげに確かく認にんするケヴィンに、レイリはうなずいてみせる。

「レイリ・クレハです」

　ユートに視線を戻して、レイリは涼すずやかな声で名乗った。

　あらためて見ても、はっとするほど美しい少女だった。癖のない漆しつ黒こくの髪かみに、朱しゆを引いたように赤い唇くちびる。けぶるように長い睫まつ毛げの下の双そう眸ぼうには、どこか年齢にそぐわない老成した表情が宿っている。

　一方、ハーディルはユートに向かって軽く会え釈しやくを返すに留とどまった。

　レイリの隣にひっそりと控ひかえる姿は、暗い藍あい色いろの衣服に身を包んでいるためもあってまるで影かげのようにも見えた。

「レイリはウーリクって村の巫女みこさんなんだって。アルトゥリス教とはまた別の、土着の信しん仰こうが生きている村でね──なんて神様だっけ？」

「コーダ・フェイトゥスです」

　伏ふし目がちにレイリは答え、ケヴィンはそうそう、と大おお袈げ裟さな身み振ぶりでうなずく。

「その神様の教えを守って、細々と生活していたんだけど……村の若い人がどんどん外に出て行くようになっちゃって、村の暮らしむきが悪くなってきちゃってね。お年寄りばっかり村に残されて、自分たちの食べる分の作物を作るだけで精せい一いつ杯ぱいで……」

「……それは切実だな」

　あながち他人ひと事ごとでもなさそうな口調で、ユートは低く応える。

「そうなんだよ。それで村の財政状態も悪化しちゃって……このままじゃ税も納められなくなるかもしれない。下手したら、村に残っている女の子を身売りさせなくちゃいけないかもしれない──ってくらいにまで、追い詰つめられちゃってね」

「……それが、どう依い頼らいに結びつくんだ？」

　同情めいたまなざしをレイリに向けながらも、不ふ審しんのにじむ声でユートは問いかける。

　ケヴィンはまぁ、そう慌てないでと笑顔で手を振ってみせた。

「ここからが本題なんだ。レイリの村には、コーダ──ええと、コーダ……なんとかの教えと一緒に一つの言い伝えが残されていたんだ」

「ここからは、私がお話しいたします」

　ケヴィンの言葉をさえぎるように、レイリが口を開いた。

　神秘的な光を浮かべた黒こく瞳とうをユートに向け、彼女はよどみのない口調で話し出す。

「私たちの村に伝わっていたのは、コーダ・フェイトゥスの残した黄金の伝説です。私たちの祖先はコーダ・フェイトゥスとともにこの地を訪おとずれ、変わらぬ信仰を我らが神に捧ささげてきました。それに報むくいるために、神は眠ねむりにつく際膨ぼう大だいな量の黄金を私たちの祖先に与えて下さったのです──必要なことがあったら使うようにと」

「それは……」

　ずいぶんと人間的な神だな、という言葉をユートは口にはしなかった。

　しかしその思いはレイリに伝わったようで、彼女はどこか苦笑めいた表情を瞳にのぞかせてうなずいた。

「アルトゥリス教の神々に比べると、確かにそう思われるかもしれませんね。でも私たちの村には、そういった神の逸いつ話わがたくさん残されています。時に激しく、時に暖かく──人間的な部分を多く持った神なのです」

　どこか誇ほこらしげなものの混ざる表情で言って、レイリはユートを見返した。

「この苦境を乗り切るために、私たちはコーダ・フェイトゥスからいただいた黄金を使うことにしました。そのためには、神の眠る島へ行かなくてはなりません。私たちの祖先は、信仰の証あかしとしてすべての黄金を島に残してきたのです」

「島……？」

　大陸のほぼ中央に位置するタルフェに海はなく、ユートは怪け訝げんそうな表情となる。

　そんなユートに向かって、得意そうに声を投げたのはケヴィンだった。

「忘れちゃ困るよ！　この国にはメイデル大湖があるんだ！」

「……そうか」

　ようやく思い至ったように、ユートはうなずく。

　湖とは言っても、タルフェの十分の一近くの面積を占しめるメイデル大湖には、大小とりまぜ百を超こえる数の島が存在する。

　そのうちの一つに、コーダ・フェイトゥスが眠っているのだとレイリは言った。

「しかし……それならなぜ、村の祖先は島を離はなれたんだ？」

「神の眠りをさまたげないためです。人間がそこで生活していれば、必ずよそから入り込んで来る者が現れる──そういった人間に神の眠りをさまたげられないように、島を離れる必要がありました」

　それに、とレイリは目を伏せて言葉を続ける。

「もし黄金の存在が、そういった人間に知られたら──黄金を奪うばいに外の人間が大挙して押し寄せてきたことでしょう。私たちを皆みな殺ごろしにすることさえためらわず……それを防ぐためにも私たちの祖先は島を離れなくてはならなかったんです」

「うわ～、怖こわい話ですねぇ」

　隣のテーブルで話に耳を傾かたむけていたイルが、ぶるっと身を震ふるわせて言った。

「黄金があっても、いいことばかりじゃないんですね……お──ユート様も、あんまりお金のことばかり考えないほうがいいんじゃ……？」

「よけいな口をはさむな！」

　苦々しげにユートは言い返して、すぐに視線をレイリに戻もどす。

　イルが肩かたを落として「ユート様が冷たいですぅ」と呟つぶやくのに「まぁまぁ、いつものことじゃないか」とタジェスが慰なぐさめにもならない言葉を返すのが聞こえたが、ユートは取り合おうとはしなかった。

　レイリも隣となりのテーブルに興味を向けることはせず、淡たん々たんとした口調で話を続ける。

「お話を戻しますね──それで、黄金を取りに島に向かうことにしたのですが、道中の危険もありますし、信しん頼らいできる傭よう兵へいを雇やとおうと思ったんです。私の身の安全はハーディルが守ってくれるとしても、黄金を運ぶとなると……彼一人の手には余りますから」

　そのために組合連合の事務所に向かったレイリだったが、そこで傭兵を雇うためには組合に仲ちゆう介かい手数料を払はらわなくてはいけないことを知った。

　護衛の代金は用意してきたものの、あとは自分たちの旅費だけで余分なお金などはいっさい持ち合わせていない。困り果てているところに声をかけたのが、たまたま事務所に顔を出していたケヴィンだった。

「こんな可愛かわいい女の子が困っている様子だったら、声をかけないわけにはいかないだろう？　それで話を聞いたら、すごいお宝がからんでいるとわかって……で、全面的に協力することに決めたんだよ！」

　丸っこい目をきらきらと輝かがやかせて、ケヴィンは興奮もあらわに言う。

「島の黄金を手に入れることができたら、レイリもお礼をしてくれるって言ったし……いや、もちろんそれだけが目的じゃないよ！　困っている女の子を助けるのは、男として当然の義務だからね！」

「……ケヴィンさん」

　大きな黒い瞳をわずかに潤うるませて、レイリはケヴィンに控えめな微び笑しようを向ける。

「本当にありがとうございます。なにからなにまでお世話になって……こんな素す敵てきな方に巡めぐり合えたのも、きっと神のお導きですね」

「いやいや……あはは」

　照れたように笑って、ケヴィンは耳まで赤くなった顔を再びユートに向ける。

「それにね、すごい話を聞いたんだよ！　島には人間の身長の何倍もあるような、黄金の神像まであるって言うんだ！」

「お……黄金の神像？」

「他ほかにも黄金でできた神しん具ぐとか、一生かかっても使い切れないくらいの金の塊かたまりとか！　すごい話だと思わないかい？　さすがに、神像や神具をお礼にもらうわけにはいかないだろうけど、少なくとも一見の価値はあると思うよ！」

　熱っぽく語るケヴィンを前に、ユートは考え込むような表情でしばし黙だまり込む。

　伏し目がちにうつむく横顔を見やるタジェスの脳のう裏りには、ユートの頭の中でぱちぱちと音を立てて弾はじかれる計算機の姿がありありと浮うかんでいた。

「もちろん、護衛料も僕が払うよ！　島までの往復で──ど～んと思い切って五百万グランでどうだい？」

「ご……五百万？」

　一件の護衛料としては法外ともいっていい値の提示に、ユートが目を丸くする。

　その金額に驚おどろいた様子を見せたのは、レイリもだった。

「ケヴィンさん……そこまでしてもらっては困ります」

「いいって、僕が好きでやってることなんだから！　君の笑え顔がおを見られるだけで満足だよ！」

　胸を──というよりもぽっこりと突つき出た腹を──反そらすようにして、ケヴィンがレイリに笑いかける。

「……ケヴィンさん」

　はにかむように頰ほおを染めてうつむくレイリを、ケヴィンは相好を崩くずして見つめやる。

　完全にゆるみきった表情を見るまでもなく、彼がレイリに好意以上のものを抱いだいているのは間ま違ちがいないようだった。

（そういえば……昔から惚ほれっぽい奴やつだったっけ）

　料理の前に運ばれてきた冷茶のグラスを口元に運びながら、ユートは内心で思う。

（初対面の時も、俺のことを女と信じ込んで花束だのドレスだの送ってよこしたっけ……いや思い出すのはよそう。腹が立つだけだ）

　そんなユートの内心を知るよしもなく、ケヴィンは熱の入った口調で続ける。

「こんな女の子みたいな外見だけどね、ユートはすごく腕うでの立つ傭兵なんだ！　人は見た目によらないって本当だよ！　最初に会った時は二年前で、ユートは今よりもっと小さかったのに一人で狼おおかみの群れを撃げき退たいしちゃったんだ！」

「……本当ですか？」

　レイリが目を丸くして、憮ぶ然ぜんとした表情で茶をすすっているユートを見やる。

　今のケヴィンの発言に関しては色々文句を言いたい部分があったが、その文句を吞のみこんでユートは「昔の話だ」とだけ返した。

　レイリはその顔をしばらく見つめたあと、ケヴィンに視線を戻してほうっと感心したようなため息をもらした。

「やっぱり、ケヴィンさんってすごい方ですね。そんな凄すご腕うでの傭兵の方が知り合いだなんて」

　花がほころぶような可か憐れんな笑顔を向けられて、ケヴィンの表情がさらにでれでれとしまりのないものに変わる。

「いやぁ……そんな、たいしたことじゃ」

「いいえ。そんな方がまわりに集まってくるのも、ケヴィンさんの人徳あってのことですよ。初対面の私にもこんなに親切にして下さるんですもの、ケヴィンさんのそういう優やさしいところを、きっと皆みなさんわかっていらっしゃるんでしょうね」

　無む邪じや気きな微笑みを浮かべて告げるレイリの姿に、ユートは一いつ瞬しゆんだけ違い和わ感かんを感じた。

　その正体がわからず内心で首をかしげるユートに、うっとりとレイリの笑顔に見ほれていたケヴィンが、勢いよく向き直って言った。

「そういうわけだから、引き受けてくれるよね！　ユート!!」

　その勢いにわずかばかり圧あつ倒とうされながら、ユートは素す早ばやく頭の中で計算する。

（報ほう酬しゆうは……悪くない。むしろ破格の待たい遇ぐうといっていい。メイデル大湖までは歩いても三日はかからないし、その日数で五百万グランならかなり割のいい仕事だ）

「もちろん、私からもお礼はいたします」

　表情を消して考え込んでいるユートに、レイリがすがるような目を向けた。

「島には未加工の黄金もたくさん残されているんです。そのうちの一つをお礼に差し上げるというのではいけませんか？　あまり大きな塊だと持ち運びが大変でしょうが、握にぎり拳こぶしくらいの大きさのものなら……」

（その大きさだと、現在の金の取引価格と照らし合わせて考えて──三百万グランはかたい。護衛料の五百万グランを加えれば……この間俺が増やした分の借金を全額返せるぞ！）

　計算機も使わずに一瞬のうちに計算し、ユートは二人に「わかった」と言葉を返した。

「この依い頼らい、引き受けよう──その島に行って戻ってくるまでの間、責任を持って俺が二人の身を守る」

「よかった！　僕らの旅の安全はこれで保証されたようなもんだよ！」

　手放しでケヴィンは喜び、ユートの手を取ってぶんぶんと上下に振ふり回す。

「そうと決まれば、前祝いだ！　盛大にやっちゃおう！」

　ケヴィンのその言葉を待っていたように、ちょうど料理が次々と運ばれてくる。テーブルに並んだ料理の数は、この人数でも食べきれるかどうか怪あやしいものだったが、ケヴィンは給きゆう仕じを呼び止めるとさらに（菓か子し類を中心に）大量の注文を出した。

「まだ食う気なのか、お前は……？」

　冷や汗あせ混じりのユートの言葉に、ケヴィンはきょとんとした顔で応こたえる。

「だって、お菓子は別腹って言うだろう？　それにここのお菓子は最高なんだよ！　どんなにお腹なかがいっぱいでも楽勝で入っちゃうよ！」

「別腹だろうが、同じ腹には違ちがいないと思うぞ……」

　言いながらも、ユートは簡単に食前の祈いのりを捧ささげて目の前の料理に取りかかる。
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　すさまじいばかりの勢いで減っていく料理を、レイリとハーディルが呆あつ気けにとられたように見つめているのがわかったが、ユートは気に留めなかった。

「……？」

　そのユートの目が、隣のテーブルでこちらも食事を始めているタジェスに向けられる。

　彼は苦く笑しようを含ふくんだ目つきでユートを見ており、その口元が声を出さずに動いて一つの言葉を形作った。

『やっぱり、こうなったね』

　タジェスの言わんとするところは明らかで、ユートは不ふ機き嫌げんそうに目をそらすと切り分けた肉に思いきりかぶりついたのだった。







　　　　２




　翌日の昼近く、ユートたちはメイデル大湖のほとりにあるテルニの街に到とう着ちやくした。

　ケヴィンとレイリ、ハーディルの三人はケヴィンが用意した馬車に乗り、ユートはフォーレから連れてきた愛馬にそのまま乗っての旅である。途と中ちゆうの宿場町で一いつ泊ぱくしたものの、それ以外ほとんど休むことなく馬を走らせ、彼らは予定通りテルニの街に入った。

　ここから船に乗り換かえて、黄金の隠かくされた島へと向かう──ことになっていたのだが。

「……どうして、お前らが付いてくるんだ？」

　眉み間けんに深い皺しわを刻んで、ユートは背後を馬で付いてくる二人の男性を見やった。

「そんなの君が心配だからに決まってるだろう──約束だからと口を出さないでいたら、予想通りあんな怪しげな依頼を引き受けてしまうし」

「私はお──ユート様の行くところでしたら、どこでもご一いつ緒しよさせていただくつもりです！」

　二人がそれぞれ答え、ユートは低く呻うめいて額を手で押さえる。

　エルフォスの街で別れるつもりだった二人は、なんのかのと理由を付けて結局ここまで同行してきてしまったのだ。

「いいから帰れ、さっさと！　怪しくもなんともないただの護衛の仕事だし、お前らが付いてきたところで迷めい惑わくなだけで、なんの助けにもならん！」

「そこまで邪じや険けんにすることもないんじゃない？」

　その怒ど声せいを耳にしたのか、馬車の窓から顔を出してケヴィンがユートに声をかけた。

　エルフォスで山ほど買い込んできた菓子を、もぐもぐと頰ほお張ばりながら、

「ユートのことを思って付いてきているんだろう？　いい友達じゃないか──雇やとうことはできないけど、一緒に付いてくるくらいならかまわないよ。大勢で行ったほうが、にぎやかで楽しそうだし」

「しかし……」

「いいだろう、レイリ？」

　ケヴィンの言葉に、レイリは軽く首をかしげたあとでうなずいた。

「かまいません。島の場所は村の秘密ですけど──黄金を取りに行けるのは特別な証あかしを持った村の人間だけですし。それに、ユートさんのご友人でしたら信用していいのではないかと……そうですよね？」

　にこりと微笑して告げるレイリに、タジェスは芝しば居いがかった仕草で一礼する。

「もちろん、信じて下さってかまいませんとも。我が友ユートの名めい誉よにかけて、決して秘密を洩もらすようなことはいたしません」

「……お前が言うと、噓うそっぽく聞こえるのはなぜだ？」

　半眼になって呟つぶやくユートの声を、タジェスは聞こえなかったように無視する。

「でしたら、大だい丈じよう夫ぶです。そのほうが、私としても心強いですし」

「ありがとうございます」

　ほっとしたように笑え顔がおで礼を言うイルを見やり、ケヴィンは窓から顔を突き出すとユートに向かってこっそり手招きしてみせた。

　馬を寄せてくるユートに、彼はやや声をひそめて告げる。

「……できれば、あの二人には僕から少し離はなれて歩いてくれるように言ってくれない？　いや見比べられるとか、別にそんなことを気にしているわけじゃないんだけどね……！」

「………わかった」

　そうしているうちに馬車は街の中心地に入り、ケヴィンがいつも利用しているという宿屋の前で止まった。

　美しく刈かり込まれた生け垣がきに囲まれた、見るからに高級そうな宿だ。

　宿しゆく泊はくの手続きを済ませると馬と馬車を宿に預けて、ユートたちは何十隻せきもの船が並ぶ港へと足を向けた。

「うわ～、広いですねぇ！　あれが湖ですか！」

　建物の向こうに湖が見えてくると、イルがそう歓かん声せいをあげる。

　真上からの太陽の光を反射してきらめく湖は、そうと言われなければ海と勘かん違ちがいしてしまいそうなほどの大きさだった。

　向こう岸はほとんどかすんで見えず、ぽつりぽつりと島の影かげばかりが浮うかんでいる。

「へえ……初めて見たが、本当に大きいものだね」

　感心したように呟くタジェスに、ユートがわずかに得意そうな表情を浮かべて告げる。

「北のネディス内海には負けるが、このあたりでは広さに並ぶところのない湖だからな。この湖を利用してニーザベイムや南のセフィア方面に荷が運ばれているんだ」

「話には聞いていたけど……すごいね。君はここに来たことがあるのかい？」

「傭よう兵へいの仕事で何度か、な。船の上では護衛はそれほど必要とされないが、港に集まってくる荷や港から各地に運ばれる荷を狙ねらって、賊ぞくが襲おそってくることがあるんだ。この周辺の国々は、まだ政情が安定していないし……」

　タジェスはふうんと唸うなって、軽くあたりを見回すようにする。

「ところで、君の依頼主殿どのの姿が見えない気がするんだが……どこに行ったのかね？」

「ええっ!?」

　慌あわててユートは周囲に視線を向けるが、ケヴィンの太った姿はどこにも見当たらなかった。彼のみならず、レイリとハーディルの姿もない。

「あの馬ば鹿か──けっこう柄がらの悪い連中もこのあたりをうろついてるんだぞ！　なにかあったらどうする気だ!!」

「それ以前に、護衛対象から目を離したのが失敗だと思うけど……」

「うるさい！　お前らに気を取られたからだろうが！」

　怒ど鳴なりながら、ユートは露ろ店てんの品物を物もの珍めずらしそうに眺ながめているイルの襟えり首くびを引っつかんで、ケヴィンを探して歩き始める。

　軽い足取りでその背中を追いながら、タジェスが妙みように楽しそうに声を投げた。

「このまま知らん顔して帰ってしまうってのはどうかな？」

「阿あ呆ほう！　そんな真ま似ねをしたら信用がガタ落ちだ！　第一、ここまで護衛した分の代金だってまだもらってないんだぞ！」

　そのユートの思いが天に通じたように、ケヴィンの姿はすぐに見つかった。

　道みち端ばたに店を出している揚あげ菓が子し屋の店先に陣じん取どり、じゅわじゅわと揚げている最中の菓子を楽しそうに眺めている。隣となりに並んで立つレイリに向かって、なにやら得意そうに説明しているケヴィンの姿を見てユートはがっくりと脱だつ力りよくしそうになった。

「なにやってるんだ、お前……」

「あ、ユート」

　近づいてくるユートに気づき、ケヴィンは脳天気な笑顔で手を振ふる。

　その背後にはハーディルの姿もあり、さりげなく周囲に目を光らせている。どうせだったら止めてくれればいいのにと思いながら、ユートは足早に彼らへ歩み寄っていった。

「お前なぁ……」

「あ、ちょっと待って！　今揚げたてのあつあつができるから……ここのドーナツは特別なんだよ！　ふわっふわの生き地じが最高なんだ！」

　嬉き々きとして告げるケヴィンのぷくぷくした頰ほおを、思いっきりつまんで引っ張ってやりたいという衝しよう動どうと懸けん命めいに戦いながら、ユートは低く押し殺した声を投げる。

「ここへは島に渡わたる船を探しに来たんじゃなかったのか？　なにを遊んでいるんだ？」

「いいじゃない、少しくらい！」

　大きな紙かみ袋ぶくろにぎっしりと詰つまったドーナツを受け取り、代金を払はらいながらケヴィンは満面の笑みを浮かべて言う。

「島には船で一日もかからないって言うし、ちょっと街の様子を見て歩いたっていいだろ？　市場調査だよ、市場調査」

「そっちの手に持っている袋も、市場調査とやらに関係しているのか？」

　目ざといユートの言葉に、ケヴィンはぎくりと身をすくめてからごまかすような作り笑いを浮かべる。

「そ、そうそう……市場調査。僕は甘いもの担当なんだよ」

「そんなに甘いものばっかり食べていたら、ますます横よこ幅はばが増えるぞ。そのうち人間か樽たるかも見分けがつかなくなるんじゃないのか？」

「うっ」

　ありありと皮肉をにじませたユートの声に、ケヴィンは反論しようとしたものの自分の腹のあたりを見下ろし、結局情けなさそうに口を閉じる。

　うなだれた肩かたをなぐさめるように叩たたき、レイリが微笑んで言った。

「ケヴィンさんは、そんなに太っていませんよ。ただちょっと──いえ、かなり人と比べてふくよかなだけです」

「……レイリ」

　感激したように目を潤うるませてから、ケヴィンはユートに向き直った。

「聞いたかい、ユート!?　ふく……フクヨカなだけなんだよ、僕は！　というか、君も含ふくめて他ほかの人たちが瘦やせすぎなんだよ！　そんなに瘦せていたら身体からだに悪いよ！」

「お前くらい太っているほうが、間ま違ちがいなく身体には悪いと思うんだが」

　ユートがぼそりと言い返すのが聞こえなかったように、ケヴィンはしきりにうなずきながらレイリの先に立ってずんずんと歩き始めた。

「こっちにも面おも白しろい店があるんだよ！　東方産の絹のローブとか、レイリにすっごく似合うと思うなぁ！　全面に豪ごう華かな刺し繡しゆうが入っているんだよ!!　南の海で採れた真しん珠じゆの髪かみ飾かざりなんかも黒くろ髪かみに映はえて似合いそうだし!!」

「あ、おい……！」

　ユートの制止も聞かず、ケヴィンは露店の並ぶ通りへと入っていく。

　色いろ鮮あざやかな絹物を次から次に手に取ったり、小こ粒つぶの真珠の並ぶ髪飾りをレイリに勧すすめて断られたり、貝かい殻がらを使った繊せん細さいな細工物を落として壊こわしそうになったり、どこかの民芸品と覚しき笛の音を出そうと四苦八苦したり──

　ユートは冷や冷やしながらその背中を追いかけ、時には顔色を変えて制止する。

　さらにケヴィンは生せい鮮せん食品を扱あつかっている一角にまで足を向け、ユートはたまりかねたように声を荒あらげた。

「お前なぁ、いいかげんに──！」

「うわぁ、見たこともない綺き麗れいな魚が売ってるよ！　ほら見て、レイリ!!」

　ユートの怒ど声せいはケヴィンの耳を素す通どおりし、ユートは頭を抱かかえて盛大なため息を吐つく。

（こいつ、ここに来た目的を完全に忘れてしまってるんじゃあ……）

　レイリも目的そっちのけで連れ回されているにもかかわらず、得意満面のケヴィンの説明を感心したように聞いている。

　その姿が、ケヴィンをいっそう調子づかせているのは間違いなかった。

（いっそ、力ずくで港に引っ張っていくべきだろうか……このままだったら、日が暮れるまで店を見てまわりそうだぞ……）

　応おう援えんになりそうなハーディルのほうを、ちらりとユートが見た時だった。

「あ、ケヴィンさん」

　ぱっと顔を輝かがやかせて、レイリが店先に並ぶ魚の桶おけを指差した。

「あのお魚、ケヴィンさんにそっくりだと思いませんか？」

「え？　どれどれ……」

　レイリが指差した先を見やったケヴィンの顔が、奇き妙みような表情に固まる。

　桶の中にいたのは、ナマズの一種と覚しき不気味な面相をした魚だった。しかも桶からはみ出そうに大きく、丸々と肥え太っている。

「………そう？」

　ケヴィンの声に、レイリは無む邪じや気きな笑えみを浮かべてうなずいた。

「ええ、そっくり！　あのしまりのない口元に、ぼてっとしたお腹なかに……目だけぎょろぎょろしているところまで本当にそっくり！　可愛かわいいですね～！」

「そ、そう……？」

　その言葉にケヴィンは思わず相好をゆるめたが、ユートはなんとも複雑な視線をタジェスと交かわし合った。

「……アレが、可愛いか？」

「ものすご～く特とく殊しゆな趣しゆ味みの持ち主か、でなかったらものすご～く強きよう烈れつな当てこすりだろうね……後者だとしたら相当の役者だけど、彼女」

　微び妙みような顔つきで、ユートは楽しげに会話を続ける二人の姿を眺める。

　そんな二人の表情とレイリの指差していた魚を見比べて、イルがきょとんとした表情で口を開いた。

「可愛くないんですか、あのお魚？　私はけっこう可愛いかと思いますけど？」

「………」

　ユートはなんと言い返そうか迷ったあげく深々と息を吐き、タジェスは力づけるようにその肩をぽんぽんと軽く叩いたのだった。







　結局、ユートはケヴィンを連れていくのはあきらめ、イル一人だけを伴ともなって船の手配をするために港に向かった。

　残ったタジェスには、ケヴィンから目を離はなさないよう念入りに言い含めてある。

「不安がないわけではないが……気にしていたらきりがない。さっさと島に渡してくれる船を見つけて、あいつらのところへ戻もどればいいだけの話だ」

「そう、うまくいくといいんですけど……」

　ふらふら離れていかないよう、しっかり服の袖そでをつかまれて歩きながらイルが疑わしそうな口調で言った。

　ユートはわずかに眉まゆを上げて、憤ふん然ぜんと声を投げ返す。

「あれだけの数の船があるんだ。予定の空あいている船の一隻せきや二隻、きっと見つかるはずだ」

「それはそうですけど……簡単に話を済ませるのは無理というか……」

　奥歯にものがはさまったようなイルの台詞せりふに、ユートは内心で首をかしげる。

　その言葉の意味が判明したのは、手て頃ごろな船を見つけてユートが渡し賃の交こう渉しようを始めたあとのことだった。

「五十万グランだと──高すぎる!!　湖の向こうまで渡せと言ってるわけじゃないんだぞ！　三日間貸し切りにするとしても、二十万がせいぜいといったところだ！　その船の大きさからして、水夫は五、六人といったところだろう。人件費と船の維い持じ費を考えてもそれで十分利益は出るはずだ!!」

「けどなぁ……行き先もはっきりわからないって言うんじゃ……」

「大湖に浮うかぶ島の一つが目的地だと言っているだろう！　それ以上の情報は今は明かせん。島の位置は極ごく秘ひなのでな──その分の口止め料は別に払う。わかっているか？　これはただの荷運びの仕事よりずっと割のいい仕事だぞ」

　なだめたり、時にはさりげなく相手の自尊心をくすぐったり──船主を相手に粘ねばり強く交渉を続け、口止め料も含めて三十万グランという満足のいく結果を出した時には、交渉を始めてすでに一時間近くが経過していた。

「……こうなるんじゃないかと思ってました。お──ユート様はいったん値引き交渉を始めると、まわりが全然見えなくなってしまいますから」

「いいだろう、別に……」

　そう言いながらも、ユートの声にいつもの歯切れの良さはなかった。

「それでずいぶん安くなったんだから……向こうの言い値通りに払っていたら、相場の倍近い料金を取られるところだったんだぞ」

「でも、早く戻りたいと言っていたのはユート様じゃありませんか！」

　珍めずらしくも劣れつ勢せいのユートに、イルはたたみかけるように言う。

「それに、多少高くついたところであのケヴィンという人なら、ぽんと全額払ってくれると思いますよ。お金には不自由していないみたいでしたし」

「……それはそうだが」

　ケヴィンの家はタルフェでも有数の豪ごう商しようで、三男坊ぼうであるケヴィンにも相当の額が小こ遣づかいとして与あたえられているのだ。

　そうでなければろくに仕事もせず、菓か子しを食べ歩いてばかりなどいられないだろう。

「しかし、ふっかけられているとわかってて、大人しくその金額を払はらうのは業ごう腹はらだろうが……これは金じゃなくプライドの問題だ」

「ユート様がそうおっしゃるんなら、私はかまいませんが……」

　しきりに首を振ふるイルを睨にらみつけて、だったら行くぞ、とユートが声を投げようとしたその時だった。

「おーい、ユート！」

　どこか聞き覚えのある声が、ユートの耳に届く。

　あたりを見回してもそれらしい人物の姿はなく、空耳だったろうかとユートが首をかしげたところで、イルが後ろからユートの肩かたをつついて言った。

「あそこじゃないですか？」

　イルの指差した方向に目をやって──ユートはあんぐりと口を開いた。

　湖の上を滑すべるように進む立派な船の上で、ケヴィンが手を振っているのが見えたのだ。

「──なにをやってるんだ!!」

　この細い身体からだのどこから出ているのかと思うくらい大きな声をユートはあげ、周囲の人々がぎょっとしたようにふり返った。

　ユートはそんな視線にかまわず、岸に近づいてくる船に向かって走り出す。

「お──ユート様！」

　置いていかれそうになったイルが、慌あわてて走り出しながら呼びかける声を背中で聞き流し、ユートは船上のケヴィンに向かってさらに大声を張り上げる。

「そこでなにをやってる、ケヴィン!!」

「……っちゃった～！」

　ケヴィンの声は切れ切れで、ほとんど内容は伝わらない。

　笑顔で手を振っているところを見ると、自分の意思で乗り込んだことだけは間ま違ちがいないようだったが、だからといって安心できるものではなかった。

　ケヴィンの後ろにはタジェスとレイリ、それにハーディルの姿も見える。

（タジェスの奴やつ、なにをやってたんだ──!?）

　なおもケヴィンがなにか叫さけんでいるようだったが、その声は風に吹ふき散らされてユートの耳にはほとんど届かなかった。

「……ったく！」

　いらついたようにユートは走る速度を上げると、徐じよ々じよに船が近づいてきている桟さん橋ばしの上から湖上の船に向かって思いきり跳ちよう躍やくする。

　止まる寸前の船まではまだかなりの距きよ離りがあったが、危なげなく甲かん板ぱんに着地するとユートはケヴィンにつかみかからんばかりの勢いで言った。

「こんなところでなにをやってるんだ、お前は!?」

「さすがだなぁ、ユート！　こんなに距離があるのによく飛び移れたね～！」

　のほほんとケヴィンは笑って、ユートの額に青筋が浮かび上がるのにも気づくことなく嬉うれしそうに言葉を続ける。

「そうそう、この船買ったんだ！　いい船だろう、最新式なんだよ！」

「……なにを買ったって？」

「だ～か～ら、船！　この船だよ！　港に泊とめてあったのを見かけて、いい船だなぁと思って持ち主に交渉してみたんだ！　そしたらあっさり譲ゆずってくれてね！」

「譲ってくれた……って」

　あぜんと呟つぶやきながら、ユートは自分の立っている船に視線を移す。

　しっかりとした二本マストの、立派な船だ。外洋を航海する船には及およばないものの、湖上を行き交かいする船の中では格段に大きい。

　船体には傷いたみも汚よごれもなく、こまめに手入れされているのがわかる。

　おまけに船の外がい縁えんや船室に続く扉とびらには美しい彫ちよう刻こくが施ほどこされ、船首に飾かざられた人魚の船首像とともに優ゆう雅がな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

（ただの商船じゃないぞ……よほどの大商人の持ち船か、でなかったら貴族の遊覧船か……）

　そこではたと我に返り、ユートはケヴィンに詰つめ寄った。

「これを買ったって？　いくらすると思ってるんだ!?」

「いやぁ、船ってけっこう高いものなんだね。組連の口座に預けておいたお金、ほとんど使い切っちゃったよ～」

「返してこい、今すぐに!!」

「だって、島に行くには船が必要なんだろう？」

　きょとんとした顔で言い返すケヴィンに、ユートは思わず前につんのめりそうになる。

「船なら借りれば十分だろう……！　わざわざ買う必要がどこにある!!　それもこんなに馬ば鹿か高たかそうな船!!」

「わかってないなぁ、ユート」

　意味深な口調で、ケヴィンはちっちっと指先を振ってみせた。

「レイリを島に連れて行くんだよ？　そんなしょぼい船に彼女を乗せていくわけにはいかないよ！　最低でもこれくらい豪ごう華かな船じゃないと……『こんなに素す敵てきな船を私のために用意してくれるなんて！』な～んてふうにはならないだろう？」

　これくらい常識だよ、常識、と得意そうにふんぞり返るケヴィンを前に、ユートはがくりと肩を落とす。

「だからって……人がせっかく、船の手配をしてきたというのに……料金を値切るのに、どれだけ苦労したと思って……」

「……値切る？」

　首を傾かしげるケヴィンから、いやなんでもない、とユートは素す早ばやく視線をそらす。

　値切り交渉に熱中して時間を忘れてしまったことを隠かくすためだったが、幸いにもケヴィンはそれ以上突つっ込んで聞こうとはしなかった。

　口を閉とざしたユートに向かって、ケヴィンは吞のん気きな笑えみを浮かべて告げる。

「そっちの船には断りを入れておけばいいよ。違い約やく金きんが必要だったら僕が払っておくからさ」

「……また、そういう無む駄だな金を」

「平気平気！　だって首しゆ尾び良よく黄金を手に入れることができたら、その何倍もの稼かせぎになるんだから！　ここは男の甲か斐い性しようの見せ所だよ！」

　ケヴィンはそう言うと、弾はずむような足取りでレイリに歩み寄っていく。

　言葉をなくして立ち尽つくすユートに、タジェスが苦笑いを浮かべながら声をかけた。

「ユート……悪かったね」

「……どうして、あいつを止めてくれなかった」

　呻うめくようなユートの声に、タジェスはわずかに申し訳なさそうな色を瞳ひとみにのぞかせる。

「止めようとはしたんだけどね。なにしろあの調子で……私もまさか、これを即そつ金きんで買えるだけのお金の用意がしてあるなんて思いもしなかったし」

　正確にはお金じゃなくて、組連発行の為替かわせ手形だったんだけど、とタジェスは付け加える。

　一定の金額に応じて発行される為替手形は、高額な商品を取り扱あつかうことの多い商人たちの間で貨か幣へいがわりによく用いられている。重くてかさばる貨幣に対して持ち運びが便利で、万が一紛ふん失しつすることがあっても再発行が可能なのが利点だ。

「でも、決して悪い買い物じゃあないと思うよ？　この船だったら、建造費だけで五千万はかかっていておかしくないのだから──二千万グランで買えるのだったら、むしろ安いと言っていいくらいだ」

「──二千万グランだって!?」

　目をむいたユートの言葉の意味を誤解したらしく、タジェスは笑ってうなずく。

「ああ。持ち主がそろそろ新しい船を造ろうかと考えていたところらしくてね。エリムの貴族だそうだが──この船を買いたいと持ちかけたら、二つ返事で譲ってくれたんだよ」

「………」

　ユートは軽く額を手で押さえ、この金持ちどもめ、と口の中だけで呟く。

　十万や二十万の金を惜おしんでいる自分が虚むなしくなったためだが、そんな自分を戒いましめるようにユートは内心で強く首を振ふった。

（いや、こいつらの金銭感覚のほうが異常なんだ……！　絶対につられてはいかん!!）

「ところで、ユート」

　船ふな縁べりから湖面に目をやって、タジェスが思い出したように声を投げた。

「……なんだ？」

「あれ──引き上げてやらなくていいのかい？」

　タジェスの視線を追ってユートは顔を動かし──『あれ』の意味するところを理解するのと同時に、その顔に浮うかぶ疲ひ労ろうの色がいっそう濃こくなった。

　そこにあったのは、ユートの真ま似ねをして船に飛び移ろうとしたはいいが失敗し、湖に落ちてばちゃばちゃともがくイルの姿だったのである。

「た、助けて下さい、ユート様～!!」

　頭を抱かかえてその場にうずくまりたいのをこらえ、ユートは近くにいた水夫に頼たのんでロープを投げてもらったのだった。







　船の件についてはなおも揉もめたものの、最終的にはユートが折れて一行は翌日、ケヴィンの買った『リディス号』に乗って島に向かった。

　雇やとい主の権限を振りかざされては、ユートも強く出ることはできなかったのである。

　晴れ渡わたった空を映して澄すんだ青色に輝かがやく湖面を、リディス号は白い帆ほを大きく広げて進んでいく。船の舳へ先さきで砕くだけた波飛沫しぶきが、降りそそぐ陽光を反射して輝く様子はまるで無数の宝石のようだった。

「……まったく」

　清すが々すがしい光景とは裏腹に重たいため息が、船縁に寄りかかったユートの口から洩もれた。

「なにを考えているんだ、あいつは……先行投資と言ったって限度があるだろうが。こんなものを買ったら、黄金が手に入ったとしても赤字になるのは目に見えているぞ」

「こんなものたぁ、ご挨あい拶さつだな」

　近くで作業していた水夫の一人が、ユートの呟きを聞きとがめて言った。

　その顔には笑いがあり、言葉ほどには気を悪くしていないとわかったが、ユートは真ま面じ目めな顔で「すまん」と謝った。

「この船のことを、悪く言ったわけではない──あまりにも雇こ用よう主ぬしが非常識だから、ちょっと愚ぐ痴ちをこぼしたくなっただけだ」

　水夫はちょっと驚おどろいたように目を丸くしたあと、白い歯を見せて「確かに非常識かもな」と笑って立ち去っていく。

　その後ろ姿を見送りながら、ユートはもう一度小さくため息を吐つく。

　遅おそめの朝食を船内で取ったあと、暇ひまを持て余して甲板に出てきたのはいいが、ここでもやることがなくぼんやり景色を眺ながめていたのである。

　忙いそがしく働く水夫たちに控ひかえめに手伝いを申し出てみたものの、彼らはユートの体格を見るとあっさりその申し出を断った。

『お客人にそんなことをさせられるわけがないだろう！　第一そんな細っこい身体からだじゃ、目を回してぶっ倒たおれるのがオチだろうよ！』

　その言葉に憮ぶ然ぜんとしながらも、女扱いされなかっただけまだマシだろうかとユートは内心で真しん剣けんに案じたものだ。もっとも実際のところは、船に乗り込む際に船長に問われてタジェスがユートの性別を明かしていただけなのだが……

（島に着くまでは護衛の必要もなさそうだし……いや、気は抜ぬかないほうがいいか。レイリはともかく、ケヴィンは船から落っこちるくらいのことはやってのけそうだ）

　その二人は、船の針路について船長に説明したのち、後こう尾び甲かん板ぱんに置かれた長なが椅い子すで茶を楽しんでいるはずだった。景色を見ながら食事ができるように、後尾甲板には小さなテーブルや日よけの傘かさなども用意されているのだ。

（ケヴィンには邪じや魔まをするなと言われそうだが……とりあえず、そっちに行ってみるか）

　内心で呟いて、ユートが歩き出そうとしたその時だった。

　真後ろに人の気配を感じて、ユートは反射的に身構えながらふり返った。

「──っ!?」

　同時にばさりと、頭から布のようなものが掛かけられる。

　視界を奪うばわれてユートは一いつ瞬しゆんひやりとしたが、慌あわてて布をはねのけてユートが目にしたのはハーディルの無愛想な顔だった。

　日差しの降りそそぐ甲板の上、そこだけ闇やみのように暗い紫むらさき色いろの瞳がユートを見ている。

「お前……？」

「長く甲板にいるつもりなら、被かぶっていたほうがいい。日焼けで真っ赤になるぞ」

　それだけ言い捨てて、ハーディルは後尾甲板のほうへ歩み去っていく。

　ユートは警けい戒かいをにじませた顔つきで、その後ろ姿を見送った。

「──ユート様？」

　入れ替かわるように船首の方向から近づいてきたイルが、ユートの厳しい顔つきを見て不思議そうに言葉をかけた。

「どうかなされたんですか？　今の方──ハーディルさんですよね？」

「すぐ後ろに立たれるまで、気がつかなかった」

　ハーディルの後ろ姿に目をやったまま、ユートは低く言葉を返す。

「船上だってこともあるが、あの距きよ離りになるまで近づいて来ていることにも気づかなかったんだぞ！　あの男──かなりの使い手だ」

「はぁ……」

　よくわからないといった顔で、イルはハーディルの背中を見送る。

　ユートは手にした麻あさの布を複雑な表情で見下ろしてから、遠ざかっていくハーディルの姿に視線を戻もどした。

（あいつがいるのに──他ほかに護衛を雇う必要があったのか？　いくら黄金を安全に運ぶ必要があったからって……）

　おかしな依い頼らいだ、という内心の呟つぶやきを否定するように、ユートは強くかぶりを振った。

　依頼を受けると決めたのは自分だし、今になってあれこれと疑っても意味がない。

「そういえば……タジェスはどうしてる？」

　ふと気になって、ユートはイルに向かって問いかけた。

　朝食を食べたあと、少し疲つかれたからと言って船室で休んでいたのだが──それからまったく姿を見せていないのである。

（いつもなら、うっとうしいくらい付きまとってくるのに……静かでいいと思ったから気にも留めなかったが──どうしたんだ？）

「それなんですけど……」

　そんなユートの内心を知ってか知らずか、イルが少し困ったような顔で言葉を返す。

「どうした？　なにかあったのか？」

「その……誰だれか、船ふな酔よいの薬を持っている方はいらっしゃらないでしょうかね？」







　タジェスが横になっている船室にユートが姿を見せたのは、それから半時間とたたぬうちのことだった。

　入り口に立つユートの姿を見るなり、タジェスは恨うらめしげな目をイルに向ける。

「できれば、ユートには言わないでおいて欲しかったんだけどな……」

　きょとんとした顔でイルは目をしばたたかせ、ユートは呆あきれと皮肉の入り混ざる表情で肩かたをすくめてみせる。

「そんな芸当をこいつに期待するだけ無む駄だだ」

「君の苦労が思いやられるよ……」

　力のない笑えみを浮かべるタジェスに歩み寄ると、ユートはベッドの脇わきに置かれた木の椅い子すに腰こしを下ろした。

「それにしても……こんな波のないところで船酔いになるとはな。情けないというより、ある意味器用な奴やつだ」

「仕方ないだろう、船に乗るのは初めてなんだから」

　弱々しいタジェスの反論に、ユートは軽く眉まゆを上げて言葉を返す。

「初めてじゃないだろう。ローデで小こ舟ぶねに乗って川下りをしたのを忘れたのか？」

「あれを舟という乗り物に分類するのは色々と間ま違ちがっていると思うよ……確かに形は舟だったけど。だいたい、あの時は生きた心ここ地ちがしなくて酔よっている暇もなかったよ」

　ベッドの脇に立つイルを見やって苦く笑しようし、タジェスは話題を変えるように言った。

「そういえば……君の依頼主殿どのと、巫女みこのお嬢じようさんはどうしてるんだい？」

「あの二人なら、後尾甲板で茶でも飲んでいるところだろう。ハーディルが向こうに行ったから、目を離はなしていてもたぶん心配はあるまい……」

　言いながら、ユートは先さき程ほどの一件を思い出して軽く顔をしかめる。

　その表情の変化と、片手に握にぎられたままの麻布に気づいてタジェスは訝いぶかしげな声をユートに投げやった。

「……なにかあったのかい？」

　ユートは少し考えてから、ハーディルとのやりとりを手短にタジェスに伝える。

　話を聞くと、タジェスは琥こ珀はく色いろの瞳ひとみにやや鋭するどい光を宿して、ユートの憮然とした顔を見つめやった。

「君の背後に、気配も感じさせずに近づいた……か。確かに、並の技量の主じゃなさそうだ」

　むっつりと黙だまり込んでいるユートに、彼はなだめるような笑みを浮うかべて告げる。

「警戒するのは当然だと思うよ。彼と敵対することになるとは限らないだろうが──どうにも裏がありそうな気がしてならないからね、この依頼」

「……そうだな」

　渋しぶ々しぶといった様子でユートは認め、懐ふところから取り出した包みをタジェスに放ほうりやった。

　慌てて身体を起こしてタジェスは包みを受け止め、ユートはそれを見やろうともせずに立ち上がって船室の入り口へ向かう。

「ユート、これは……？」

「船酔いの薬だ。船長から分けてもらった」

　タジェスは礼を言おうとして、ふと悪戯いたずらっぽい光を瞳の奥に宿らせる。

「君が優やさしく看病してくれたら、このくらいの船酔いはすぐに治る気がするんだけど」

「……うわごとか？　相当重じゆう症しようみたいだな」

　冷ややかな口調でユートは言い返し、扉とびらをくぐろうとしたところで足を止めて、思い出したように付け加えた。

「そうだった、この薬……念のために買っておいたんだが、誰も使わないせいで何年もしまいこまれたままになっていたそうだ。効き目があるかどうかは保証の限りじゃないが、それでもいいんだったら気休めがわりに吞のんでおけ」

「……それは、どうも」

　微び妙みような表情になってタジェスは応え、船室を出て行くユートの姿を見送った。







　湖の真上に輝かがやいていた太陽がいくぶん西に傾かたむき始めた頃ころ、リディス号は湖のただ中に浮かぶ一つの島にたどり着いた。

　ごつごつした岩とわずかばかりの緑に覆おおわれた、ごく小さな島だ。

　人の手が入った形けい跡せきなどない島には当然船着き場などなく、一行は船から下ろしてもらった小舟で島に向かうことになった。

「一晩くらいかかるかもしれないが、ここで待っていてくれ」

　ユートが投げた言葉に、初老の船長は鷹おう揚ようにうなずきを返す。

「そのへんで魚でも釣つりながら待ってますよ。どうぞ、お気をつけて！」

　笑顔で告げる船長につられるように笑みを見せ、ユートは船から垂らされた縄なわ梯ばし子ごを伝って小舟へと乗り移る。

　小舟にはすでにユートを除く全員が乗っており、ユートは器用に櫂かいを操あやつってゆっくりと舟を島に近づけていった。

　遠ざかっていく小舟を見送ってから、船長は手を打って周囲の水夫たちに声を投げる。

「さて、お客人がいないからってさぼってもいられないぞ──まずは停てい泊はくの準備！　それから船体に傷や水みず漏もれ箇か所しよがないか確かく認にん！　休むのはそのあとだ！」

　忙いそがしく水夫たちが動き始める中、まだ若い水夫が仕事の手を止めて島の方向を見つめていることに船長は気づいた。

　叱しかり飛ばそうとしてから、ふと気になって船長は彼の見ている先に目をやる。

「……なんだ、あれは？」

　大きく突つき出した岸がん壁ぺきの向こうに、ちらりと船の一部らしき影かげが見えたのだ。

　リディス号とは比べるまでもない小さな船だったが、帆ほとマストを備えたそれは湖上を行き来する船に間違いなかった。

「なにをしてるんだ、あんなところで……」

　船長の呟く声に気づき、若い水夫は「わっ！」と叫さけんで慌あわてて仕事に戻っていく。

　その姿を苦笑混じりに見送り、船長が視線を戻した時にはすでに船の姿はどこにも見当たらなかった。

　しきりに首を捻ひねりながら、船長も自分の仕事をするために船内へ戻もどっていった。
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　ひたひたと波の打ち寄せる岩いわ陰かげに、一艘の小舟が浮かんでいた。

　岩のすぐ上から生えた灌かん木ぼくが、その姿を半ば覆い隠かくしている。舟から伸のびる荒あら縄なわがその枝に繫つながれ、沖おきへと流れ出ていってしまうのを防いでいた。

　その灌木の陰に、身を潜ひそめるように立つ一人の人ひと影かげがあった。

　暗い色の衣服に身を包み、目元だけを出すように頭全体に同色の布を巻き付けている。

「……あれは」

　低く、くぐもった声がその口元から洩もれた。

　菫すみれ色いろの瞳が映しているのは、そこからやや離れた岩場に上陸しようとしているユートたちの姿だった。

　その奥に浮かぶ表情を隠すように目を伏ふせると、覆ふく面めんの人物は音もなくするりと灌木の陰を離れて歩み始めた。

　岩陰や草木の陰に隠れて向かっていく先には、ユートたちとは異なる人影の一団があった。







「……まったく、上陸するだけでこんなに苦労する羽目になるとは思わなかったぞ」

　ぜえはあと息を切らしているケヴィンを横目に見やると、ユートは汗あせで額に貼はりついた髪かみを指で払はらいのけながら言った。

「あの程度の距きよ離りも飛び越こせないなんて……お前の運動神経は、主あるじを見捨てていったいどこをほっつき歩いているんだ？」

「そんなこと言ったって……飛べないものは飛べないんだからしょうがないだろう」

　なんとか這はい上がった岩場にべったりと倒たおれ伏すようにして、ケヴィンが弱々しく抗こう議ぎの声を返す。

「人にん間げん離ばなれした運動神経の君と一いつ緒しよにされても困るよ！　普ふ通つうの人間は、揺ゆれる小舟の上からあんな離れた場所になんて飛び移れないもんなの！」

「並の運動神経の持ち主なら、子供にだって飛び越えられる距離だと思うぞ──むしろお前の場合、問題は運動神経の有う無むよりもその重量だろう」

「重量って……人を青銅製の置物かなにかみたいに」

「引きずり上げた感想としては、限りなくそれに近かったと思うがな」

　額ににじんだ汗を拭ぬぐいながら、ユートは遠い目をして呟つぶやく。

　ようやく息を整えたケヴィンが、彼と似たような格好で岩に貼りついているイルを指差して憤ふん然ぜんと言った。

「僕のことばっかり言ってるけど、運動神経のなさじゃ彼だっていい勝負じゃないか！」

「あいつが湖に落ちようと、そのまま流されようと俺の知ったことじゃない」

　ユートは冷たい口調で返し、イルが眼鏡めがねのずり落ちた顔を上げて「そんな冷たいことを言わないで下さい～」と泣き出しそうな表情になる。

「だが、お前が落ちるのを放っておくわけにはいかないだろうが。お前とレイリの身になにかあったら、護衛として面めん目ぼくが立たんからな」

「それに、報ほう酬しゆうももらい損そこねてしまうしね」

　ユートのすぐ後ろで、タジェスが目元に笑えみを含ふくませて声を発する。

　いち早く小こ舟ぶねを下りたためか、それとも船ふな酔よいの薬が効いたのか──その顔色は船上にいた時に比べてずいぶん良くなっていた。

「うるさい、よけいなことは言うな！」

「おや失礼。君が気にしているのはそのことだとばかり……ところで、私が手を貸さなかったら、君は彼もろとも湖に落っこちていたところじゃなかったかな？」

「………助かった。感謝している」

　いかにも渋しぶ々しぶといった様子でユートは礼の言葉を返し、にっこりと笑ったタジェスから目をそらすようにあたりを見回す。

　ユートが小舟を停とめたのは、島のまわりを囲む岩場の一角だった。

　岩場の一番低くなっている場所に小舟を寄せ、一足先に飛び移ったユートが岩の出っ張りにロープを結んで舟ふねを固定し、他ほかの五人を渡わたらせたのである。

「……そろそろ、いいでしょうか？」

　ハーディルに抱だき上げられていち早く上陸したレイリが、そんな一行に向かって遠えん慮りよがちに声をかけた。

　途と端たんにケヴィンはぱっと立ち上がり、レイリに向かって元気そうに手を振ふってみせる。

「うん、大だい丈じよう夫ぶ！　ちょっと疲つかれただけだから！」

「そうですか」

　良かった、と微笑ほほえんでレイリは緩ゆるい傾けい斜しやになっている岩場を登り始める。

　その手に持った長い布包みが少し邪じや魔まそうだったが、レイリはそれをしっかりと握にぎりしめたまま離はなそうとはしなかった。登りにくい段差などは、すぐ近くに控ひかえているハーディルが手を貸してさりげなく彼女を助けている。

　やや呆ぼう然ぜんとその姿を見送りかけてから、ケヴィンはやにわに対たい抗こう心をかき立てられたような表情になって二人を追った。

「待ってよ、レイリ～！　二人だけじゃ危ないよ!!」

　言いながら岩につまずいてひっくり返りそうになるケヴィンを、ユートはやや呆あきれたような表情で見やる。

「……危ないのはお前のほうだろうが」

　一つため息を吐つくと、ユートは岩に結びつけたロープの結び目を確認して歩き出す。

　小さく笑いをこぼしながらタジェスがそのあとに続き、最後にイルが慌てたように小走りで二人を追いかけ始めた。

「置いていかないでくださ──うきゃっ！」

　早さつ速そく足を滑すべらせて転てん倒とうするイルを肩かた越ごしに見やり、ユートは冷たい声を返した。

「いっそ、ここで留守番していたらどうだ？　お荷物が二人もいたんじゃ面めん倒どう見みきれないぞ」

「そんなぁ～～！」

　そんなやりとりをかわしながらも、三人はほどなく先行するレイリたちに追いつき、一緒に島の内陸部に向かって進んでいく。

　ほとんどが岩に覆おおわれた島には、ところどころに灌木の茂しげみがあるだけで背の高い木は一本も生えていない。耕作に適した平地も少なく、人が住んでいないのもなるほどとうなずかせるものがあった。

「ところで、黄金の隠し場所というのはどこなんだい？」

　息を切らしながら岩場を上り下りしていたケヴィンが、興味の色をありありと顔に浮うかべてレイリに問いかける。

「神しん殿でんかなにか建っているのかな？　神様が眠ねむっているっていうくらいだから……きっとものすご～く立派な神殿が」

「──着きました。ここです」

　ケヴィンの言葉をさえぎるようにレイリは言って、その場で足を止める。

　思わず拍ひよう子し抜ぬけしたような表情になってケヴィンはあたりを見回したが、ユートたちの顔に浮かんだのも同様の表情だった。

　岩山をいくつか越えた場所にある、わずかな平地である。目印のような大きな岩が一つ転がっているだけで、あたりに人造物らしいものはなにも見当たらない。

「本当に？　でも、なにも……」

　ないじゃないか、と続けようとしたケヴィンの言葉が途と中ちゆうで吞のみこまれる。

　レイリが手にした包みの布を、はらりとほどいたのだ。

　布に包まれていたのは、レイリの身長を軽く超える長さの杖つえだった。淡あわく紫むらさき色いろを帯びた銀の光こう沢たくを放つ、見たこともない金属でできている。

　細い柄えには文字にも似た奇き妙みような紋もん様ようが彫ほり込まれ、先せん端たんには三重の輪と蝙蝠こうもりの羽根のような形の二枚の飾かざりが付いている。

「それは……？」

　困こん惑わくの声をあげるケヴィンにかまわず、レイリは手に持った杖をくるりと一回転させてその先せん端たんを地面に付ける。

　無む駄だのないなめらかな動きは、まるで舞まいでも舞っているようだった。

「我らが神、コーダ・フェイトゥスに願い奉たてまつる……」

　杖の先で地面に触ふれたまま、レイリは歌うように祈いのりの語句を唱え始める。

「御おん身みのもとへ続く扉とびら、我が前に顕あらわしたまえ。我は血を継つぐ者、記き憶おくを継ぐ者。御身の眠りを守る一族が末まつ裔えいレイリ・クレハ──我が願い聞き届けられし時は、証あかしの杖に生命いのちの光を灯ともさんことを」

　よどみなく唱えた語句の響ひびきが消えぬうちに、地面に触れている杖の先端にほんのりと白い明かりが灯る。

　大人の握り拳こぶしほどの光は、次の瞬しゆん間かんぱっと強く輝かがやいてあたりを白く染め上げた。

「──っ！」

　眩まぶしさに目を細めながら、ユートは確かにそれを見た。

　地面に触れた杖の先を中心に、複雑な光の紋様が浮かび上がったのだ。

「なんだ、これ……!?」

　狼ろう狽ばいした様子のケヴィンとは裏腹に、ユートとタジェスは硬かたい顔つきで足元に浮かぶ紋様を見下ろしていた。

「ユート、これは……」

「……ああ」

　低く一言だけ答えて、ユートは側そばに立つイルにちらりと目をやる。

「うわっ!?」

　直後、ユートの耳にケヴィンの慌あわてきった声が届く。

　視線を戻もどすと、ケヴィンの目の前の地面が猛もう烈れつな勢いで隆りゆう起きしていくのが見えた。

　その範はん囲いはあっという間にケヴィンの足元にまで到とう達たつし、慌てて下がろうとしたケヴィンは盛り上がり始めた地面に足を取られて尻しりもちをつく。

「ひゃあああっ！」

「──の、馬ば鹿か！」

　舌打ちしてユートはケヴィンに駆かけ寄り、襟えり首くびをつかんで思いきり引っ張った。

　寸前までケヴィンの身体からだのあったところに巨きよ大だいな柱のようなものが立つのを見て、ユートは額に冷や汗あせをにじませる。

　ケヴィンも乱暴な扱あつかいに文句を言う余よ裕ゆうもなく、呆然と眼前の光景を見つめていた。

　地面の隆起がおさまるまでに、かかった時間はごくわずかだった。始まった時と同じくらい唐とう突とつに、その異常な現象は終わりを迎むかえる。

「……これは」

　無意識のうちに呟きながら、ユートは地面から現れた物体を見つめた。

　それは、巨大な扉だった。鈍にぶい光沢を放つ金属とも石ともつかない物質で造られた門に挟はさまれた、見上げるような大きさの扉である。

「──この奥です」

　言いながらレイリが扉に近づいていくと、両開きの扉がゆっくりと開き始める。

　少しずつ開いていく扉の向こうに見えたのは、向こう側の景色ではなく塗ぬり潰つぶされたような一面の闇やみだった。

「神との契けい約やくの証である黄金は、決して誰だれの手にも触れられない場所に存在します──怖こわいのでしたら、付いてこなくてもかまいませんよ」

　小さく笑って付け足し、彼女は扉の奥へと足を踏ふみ入れる。

　ハーディルが無言でそのあとに続き、ケヴィンはわずかに怯ひるんだ様子を見せながらもぐっと顔を上げて扉の中へ入っていく。

　ユートはタジェスと顔を見合わせてから、油断のない足取りで彼らのあとを追った。

　のんびりとした顔つきで最後にイルが扉の隙すき間まをくぐり、その姿が闇に溶とけるように消えていった頃ころ、再び音もなく動き出した扉がその内部と外界とを完全に遮しや断だんした。







　扉の中は、奥に向かってまっすぐに続く一本道となっていた。

　明かりはなく、レイリの持つ杖の先に灯った光が唯ゆい一いつの光源だ。ほのかな白い輝きは周囲の闇に比べてあまりにも頼たよりなかったが、一行の足元を照らすだけの明るさはあった。

　手を伸のばして壁かべに触れてから、タジェスがユートに声をひそめて告げる。

「手て触ざわりは石みたいだが……感覚をそのまま信じるわけにはいかなさそうだね」

「……そうだな」

　闇の向こうに目をこらしながら、ユートも抑おさえた声こわ音ねで応じる。

　レイリの杖の先に宿った明かりは弱く、その壁自体ほとんど見て取ることができない。光が照らすのはごく狭せまい範囲で、その外側には深い闇が広がっているのだ。

（だが……ここは、あるはずのない空間だ）

「──イル」

　すぐ後ろを歩いているイルに、ユートはささやくような声を投げた。

「この空間は……魔ま術じゆつによって作り出されたものだな？」

「はい」

　迷うそぶりも見せず、イルは笑え顔がおになって答えた。

「あの杖が起動の媒ばい体たいになっているようですね。離はなれた二つの空間を結ぶための術式……ではないでしょうか。詳くわしいことは解かい析せきしてみないとわかりませんが」

「そんなことができるのかい？」

　タジェスの問いに、イルは自信たっぷりにうなずく。

「できますよ！　ただ、三日くらいかかりますけど──けっこう特とく殊しゆな条件付けをされているみたいですし」

　やりますか、と小首をかしげてみせるイルに、ユートはしなくていい、と渋じゆう面めんで返す。

「そんなことをやっている暇ひまはないだろうが。それより、問題はこの通路がどこにつながっているかということだ」

「それは、たぶん……」

　タジェスの言葉をさえぎるように、先頭を歩いていたレイリが足を止めてふり返り、一同に向かって言葉を投げやった。

「ここから先は、どうか私の側から離れないようにお願いします。命の保証をいたしかねますので……」

「どういう──」

　意味だ、と返そうとしたユートの言葉が半ばで吞みこまれる。

　通路の先にぼんやりと浮うかび上がる、半はん透とう明めいの扉の存在に気がついたのだ。

　杖の先に灯ったほのかな光を受けて、薄うす青あおく輝く扉はそこに実際に存在しているのかどうか疑わせるような、奇妙な非現実感を漂ただよわせている。

　鉱物めいたその材質以外は、ここに入る時にくぐった扉と寸分違たがわない形だ。

「……レイリ？」

　ケヴィンの声に応こたえず、レイリは手にした杖の先で扉に軽く触れる。

　杖に宿る光が扉に触れるのと同時に、そこを中心に無数の記号めいた紋様が浮かび上がってゆっくりと扉が開き始めた。

「ちょ……待って！」

　扉の向こうへ足を進めるレイリを、慌てたようにケヴィンが追いかける。

　ユートたちも彼のあとに続き、扉をくぐり抜ぬけたところで当とう惑わくしたように足を止めた。

　そこにあったのは、見たこともないような光景だった。

　緻ち密みつな装そう飾しよくを施ほどこされた何本もの柱と、それに支えられた優美な曲線を描えがく天てん井じよう。その光景はさながら寺院の内部のような、荘そう厳ごんな印象を見る者に与あたえる。

　どこが光源か定さだかではなかったが、ぼんやりとした明かりが周囲の闇を薄うすめている。

「ここは……？」

　呆ぼう然ぜんとあたりを見回しながら、ユートが呟つぶやく。

　半ば無意識のうちに口にした言葉だったが、期せずして答えが返された。

「我らが神──コーダ・フェイトゥスの神しん殿でんです」

　少し離れた場所に立って、レイリがどこが誇ほこらしげな口調で言った。

「はるかな昔、戦いに敗れて永き眠ねむりについた死の神。この場所を作り上げたのも神の力だと聞いています。この杖つえを持つ者以外は決して立ち入ることができぬよう、特別な空間に神殿を封ふう印いんしたのも……」

「そんな力が……？」

　驚おどろいたように問い返してから、タジェスはふと気づいたようにレイリの顔を見た。

「……死の神？」

「はい」

　それがなにか、と言うようにレイリは婉えん然ぜんと笑って応える。

　大人しやかな少女の表情はどこにもなく、そこにあったのは光の宿る杖を片手に闇を従えて立つ一人の巫女みこの姿だった。

「私たちが信しん奉ぽうしているのは、死を司つかさどる神。生と死は常に表ひよう裏り一体です──死があるからこそ生が成り立ち、生には必ず死という終わりが存在する。死を否定することは生を否定することにもつながる。だからこそ、私たちは死の神を信奉するのです。いつか訪おとずれる死を恐おそれぬように──そして、今ある生に感謝するように」

　そこまで言って、レイリは漆しつ黒こくの瞳ひとみに苦い笑みを浮かべた。

「ですが、死の神を信奉していることを公言すればいらぬ面めん倒どうのもとになりますので……今のように奇き異いの目を向けられるだけならまだしも、妙みような疑いをかけられるようなことがあってはかないません」

　生いけ贄にえを捧ささげているとか、とレイリは悪戯いたずらっぽい口調で付け加える。

「ですから、表向きはコーダ・フェイトゥスの名前のみ出して、なんの神であるかは明らかにしていないのです。一応、表面上は私の村もアルトゥリス教の信者ということになっていますし……神官も村の出身ですので、全員グルになっての偽ぎ装そうですけど」

「いいのか、アルトゥリス神殿……」

　思わずぼそりとユートは呟いたが、レイリはとりあおうともしなかった。

　タジェスが苦く笑しようをこらえるように口元を歪ゆがめ、レイリに向き直ると慇いん懃ぎんな態度で深々と頭を下げた。

「……失礼。言葉の印象だけで、悪いもののように決めつけてしまった──私の無礼な態度を許していただけるだろうか？」

「かまいません。そうなるのはわかっていたことですから」

　紅を塗ったように艶つややかな赤い唇くちびるに、笑みを刻んでレイリは応える。

　それより、と彼女は顔を上げたタジェスに向かって、思い出したように言った。懐ふところから取り出したなにかをタジェスに差し出しながら、

「忘れないうちに、これをお渡わたししておきますね」

「……これは？」

　反射的に受け取ってから、タジェスは怪け訝げんそうな声と視線を返す。

　手のひらの上に載のっていたのは、鈍にぶく銀色に光る一枚のメダルだった。ラクセル銀貨ほどの大きさで、表面には文字とも記号ともつかない模様が刻まれている。

　その端はしには小さな穴が開けられ、首にかけられるように細い鎖くさりが通してあった。

「村の人間がこの神殿に出入りする際に身につける、いわば通行証のようなものです。これがあれば、私とはぐれても危険はないはずですから……」

「これがなかったら？」

　物欲しそうにメダルを見つめていたケヴィンが問いの声を発し、レイリは彼に目を向けると笑みのかけらもない声で言った。

「たちどころに、神殿を守る番人たちに襲おそわれて死ぬでしょう」

「……し、死ぬ？」

　表情を凍こおりつかせるケヴィンに、レイリはこくりとうなずいてみせる。

「この神殿には、神の眠りを守るために多数の番人が存在しています。彼らは巫女の杖を持つ者か、このメダルを所持している者──あるいはその同行者以外が神殿に立ち入ることを認めません。もしもそのような侵しん入にゆう者があれば、即そく座ざに居所を察知して排はい除じよしようとするでしょう……その命を奪うばってでも」

「そ、そんな……」

　顔色をなくしたケヴィンに向かって、安心させるようにレイリは微笑ほほえんだ。

「ですから、私から離れないでいて下さい。私と一いつ緒しよにいさえすれば、絶対に番人たちに襲われることはありませんから」

「でも、そのメダルは……？」

「念のためです。もしも私とはぐれるようなことがあったら、彼かハーディルと行動をともにして下さい。彼らともはぐれた時は、運が尽つきたと思ってもらうしかありませんが」

　虫も殺さぬ笑顔でレイリはそう告げ、顔を引きつらせるユートをよそにケヴィンはその手をしっかりと握にぎりしめた。

「わかった、なにがあっても絶対に離れないから！」

「……手は、握らなくてもいいですよ」

　恥はじらうような声で指し摘てきされて、ケヴィンはわあっと顔を赤くして手を放す。

「ご、ごめん！　つい……！」

　そんなやりとりを横目に眺ながめてから、タジェスは手に持ったメダルを興味深そうな顔つきで見下ろした。

「通行証……ね。ユート、君が持ってるかい？」

「俺があの二人の側を離れてどうする。お前が持っていろ──はぐれる可能性が一番高いのはお前かイルだろうしな」

　差し出されたメダルをぐいと押し戻もどして、ユートは言った。

[image: ]

　タジェスはそれもそうか、と笑ってメダルを首に掛かける。邪じや魔まにならないよう衣服の内側にメダルを入れると、彼は笑えみを残した瞳でユートを見つめやった。

「これで君は私から離はなれられなくなったね、ユート？」

「お前と二人きりではぐれるようなことは、絶対に起こりえないから安心しろ。それよりそのメダルを持っているからって、安心してふらふら離れて歩くなよ」

「君の側そばを離れる気はないけど……その台詞せりふ、あっちに言ったほうがいいんじゃないかね？」

　タジェスの指差す先には、レイリの後ろをおっかなびっくり進むケヴィンの姿がある。

　きょろきょろと周囲を見回す目には怯おびえと同時に、明らかな興味の色ものぞいており、軽く眉み間けんを押さえるとユートは足早に彼へと歩み寄っていった。







　入ってすぐの広間のような場所から、ユートたちは奥へ向かって進んでいった。

　廊ろう下かもまた広間と同様、無数の装飾によって彩いろどられている。

　ごちゃごちゃした印象がないのは、それらが計算されつくしたように絶ぜつ妙みようのバランスで配置されているためだった。自然の風景のようにすんなりと目に馴な染じむ装飾には、効率を最優先に作られた道具のような機能美さえ感じられた。

「……たいしたものだね」

　あたりを見回しながら感じ入ったように呟くタジェスに、ユートは硬かたい顔つきのまま言葉を投げた。

「吞のん気きに感心している場合か。おそらく──ここも魔ま術じゆつによって作られた場所だ」

　タジェスに向かって、ユートは足元の床ゆかを視線で指し示す。

　磨みがいたように滑なめらかな床は、よく見ると薄く発光しているのがわかった。神殿の内部を照らしている明かりの正体が、それであることにタジェスは気づく。

「それに、この装飾──俺の記き憶おくが確かなら、古代の遺い跡せきで見たものとよく似ている」

　油断なく周囲に目を配りながら、ユートはどこか苦さのにじむ口調で告げる。

「以前、仕事で古代の遺跡の探たん索さくに付き合ったことがあるが、いたるところに罠わなが仕し掛かけられていた。無事に出てこられたのが奇き跡せきみたいなものだったぞ。遺跡の専門家が同行していたということもあるだろうが……」

「……本当に色々な仕事をしているんだね」

　苦笑気味にタジェスは返したが、その言葉にはいつもの軽けい妙みようさはなかった。

「正式な認にん証しようを持った者が同行しているから、あれほど危険な目に遭あうとは考えられんが……油断はしないほうがいい。壁かべだの柱だの、無む闇やみに触さわるんじゃないぞ。ちょっとしたことで罠が作動する危険性があるから……」

「お──ユート様」

　遠えん慮りよがちにイルが声をかけるのと同時に、ユートはびしりと彼に指を突つきつけた。

「特にお前だ！　うっかり作動させてしまいましたじゃ済まないからな！　壁にも柱にも近づかず、できたら床も踏ふまないで歩け！」

「いや、それは無理だって……」

　思わずタジェスが冷や汗あせ混じりに呟つぶやき、ユートは「それくらい慎しん重ちように歩けということだ！」と語気を強めて言うと、イルに視線を戻す。

「お前はいつだって、ここ一番という時に大きな失敗をやらかすから──最近は妙に口数まで多くなって、いらんことまでぺらぺら喋しやべり出すし。喋るのが悪いとは言わんが、もう少し時と場合というものを考えて……」

「あの……ユート様」

　困ったようにユートと前方を見比べるイルに気づき、タジェスは前方に目をやった。

　同時に納なつ得とくしたような光がその瞳に浮うかび、彼はユートの肩かたをちょんちょんとつついて前を見るように身み振ぶりでうながす。

「なんだ……」

　誘さそわれるように前方を見たユートの目が、ぎょっとしたように見開かれる。

　レイリの後ろにぴったりと付いて歩いていたはずのケヴィンが、警けい戒かい心のまったく感じられない足取りで壁に歩み寄っていくのが見えたのだ。

「──あの馬ば鹿か！」

　舌打ちとともに、ユートは駆かけ出す。

　その手がケヴィンを摑つかまえたのは、まさに彼が壁の装そう飾しよくに触ふれようとしている瞬しゆん間かんだった。腕うでをつかまれたケヴィンは、不思議そうな目をユートに向けて言う。

「あれ……ユート？　どうしたの？」

「……お前なぁ」

　安あん堵どと呆あきれの混ざるため息を吐つきながら、ユートはケヴィンの腕から手を離した。

「壁だの柱だの、無闇に触るもんじゃない。どこにどんな仕掛けがあるかわからないんだぞ」

「考えすぎだよ、ユート──ここは神しん殿でんなんだよ？　そんなものがあるわけが……」

　笑いながらケヴィンが振ふった手が、装飾の一部にごく軽く当たる。

　同時にケヴィンの真上の天てん井じようから、何十本もの鋼はがねの矢が音を立てて降り注いできた。

「──うひええええっ!!」

「この間ま抜ぬけっ!!」

　ユートがとっさに蹴けり飛ばしていなければ、ケヴィンの上半身には隙すき間まなく矢が突き立っていたことだろう。

「おい、大だい丈じよう夫ぶかっ!?」

「……どっちかというと、蹴られたところが痛い」

　呻うめくようにケヴィンが答え、ユートは大きく安堵の息を吐はいた。

「蹴られたくらい我が慢まんしろ。あれが刺ささっていたら、痛いと感じることもできなくなっていたところだぞ」

　目で示した先には、床にびっしりと突き立っている鋼の矢がある。

　それが自分の身体からだに刺さっているところを想像したのか、ケヴィンは青ざめた顔でぶるりと身み震ぶるいした。

「──すみません、言い忘れてました」

　レイリが少し申し訳なさそうに、二人を見やって言った。

「神殿の中には、侵しん入にゆう者用の罠も多数仕掛けられているんです。それもお伝えしようと思っていたのですが……うっかり忘れていました」

「……うっかりじゃすまないだろう」

　ケヴィンに手を貸して立ち上がらせながら、ユートが苦々しい口調で呟く。

「命に関かかわる問題だぞ。今回は間に合ったから良かったようなものの……」

「申し訳ありません。つい、気がはやってしまって」

　殊しゆ勝しような態度で謝られると、それ以上責めるわけにもいかずユートはもの言いたそうな表情のまま口を閉じる。

　かわって口を開いたのは、やや冷たい光を瞳ひとみに宿したタジェスだった。

「番人に侵入者用の罠か……ずいぶん警備が厳重な神殿だね。そんなものがなくても、普ふ通つうの盗とう賊ぞくはここには入って来られないだろうに。黄金が大事なのはわかるけど、そこまでして守りたいものなのかな？」

「守るべきものは黄金ではなく、ここに眠ねむる神です」

　レイリがタジェスを睨にらむように見返して、きっぱりと言い放つ。

「罠も番人も、そのために存在するのです。この杖つえなしには入れないよう神殿を封ふう印いんしたのも──すべて我らが神の眠りを守るためです。黄金はただのおまけに過ぎません」

「それはまた、豪ごう勢せいなおまけだ」

　わずかに笑ってタジェスは応こたえ、その目にのぞく表情をやわらげた。

「まぁ、他ほかにも危ないものがあるのなら、できるだけ早く教えてもらえると助かるよ。怪け我がをしてからじゃ遅おそいからね」

「ご心配なさらず──侵入者用の対策はそれだけです。罠は他にもありますが、周囲のものに無闇に触れたりしなければ大丈夫ですから」

「……ということだ。気をつけろよ」

　ケヴィンを見やってユートが言葉を投げ、さすがにケヴィンも大人しくうなずいた。

　一行はさらに奥に向かって進み──途と中ちゆうでケヴィンがまたもや罠を作動させてしまう場面もあったが──やがて、突き当たりにある大きな扉とびらの前で足を止めた。

　扉には鍵かぎがかかっておらず、レイリが手で押しただけで滑らかに開く。

　部屋の中に入るなり、ケヴィンがわあっと歓かん声せいにも似た驚おどろきの声をあげた。

「すごい、これが──！」

　ユートとタジェスも言葉を失って、部屋の中央に置かれたものを見つめた。

　それは人間の数倍はあろうかという大きさの、黄金の像だった。

　人を象かたどっているようだが、背には大きな翼つばさがあり奇き妙みように生き物めいた輪りん郭かくの鎧よろいが全身を隙間なく覆おおっている。各所に装飾の施ほどこされた鎧は見たこともない形をしていたが、現在の鎧よりもはるかに優美で洗練された印象だった。

　像の周囲には祭さい壇だんらしき台が置かれ、杯さかずきや香こう炉ろなどといった道具が整然と並べられている。もちろん、それらはすべて光り輝かがやく黄金製だ。

「これは……確かに壮そう観かんだね」

　感心したようなタジェスの声を、ユートはほとんど聞いていなかった。

　目の前にずらりと並んだ黄金の品々にどれくらいの値が付くか、頭の中で計算するのに忙いそがしかったのである。

（……あの杯は三百万グラン、手前の皿は五百万グラン。向こうの香炉は、細工の見事さも考えれば八百万グランはかたい──単純に黄金としての価値だけでも、ここにある品をすべて合わせれば三億か四億にはなるだろうな）

　タジェスが何度か呼びかけたようだったが、その声はユートの耳には入らなかった。

（あの神像にはいったいどれくらいの価値がつくのか……中まですべて黄金だったとしたら、百億を超こえるのではないか？　さすがにあれを持って帰るのは無理だろうが──それ以前に、信しん仰こうの対象になっているものを持ち出すわけにはいかないか）

「おーい、ユート？」

　耳元で呼びかけられて、ユートははっと夢から覚めたような表情になった。

「あ、ようやく帰ってきた」

　おかえり、と笑うタジェスの顔が思ったよりも近くにあって、ユートはぎょっと身を引く。

「……な、なんだ!?」

「何度呼びかけても返事がなかったから──なにを考えていたのかはわかるけど。ところで、あの像……どこかで見たような気がしないかい？」

「そうか？　特に見覚えはないが……」

　言いながら、ユートは像に視線を戻もどそうとし──同時に、レイリが部屋の奥に向かって歩き出そうとしているのに気がついた。

「……レイリ？」

　ぽかんと部屋の黄金に見入っているケヴィンを残して、彼女はハーディルを伴ともなって黄金像の後ろ側へと足を進めていく。

「どうした？　そっちにはなにも──」

　怪け訝げんそうに問いかけるユートに、レイリはにこりと微笑ほほえんで言った。

「私の目的は、この先にあるんです。ユートさん、この部屋にあるものでしたら好きに持っていってかまいませんよ？」

「いや、しかし……」

　視線をさまよわせたユートは、祭壇の陰かげに未加工の黄金の塊かたまりが無造作に置かれているのに気づいて、思わず目が釘くぎ付づけとなる。

　手て頃ごろな大きさの塊を二つ三つ、物入れにしまいこみたくなるのをぐっとこらえて、ユートはレイリに視線を戻した。

「他の部屋にも黄金があるということか？　だったら、そこまで護衛する……」

　ユートの言葉が途と切ぎれたのは、ハーディルが腰こしに提さげた見慣れぬ形の剣けんをすらりと抜ぬくのを目にしたためである。

　緩ゆるく湾わん曲きよくした細身の剣を正面に構え、ハーディルは低くかすれたような声で言った。

「ここから先は、俺が巫女みこを護衛する。お前たちはここで待っているがいい」

「……なんのつもりだ？」

　険しい表情を瞳に浮うかべて、ユートは問い返す。

　二人のやりとりに気づいたタジェスが剣を抜こうとするのが視界の端はしに映ったが、ユートは軽く手を上げてそれを制した。

「待っていろと言うなら、ここで待っている──剣を向ける必要などない。ただ、その理由を教えてもらいたいだけだ。それともなにか、話せない理由でもあるのか？」

「お答えする理由がないというだけです」

　静かな瞳でユートを見み据すえたまま、レイリが冷ややかな声こわ音ねで答えた。

「ハーディルが剣を向けたことは謝ります。ですが、この先に付いてきてもらいたくないのは本当です。その理由も──お答えすることはできません」

「なにも聞かずに、黙だまって待っていろというのか？」

「そうです。私がお願いしたのは、この島に眠る宝を持ち出す私たちの護衛──それが黄金であろうと、他のものであろうとあなたのやることは変わらないのでは？」

「しかし──」

「黄金が欲しいのでしたら、好きなだけ差し上げます。それで私たちの行動には目をつぶっていただけませんか？　悪い条件ではないはずです」

　レイリの申し出に心が動きそうになりながらも、ユートは厳しい表情を崩くずさず続ける。

「その宝が黄金ではないというなら、なぜ最初からそうと言わなかった？　正体が知られては困るようなものなのか？　まさか、危険なものなのでは──」

「ユート様！」

　言いかけたユートの言葉を、イルの慌あわてた声がさえぎった。

　反射的にふり返ったユートの目に映ったのは、入り口からなだれ込むように部屋に入ってくる覆ふく面めんを付けた男たちの姿だった。

　十人をゆうに超える数の男たちの手には、剣や棍こん棒ぼうなどの武器が握にぎられている。

「な──！」

　はっとしてレイリに視線を戻すと、彼女も驚きを隠かくせない顔をしていた。

　その表情が演技ではないと直感したユートは、素す早ばやく腰の剣を抜きはなって男たちと向かい合った。背を向けたレイリたちに向かって、肩かた越ごしに叫さけぶ。

「離はなれていろ！　ハーディルはレイリを守れ──タジェスはケヴィンを！」

「ユート！」

　タジェスの声に応えることなく、ユートは男たちの間に飛び込んでいく。

　わざと大きく剣を振ふり回して男たちの注意を引きつけるユートをよそに、レイリは奥の壁かべに向かって駆かけ出していた。

　それに気づいたタジェスが、ケヴィンの腕うでをつかんで彼女のあとを追う。

「わっ！　な、なに──!?」

「近くにいたら邪じや魔まになる！　それに、彼女の側そばにいるのがおそらく一番安全だ！」

　その言葉を聞いて、ケヴィンものたのたと──本人としては精せい一いつ杯ぱい必死に──足を動かして壁かべ際ぎわに走り寄っていく。

　退たい避ひを終えて、タジェスがユートのもとに駆け戻ろうとした時だった。

　壁に向かって杖をかざすレイリの姿が目に入り、タジェスは思わず目を見はった。杖の先に宿る淡あわい光に反応するように、壁の一部がぽっかりと開いて通路を出現させたのだ。

　ためらいもなくレイリとハーディルがそこに駆け込んでいくのを見て、タジェスはユートに向かって焦あせりのにじむ声を投げた。

「ユート、二人が──！」

「あとを追え！　俺もすぐに行く！」

　そう言って、ユートは少し離れた場所でおろおろと様子をうかがっているイルに目をやり、「お前もだ！」と怒ど鳴なる。

「でも、お──ユート様……」

「いいから行け！　ここにいても足手まといになるだけだ！」

　実際、ユートは男たちを相手に十分余よ裕ゆうを残して戦っており、それを見て取ったタジェスはケヴィンを連れて通路に向かおうとする。

　しかし、その時ケヴィンが「あああっ！」と大声をあげて、自分の肩かたのあたりを見た。

「鞄かばんの紐ひもが切れてる！　僕のお菓か子しが──!!」

　呆あつ気けにとられたタジェスの手を振り払はらって、彼は普ふ段だんの動きからは想像もつかない素早さで部屋の中に駆け戻っていく。

「馬ば鹿か！　なにをやって──！」

　ユートが怒鳴るのと同時に、すぐ前にいた男がケヴィンに走り寄ろうとする。

　すかさず足あし払ばらいをかけて男を転てん倒とうさせると、ユートは落ちていた鞄を拾い上げるケヴィンのもとへ全速力で駆け寄った。

「ああ、良かった……」

「良かったじゃない!!　なにを考えてるんだ、この阿あ呆ほう!!」

　後頭部に一発お見み舞まいして、ユートはケヴィンの襟えり首くびを引っつかむと脇わき目めもふらずに通路に向かって走り出す。

「い、痛いじゃないか！　僕は依い頼らい人なのに……!!」

「いいから走れ！　逃にげるぞ!!」

　怒ど気きをみなぎらせた男たちが背後に迫せまっているのに気づいて、ケヴィンは必死に足を動かし始める。

「タジェス、頼たのむ！」

　通路を目の前にしたところで、ユートはケヴィンの身体からだを思いきり突つき飛ばした。

　タジェスは一いつ瞬しゆん嫌いやそうな顔をしたものの、手を出してケヴィンの腕をつかもうとする。だがその直前、ケヴィンの足がもつれてわずかに方向が逸それた。

「うわあぁああああっ！」

　通路の横の壁に激げき突とつする──と思われた瞬しゆん間かん、その身体が壁の中に転がりこむ。

　反射的に出した手が壁に触ふれるのと同時に、四角い穴がそこにぱかりと開いたのだ。

　とっさに駆け寄ったユートがその腕を摑つかまえることに成功したものの、勢いが上乗せされたケヴィンの身体を彼一人で支えることは不可能だった。

「──ユート！」

　タジェスが伸のばした手は、虚むなしく空を搔かく。

　最後に目が合った瞬間ユートはなにか怒鳴ったようだが、それを聞き取るよりも早く奥からせり上がってきた壁が穴に蓋ふたをした。

　タジェスは険しい表情で壁を睨にらんだあと、近づいてくる覆面の男たちに目をやる。

　近くで呆ぼう然ぜんとたたずんでいるイルの腕をつかみ、彼が通路の奥へと向かって走り出したのは次の瞬間だった。
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　上も下もわからない闇やみの中を、ユートはケヴィンとともに落ちていった。

　とっさにケヴィンの身体を引き寄せて庇かばいながら、ユートは全身の神経を張りつめて衝しよう撃げきが訪おとずれる瞬間を待つ。

「──っ！」

　幸いなことに、落下の時間はさほど長くはなかった。

　全身に衝撃を感じた──と思った瞬間、ユートはケヴィンを抱かかえたまま身体を丸めて一回転して衝撃を逃がす。ケヴィンを抱えているため完かん璧ぺきな受け身とならなかったが、二人が大きな怪け我がを負わずに済む程度の効果はあった。

「ぐえっ！」

　だが勢い余ってケヴィンの下した敷じきとなってしまい、ユートは顔をしかめて怒鳴る。

「お、重い！　どけろ──！」

「あ、ごめん」

　答えたケヴィンの声はいつもと変わらず、どこか吞のん気きなものだった。

　その声から怪我はないと判断し、ユートはほっと息を吐はく。ごそごそとケヴィンが不器用に動く気配がして、ようやくユートの身体にかかっていた重さがなくなった。

「ふう……」

　ユートは身体を起こして、周囲をぐるりと見回す。

　とはいえ、周囲は鼻をつままれてもわからないほどの闇に包まれている。一点の光も見当たらないことを確かく認にんして、ユートは腰こしに付けた物入れの蓋ふたを手て探さぐりで開けた。

「こ、ここは……？」

「さあな」

　不安そうなケヴィンの声に気のない言葉を返しながら、ユートは物入れから小さな箱と火打ち石を取り出す。箱の中には燐りんを塗ぬった細い棒が何本も収められており、一本取り出したそれをユートは火打ち石に強くこすりつけた。

　シュッと音がして、棒の先に小さな火が点つく。

　小さな明かりを手に掲かかげて、ユートは再び周囲を見回した。

　むき出しの土に囲まれた狭せまい横穴の中だった。頭上には今落ちてきたと覚しき穴があるが、他ほかの部分はかろうじて立って歩けるくらいの高さしかない。

　どちらの穴も暗く、この小さな明かりでは先を見通すことはできそうになかった。

「持ってろ」

　ユートはそう言うと、ケヴィンに棒を押しつける。

　近くに燃えやすそうなものは見当たらず、ユートは仕方なく羽織っていたマントの端はしを歯でくわえると思い切りよく引き裂さく。

　近くに落ちていた剣けんの先にマントの切れ端を巻き付け、そこに棒の先から火を移す。

「……これで、しばらくは保もつだろう」

　急造の明かりを手に立つユートを、ケヴィンは感心したように眺ながめやった。

「すごい……慣れてるね、ユート」

「……まあな」

　褒ほめられても少しも嬉うれしくない、といった表情でユートが返す。

「ところで……」

　明かりに照らされた壁へき面めんを見回しながら、ケヴィンが再び言った。

「ここ、どこ？」

「わからん。たぶん、あの神しん殿でんの地下だと思うが……」

　ユートは言って、手に持った明かりを頭上の穴に近づける。

　穴の先は完全な闇になっており、明かりを近づけても二人が落ちた扉とびらの仕し掛かけらしきものは見当たらなかった。

（よじ登るにしても距きよ離りがありすぎるし……ケヴィンにはこの穴は登れそうにない。仮に登れたとしても、中から入り口の仕掛けを解除できるかどうかわからないし……）

　小さく息を洩もらして、ユートはケヴィンに言葉をかけた。

「行こう。他に上に戻もどる道がないか探すんだ」

「うん……あ！」

　慌あわてたように、ケヴィンは周囲を見回す。

　すぐ側そばに落ちていた鞄に気づくと、ほっとした顔で拾い上げ──少し申し訳なさそうな顔になって彼はユートに目をやった。

「ごめん……僕のせいで。君まで巻き込んで……」

　ユートは無言のまま、ケヴィンが手にした鞄をぐいとつかむ。

　怒おこられると思ったのか、身を縮こまらせるケヴィンにかまわず、ユートは剣を小こ脇わきに挟はさんで切れた鞄の紐をかたく結び合わせた。

「……ほら。今度は落とすなよ」

　突き出された鞄を、ケヴィンは目を丸くして見つめる。

「……怒らないのかい？」

「怒ったところで、状じよう況きようが好転するわけでもないだろうが」

　面おも白しろくもなさそうに、ユートは言い返す。

「できれば、今度からはあんな場面で鞄を取りに戻ったりしないでもらいたいが……菓子ならあとで買うこともできるが、命の買い直しはできないんだぞ」

「……ユート」

　目を潤うるませて、ケヴィンは鞄を受け取る。

　ぐしぐしと洟はなをすするケヴィンから困ったように視線をそらし、ユートはあえてそっけない口調を作って言った。

「お前の身を守るのが俺の仕事なんだ。勝手によけいな仕事を増やされては困るが、俺の知らないところで危険な目に遭あわれるのはもっと迷めい惑わくだ！　だから、巻き添ぞえにしたとか気に病やむ必要はない──俺は自分の意思でここにいるんだ」

「うん……ありがとう」

　涙なみだを拭ぬぐってケヴィンは笑い、ユートはその顔を横目に見やる。

　少しは元気が出たようだと判断し、ユートも口元に淡あわい笑えみを浮うかべると明かりを手に持ち直して声をかけた。

「さあ、行くぞ！　明かりが保っているうちに出口を探さないと！」







　背後に迫る足音がないのを確認して、タジェスはようやく走る速度をゆるめた。

　肩かた越ごしにちらりとふり返ると、無人の廊ろう下かが続いているのが見える。ほっと小さく息を吐いて、タジェスはつかんだままのイルの腕うでを放した。

「タ、タジェス様……」

　息を整えるタジェスに、おろおろとイルが声をかける。

「どうしましょう、お──ユート様が……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　半ば反射的に、タジェスは言葉を返していた。

「あれしきのことで、ユートがどうにかなるわけがない。間ま違ちがいなく無事だよ──それくらい君にだってわかるはずだ」

「あ……はい」

　答えるイルの瞳ひとみは、薄うす暗ぐらい廊下ではまるで硝子ガラス玉のように見えた。

　タジェスは軽くまばたきをしてその瞳を見返し、いつもと変わらぬ表情が浮かんでいるのを見て取ると、口を閉じて視線を周囲へと移した。

　二人の前後には、うっすらと闇に包まれた通路が伸のびていた。

　これまでと同じように、床ゆかがそうとわからない程度に発光しているがその光は弱く、通路の奥は闇の中に没ぼつしている。

　しかし、仮にそれがなかったとしても通路の先を見通すことは難しかったろう。

「まるで……迷めい路ろだな」

　苦々しげな口調で、タジェスは呟つぶやく。

　通路はいくつにも枝分かれし──あるいは複雑に折れ曲がり、さながら迷宮のような構造となっていたのである。追ってくる男たちを振ふり切ることができたのは、この構造のおかげでもあったが、必死に逃にげ回った結果自分たちの現在位置もわからなくなってしまった。

　先に通路に逃げ込んだレイリとハーディルの姿も、どこにも見当たらない。

「まいったな。ユートを助けに行こうにも、これじゃ……」

「誰だれか来ます」

　イルが妙みように滑なめらかな口調で言葉を発し、タジェスはぎくりとして身構えた。

　しかし、通路の先から姿を現したのはレイリとハーディルの二人だった。タジェスは思わず安あん堵どの息を洩らし、レイリは不ふ審しんそうにタジェスに向かって問いかけた。

「他のお二人は……どうしました？」

「……さっきの部屋で仕掛け扉が作動して、二人ともその中に落ちました」

　タジェスの言葉にレイリは少し目を丸くし、そうですか、と沈しずんだ面おも持もちで答える。

「お気の毒です……お二人の魂たましいに安息があらんことを」

「それはまだ早いでしょう。二人は無事ですよ」

　祈いのりの語句を口にするレイリに、わずかに険のある口調でタジェスが言い返す。

「あの二人を助けに行くためにも、あなたたちを探していたところなんですよ。あなたたちはこの神殿についての知識を持っているはずだ──少なくとも、私たちよりは。仕掛け扉の先についても、なにか知っているのでは？」

「この神殿の下に張り巡めぐらされた地下隧すい道どうにつながっていると聞いたことはあります。ですが──おそらく、行っても無む駄だでしょう」

　反射的になにか言おうとしたタジェスの胸のあたりを、レイリは指差す。

「あなたにお渡わたししたその護ご符ふ──メダルのことをお忘れですか？　それがなければ、神殿の番人に襲おそわれて命を落とすことになるとお話ししたことも」

「………」

　今思い出したといった様子で、タジェスは胸に手を当てる。衣服の内側に入れていたため、その存在をすっかり失念していたのだ。

「しかし……まだ、襲われたと決まったわけじゃ」

「いずれ必ず襲われます。仮に今から助けに向かったとしても、彼らを見つけ出す頃ころにはもう手て遅おくれになっていることでしょう。私たちよりも、番人が彼らを見つけ出すほうがずっと早いはずですから……」

　よどみなく告げるレイリを見るタジェスの目に、ふと疑念の色が宿った。

「だったら、さっきの連中はなぜ無事にあの部屋まで来られたのです？　そもそもあの連中はいったい何者……」

「わかりません」

　レイリは短く答えてから、おもむろに付け加えた。

「ですが、彼らが無事だった理由ははっきりしています。彼らの一人が、首から護符を提さげているのを見ました」

「だったら、なぜその護符を……！」

　タジェスの声に明確な怒ど気きが混じり、レイリはそれをやり過ごすように目を伏ふせて、感情のない声で言った。

「わかりません。盗ぬすんだのか、村の誰かが彼らに渡したのか……私たちの村も完全な一枚岩というわけではありませんので」

　レイリがその言葉を口にした瞬しゆん間かん、ハーディルの目に複雑な光が宿ったのをタジェスは見み逃のがさなかった。

　しかし、この場で口に出すことはせず、レイリに向かって別の問いを投げる。

「あなたは、連中の目的を知っているのではありませんか？　その正体はわからなくとも──おそらくそれは、あなたがここに来た目的と同じなのでは？」

「……ええ」

　伏せていた目を上げて、レイリはタジェスを見返した。

「あの部屋の黄金に見向きもしなかったということは、おそらく──彼らの目的はこの神しん殿でんで最も価値のある宝。死の神コーダ・フェイトゥスの力を宿した〈不死の宝ほう珠じゆ〉と考えて間違いないでしょう」







　その頃、ユートとケヴィンは延々と続く地下道を歩いているところだった。

　最初に落ちた横穴の一方は行き止まりだったが、もう一方は二人が並んでも余よ裕ゆうで通れるくらい広い横穴につながっていたのだ。

　途と中ちゆうで拾った木の枝に火を移し、ユートはそれを掲かかげて地下道を進んでいく。

「レイリたち、無事かなぁ……」

　ユートの後ろを歩きながら、ケヴィンがぽつりと言った。

　その声にはここにいない相手を心底案じるような響ひびきが宿っており、ユートは驚おどろいたようにケヴィンの顔を見返す。

「……大丈夫だろう」

　そっけない声を返す口元には、一見してはわからない程度の笑みがあった。

「向こうには、タジェスも付いているし──」

「信しん頼らいしてるんだね」

「べ、別に、信頼しているというわけでは……ただ、能力的には当てにして大丈夫だと思っているだけで……」

「そういうのを普ふ通つう、信頼って言うんじゃない？」

　あっけらかんと言うケヴィンに、ユートははっきりと渋しぶい顔をする。眉まゆ根ねを寄せたその顔を肩越しに見やって、ケヴィンは明るい声で笑った。

「いいじゃない、信頼できる友達がいるのってうらやましいよ！　それも、こんなところまで付いて来てくれるような……滅めつ多たにいるもんじゃないよ、そんな友達」

「……ケヴィン？」

　その声に少しばかり寂さびしそうなものを感じ、ユートは怪け訝げんそうにケヴィンを見やる。

「なんせ僕は、こんな体格で頭も悪いからさ……そんなふうに親身になってくれる友達なんて一人もいないよ。友達どころか、家族だって──僕にはもうすっかり愛あい想そを尽つかしているよ。なにをやらせても、満足にできたためしがないんだから……」

　そこまで言って、ケヴィンは無理をして作ったような笑え顔がおを見せる。

「まぁ、仕方ないよ！　できないものはどうしたってできないし、期待に応こたえられないんじゃ家族に見放されるのも無理ないもの。幸いお金にだけは不自由させないでいてくれるからね、好きなことをして好きに暮らすのもいいさ──それはそれで気楽だし」

「……そうか」

　感情の混じらぬ声で、ユートは一言だけ投げ返した。

　その様子からケヴィンは怒おこっていると思ったのか、やや焦あせったように早足になってユートの顔をのぞき込む。

「ごめん、なんか重い話して……本当はそんなに気にしてないから！　ただ、なんとなく……そう、この暗い道が良くないんだよ！　気分まで暗～くなってきちゃうじゃないか！　なんでこんなに暗いんだ！　もっと明るければ、気分だって上向きになるのに──ひゃあっ！」

　懸けん命めいに喋しやべっていたため、ケヴィンは足元に落ちていた物体に気づかずに思いきりつまずいてしまう。

　もんどり打って転ぶケヴィンに、ユートはやや呆あきれたような声をかけた。

「足元を見ないで歩くからだ……大だい丈じよう夫ぶか？」

「うう……なんでこんなところに……」

　泣き言を洩もらしながらケヴィンは顔を上げ、転てん倒とうの原因となったものを見やる。

「──うわぎゃおあああっ!!」

　ケヴィンが悲鳴をあげるのと同時に、ユートも思わず息を吞のんだ。

　そこにあったのは完全に白骨化した人間の死体だったのだ。

　まとっていた衣服はぼろぼろに風化し、いつの時代の物であるのかも判断できない。骨格の大きさからおそらく男性だろうと想像はついたが、身元を示すようなものはなにも身につけていなかった。

「し、し、死体……っ!?」

　がくがくと震ふるえるケヴィンの側に膝ひざをつき、ユートは冷静に死体を観察する。

「骨に損傷は見られないな。外傷によって死んだのではないのか──骨に届かないほどの傷で出血多量という可能性は考えられるが。毒か、あるいは病死──まさか自然死ということはないだろう」

　わずかに眉まゆを寄せながらもユートは丹たん念ねんに死体を調べ、青い顔でそれを見ていたケヴィンがふと気づいたように言った。

「……ど、どうして死体がこんなところに？」

「レイリが言っていたな……この神殿には、番人が存在すると」

　いかにも嫌いやそうな表情を浮うかべた顔を、ユートはケヴィンへと向ける。

「杖つえか通行証がわりのメダルを持っていない人間は、番人に襲われて命を落とす……こいつはその犠ぎ牲せい者しやなのではないか？」

「え……えええええええっ!?」

　ずざっと死体の側そばから飛び退のこうとして、ケヴィンは足を滑すべらせて転倒する。

　背中から豪ごう快かいにひっくり返ったケヴィンをため息混じりに見やると、ユートは死体の側から立ち上がって彼に手を差し出した。

「なにやってる……ほら、立て」

「で、でででも、僕たちメダルを持ってないじゃないか！　すぐにレイリたちと合流しないと襲われちゃうよ!!」

「そのために今、上に戻もどる方法を探してるんだろうが。慌あわてたってなんの意味も……」

　そう言ったところで、ユートはケヴィンが自分を見ていないことに気づく。

「……ケヴィン？」

　大きく見開かれた空色の瞳ひとみはユートではなく、そのすぐ隣となりの空間へと向けられていた。呼びかける声にも返事はなく、ユートの胸にじわりと嫌な予感が広がる。

　ユートの目の前で、ケヴィンはゆっくりと手を上げ始める。

　ぷくぷくとした手が細かく震えながら、自分の後ろを指差していると気づいた瞬間ユートの脳のう裏りに警告音が鳴り響いた。

「──っ！」

　反射的にふり返ったユートの目に、ぎこちなく立ち上がる死体の姿が映る。

　ユートの額に汗あせの粒つぶが浮かび、二、三度わななくように唇くちびるを震わせたあとで彼は大きく息を吸って、
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「うわああああああっ!!」

「いぎゃああああああ──っ!!」

　重なり合う二人の悲鳴が、幾いく重えにもこだまして地下道に響きわたった。







「……〈不死の宝珠〉？」

　タジェスはわずかに眉をひそめて、レイリの口にした単語をくり返した。

「なんです、それは……？」

「今お話しした通りです。死の神コーダ・フェイトゥスが眠ねむりにつくにあたって、自らの力のすべてを封ふうじ込めた宝珠がこの神殿の最奥部に眠っているのです。私の目的は、黄金ではなくそれをウーリク村に持って帰ることでした」

「……ずいぶん素す直なおに話して下さるんですね」

　タジェスの声に、いくぶん皮肉げな響きが混ざる。

　彼の言わんとしていることは明らかだったが、レイリは顔色一つ変えることなくタジェスの顔を見返して言った。

「ここに来てなお隠かくし事を続けることに、意味がないと思っただけです。宝珠の価値を考えると、できればその存在を人に話したくないと思っていましたが……あのような者たちがここに入り込んできている以上、もはや隠し続けても無む駄だでしょう」

「本当に、それだけですか？」

　うっすらと笑みを浮かべてタジェスが問い、イルがその片かた袖そでを小さく引っ張る。

「……今は、それどころではないんじゃ？　一刻も早くお──ユート様を助けに行かないと」

「わかってるよ」

　目を向けようともせずに、タジェスはささやくように言い返す。余裕さえ感じさせる不敵な表情とは裏腹に、その声にはひそかな焦あせりがのぞいていた。

「それだけにしては、ずいぶん親切すぎるのでは？」

　しかし、再びレイリに向かって投げた声にそんな気配は残ってはいなかった。

「わざわざ、私たちのところまで戻ってきたことといい──手の内をさらしてでも、私たちに協力してもらいたいことがあるんじゃないのかね？　もちろん、私としてはあなたが心こころ優やさしい女性であるという可能性も否定はしないが」

　ゆったりとした口調で問いかけるタジェスを、レイリは感情を読み取らせない瞳でしばらく見つめ返した。

　はらはらした様子でイルが二人を見比べ、ハーディルは黙もく然ぜんとその場にたたずむ。

　タジェスがさらに言葉を重ねようとした時、レイリが溜ためていた息を吐はき出すように言葉を口にした。

「……心にもないことを、よく平然とおっしゃいますね」

　いらだちをのぞかせた声は、初めて彼女が見せた生の感情の宿るものだった。

「わかりました──言葉を飾かざるのはやめましょう。私たちは〈不死の宝ほう珠じゆ〉を入手するためにあなたたちの力を借りたいのです」

「なるほど、それはわかりやすい……しかしなぜ、私たちの力が必要なのかね？　宝珠の在あり処かがわかっているなら、二人で行って取ってくればいいのでは？　二人では持ち運びできない大きさだとでもいうならともかく……」

　冗じよう談だんめかしたタジェスの言葉に、レイリはむっとしたように片眉を上げて言い返す。

「宝珠自体は、手のひらに載のる程度の大きさです。問題は宝珠の大きさではなくて──あの男たちのほうです」

　この通路は迷めい宮きゆうのようになっているため、彼らを避さけて移動することは難しくはないのだとレイリは言った。

「この杖があれば、通路のどこに人がいるのか把は握あくできますし……ですが、ここの出口は一つきりです。あの部屋で待ち伏ぶせされでもしたら、私たちには打つ手がありません。それに、今あの男たちがうろついているのは宝珠の隠された部屋のすぐ近く──私たちには、宝珠の隠し場所に近づくことすらできないんです」

「つまり、あの男たちを排はい除じよするのに力を貸して欲しいと？」

「そうです」

　きっぱりと答えて、レイリは付け足すように言い添そえる。

「四人や五人なら、ハーディル一人でも余よ裕ゆうで相手取ることができるでしょうが、あの人数が相手では……もしも私が人ひと質じちに取られるようなことにでもなったら、彼には手も足も出せなくなりますし」

「まぁ、そうだろうな……」

「どうかお願いします。もちろん、お礼はいたします──あの部屋の黄金を好きなだけ持っていってかまいません。私たちには必要のないものですから」

　レイリの最後の一言に引っかかるものを覚えたものの、タジェスはそれについては触ふれずにしばし考え込む様子を見せた。

「タジェス様……」

　たまりかねたようにイルが声を発し、タジェスは彼をちらりと見やってからレイリに視線を戻して、ふっと小さく笑った。

「そういうことなら、協力してもかまわない──美人のお願いを無下に断るのも心が痛むし」

「本当ですか？」

　レイリの声に喜色がのぞいた瞬しゆん間かん、タジェスはただし、とその口元に笑えみを残したまま強い語調で告げる。

「こちらの条件を吞のんでもらえたら、の話だけどね」

「……条件とは？」

　やはりそう来たか、というようにレイリは油断なく目を光らせて問い返し、タジェスはにっこりと笑みを深めて言った。

「さっき言った地下隧すい道どうとやらに、案内してくれること──簡単なことだろう？」

　レイリは軽く目を見はったあとで、ぎゅっと眉まゆ根ねを寄せてタジェスを睨にらむ。

「最初からそれが目的でしたか。そんなことをしている時間は……」

「この条件が吞めないと言うのなら、君たちには協力しない」

　いっさいの妥だ協きようをはねのける冷然とした声で、タジェスはレイリに向かって告げた。

「多少時間はかかるだろうが、自力で入り口を見つけてユートたちを探しに行くことにするよ。そうなると、こちらとしても時間は惜おしい。今すぐ返事を聞かせてくれないだろうか？　あの男たちを排除するのに、私たちの力を借りるつもりがあるのかどうか──」

「……行ったところで無駄ですよ」

　悔くやしまぎれのようにレイリが返した声を、タジェスは一言のもとに切り捨てる。

「私が聞きたいのは、そういう返事じゃない」

「………」

　レイリはぎりっと奥歯を嚙かみしめてタジェスの顔を睨んだあと、ハーディルの姿に一いつ瞬しゆんだけ視線を移して低く答えた。

「……わかりました」

「わかってもらえて嬉うれしいよ」

　ぬけぬけと言い放つタジェスに射殺しそうな目を向けて、レイリは彼に背を向けると通路を先に立って歩き始める。

「ただし、間に合わなかったからといって私を責めないで下さいね──地下隧道は番人たちの領域です。彼らは普ふ段だんは地下に潜ひそみ、資格を持たない者が神しん殿でんを侵おかした時のみ神殿の中に姿を現す──その地下に足を踏ふみ入れた者がどうなるかくらい、わからないはずがないでしょう」

「君は、ユートという人間を知らないからね」

　レイリの後ろに付いて歩きながら、タジェスは笑いをこらえるような口調で言った。

「番人というのがどんなものかは知らないが……どんな存在が相手であれ、大人しく殺されてしまうような人間じゃないんだよ、彼は。おまけに今は守るべき人間も側そばにいる──賭かけてもいい、絶対に彼は生きているよ」

「どれだけ腕うでに覚えがあろうと、番人たちを倒たおすことはできません」

　タジェスの口調の変化に気け圧おされるものを感じてか、レイリはやや虚きよ勢せいを張るように語気を強めて言う。

「お友達を信じたい気持ちはわかりますが、あれは単なる衛兵などではないのです──変わり果てたお友達の姿を見て、悲ひ嘆たんに暮れるのはあなたですよ」

「信じているとか、そういう問題ではないんだ」

　むしろ苦く笑しようするように肩かたをすくめて、タジェスは言葉を投げ返した。

「私はユートの力を知っている──それだけのことだよ。ただ、今は足手まといを連れている上、彼の最大の切り札が手元にないからね。多少困ったことになっているだろうから、助けに行こうと思っているのさ」

　タジェスはにやりと笑って、少し悪戯いたずらっぽく付け加える。

「ここは彼の中での私の株を上げる、またとない機会だろうからね」

「あなたは……」

　口にしかけた言葉を、レイリは途と中ちゆうで吞みこむ。

　どこか後ろめたいような苦さを帯びた表情で、彼女は視線を前方に戻もどすと「それで、お気が済むのでしたら」と告げて足取りを速めたのだった。







「ユ、ユート！　死体が……死体が動いてる!!」

「そんなこと、見ればわかる!!」

　やけっぱちのように怒ど鳴なり返して、ユートは剣けんを抜ぬき放つ。

　意外に素す早ばやい動きで襲おそいかかってきた死体の爪つめを剣で弾はじきながら、ユートは背に庇かばったケヴィンに片手で灯とう火かを放ほうりやった。

「──持ってろ！」

「うあっ、ちちち……!!」

　火のついた側がわを受け止めそうになってケヴィンは両手をばたつかせ、かろうじて落ちる前に枝を受け止めることに成功する。

「それを持って離はなれていろ、ケヴィン!!」

「む、無理……足が……」

　どうやら腰こしを抜かしたらしく、へたり込んだままケヴィンが情けない声で答える。

「根こん性じようで動け！　巻き込まれたいか!!」

「そんなこと言われても、足が動かないんだよ～」

　半分泣きそうな声で言われて、ユートは小さく舌打ちする。

（泣きたいのは、むしろこっちのほうだ……！）

　ぽっかりと暗い死体の眼がん窩かを目の前にして、涌わき上がる寒気と悲鳴とを必死にこらえながらユートは剣を握にぎる手に力を込める。

　かちかちと鳴りそうになる奥歯を、ぐっと嚙みしめて、

（幽ゆう霊れいなんてこの世にいない──これはただの骨だ！　勝手に動いているだけのただの骨──幽霊に取り憑つかれたりしているわけじゃないんだ、絶対に！）

「ええい、骨の分際で勝手に動くな！　大人しく土の中でも埋うまっていろっ!!」

　悲鳴のかわりに怒ど声せいを張り上げて、ユートは死体の胸を思いっきり蹴けり飛ばす。

　骨が数本まとめて折れる音がして、死体は横穴の壁かべまで吹ふっ飛んでいった。岩いわ肌はだがむき出しになった壁に叩たたきつけられ、死体はその下の地面に力なく横たわる。

　ぜいぜいと肩で息いきをしながら、ユートはへたり込んだままのケヴィンに目をやった。

「──ケヴィン！」

　同時に声をあげたのは、ケヴィンの背後に迫せまる複数の影かげを見たためだ。

　やや遅おくれてそれに気づいたケヴィンが調子っ外れの悲鳴をあげるよりも早く、ユートは地を蹴って彼の背後に飛び込んでいた。

　ケヴィンへ伸のばされた腕を剣の一ひと振ふりで粉ふん砕さいし、居並ぶ死体を次々と蹴り飛ばし、あるいは剣で斬きり払はらう──というより単に殴なぐり飛ばしていく。

　がしゃがしゃとひっくり返っていく死体を見て、ケヴィンは喜びの声をあげた。

「すごい、さすがユート！　化け物相手でも敵なしだ!!」

「化け物とか言うな──っ!!」

　蒼そう白はくな顔で叫さけぶユートを見て、ケヴィンが目をぱちくりさせる。

「ええと、じゃあ骸がい骨こつ？　死体？　でも動く死体って十分化け物なんじゃ……？」

　困こん惑わくするケヴィンにかまわず、ユートは次々と死体を打ち倒していく。

　二人の近くから死体の姿がなくなる頃ころには、ユートも全身にびっしょりと汗あせを搔かいていた。その割には顔色の悪いユートを、ケヴィンは心配そうに見つめやる。

「ユート……大だい丈じよう夫ぶ？　すごい汗だし、顔色が……」

「まったくなんともない！　心配するな!!」

　声を上ずらせて言い返すユートに、ケヴィンはますます心配そうな顔になる。

「でも、あんまり平気そうには……まさか、呪のろいでもかけられた!?」

「呪いとか言うな！　い、いや、そんなもの存在しない！　存在しないものにかけられるわけないだろうっ！」

　それより動けるか、と引きつった顔で問われて、ケヴィンは両足にぐっと力を込める。

　膝ひざの関節が溶とけたように動かなかった両足が、多少ぎこちなくはあったが確かに動くことを確かく認にんして、ケヴィンは顔を輝かがやかせた。

「動ける──立てるよ!!」

「じゃあすぐに立て！　俺が合図をしたら、全力で走るんだ！」

「え……？」

　化け物は倒したはずじゃ──と言いたげに周囲に向けられたケヴィンの目が、ぎょっとしたように見開かれる。

　骨を砕くだかれて倒れていたはずの死体が、むっくりと身を起こすのが見えたのだ。

　折れた骨もすべて元通りになり、五体満足（？）の姿でじわじわと二人に迫ってくる。

「どうして──!?」

「知るか！　死人だからこれ以上は死なないんだろ!!」

　ユートは怒鳴り返して、眼前の死体を睨みつけた。

　汗で滑すべらないよう──もっとも、全身を濡ぬらす汗の九割は冷や汗だ──剣の柄つかをしっかりと握りしめ、ユートは自分自身に言い聞かせる。

（こいつらがなんであれ、怯ひるんだら負けだ！　俺には絶対にケヴィンをここから生きて連れて戻るという役目がある！）

　全身の鳥とり肌はだはおさまらなかったが、頭の芯しんが冴さえたように冷静になってくる。

（そうだ、ケヴィンの身になにかあったら、報ほう酬しゆうをもらいそびれることになる──こんな怖こわい……いや怖いんじゃなくて、そう──嫌いやなだけだ。虫やナメクジの大群と同じ──嫌な思いをしてただ働きになるなんて、冗じよう談だんじゃないぞ!!）

「──ただ働きなんて、絶対にごめんだ！」

　一声放つなり、ユートは近づいてきた死体の胴どうを一刀のもとに斬り払う。

　背骨をぽっきりと折られて上半身と下半身別々になった死体が転がるのと同時に、ユートは強く踏み込んで次の一体の膝から下を叩き折った。ぐらりと倒れかかってくる死体を顔を引きつらせて反対側に蹴り飛ばし、さらに近くにいた別の一体の膝ひざ関かん節せつを剣の一振りで破は壊かいする。

「──よし！」

　周囲の死体をあらかた片付けて、ユートはケヴィンに声を投げた。

「今だ、走れ!!」

「で、でも……すぐに起きあがって……ほら！」

　震ふるえる指で再び動き始める死体を指差すケヴィンの腕を引っつかみ、ユートは彼を半ば引きずるように走り出す。

「しばらくは時間を稼かせげる！　いいから走れ!!」

「無理だよ～！　絶対追いつかれるよ～～～っ!!」

　ケヴィンの泣き言は闇やみに溶けいるように消え、その闇の中、ゆっくりと起きあがった死体がかすかな音を立ててユートたちを追って動き始めた。
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　タジェスたちはレイリに案内されて、地下隧すい道どうの入り口へと向かった。

　覆ふく面めんの男たちを避さけながらの行動なので、どうしても時間はかかる。時折足を止めて、杖つえに伺うかがいを立てるように目を閉じるレイリの姿を興味深そうに見やり、タジェスはふと思い出したように言った。

「……ところで、君が言っていた〈不死の宝ほう珠じゆ〉だけど」

　ゆっくりと目を開けて、レイリはやや警けい戒かいするような目つきでタジェスを見やる。

「なぜ、今になってそんなものが必要になったんだい？　まさか、村の窮きゆう状じようを救うために売り飛ばすってわけでもないだろう？」

「馬ば鹿かなことを言わないで下さい！」

　不快感をあらわにして、レイリが鋭するどく言い返す。

「神の力を宿したものを売りに出すなんて、罰ばち当たりな……！」

「そうだろうね」

　レイリの反応を予期していたように、落ち着いた口調でタジェスは言った。

「それなら、あの部屋にあった黄金で十分なはずだ。だとすると……村が財政難だという話は噓うそっぱちで、君にはなにか他ほかに目的があったのだと考えるしかない。君たちは──と言うべきかもしれないが。君は村の総意で動いているはずだから」

「………」

　レイリはぐっと唇くちびるを嚙かみしめ、タジェスの顔を睨にらみつける。

　その表情はすなわち彼の言葉を肯こう定ていするもので、タジェスは口元に小さく笑えみを浮うかべるとよどみなく言葉を続けた。

「とすると、君の目的は神の力──がどんなものかわからないが、この神しん殿でんを作り上げたのが神の力ならその強大さは想像に余りある。それを宿した宝珠を必要とする、君たちの目的とはいったいなんなのか──非常に興味深いね」

「……あなたには関係ありません」

　感情を抑おさえた声で突つっぱねるレイリに、タジェスはわざとらしく肩かたをすくめる。

「ここまで巻き込まれたら、関係ないもないだろう？　最初からそれが目的だとわかっていたら、私だってユートにこんな依い頼らいを受けさせたりしなかったよ？　なにか裏にありそうだとは思っていたが、まさかこんなことになるなんて……」

「干かん渉しようしすぎは相手のためになりませんよ」

　レイリが放った一言に、タジェスはちらりと苦く笑しようを見せる。

「素す直なおに干渉させてくれる相手なら、こんな苦労はしていないんだけどね……できることなら宝箱にでも放ほうり込んで、鍵かぎをかけておきたいくらいだ。自分にどれくらいの価値があるのか、本人はまったく理解してないのだから……」

「……仲がいいお友達とお見受けしましたが」

「そう見えるかい？　だったら嬉うれしいな──たぶんユートはそんな言葉を聞いたら『冗談じゃないっ！』って怒おこると思うけど──それより、話をそらそうとしても無む駄だだよ？」

　茶ちや目めっ気さえ感じさせる甘い声でささやかれて、レイリはぐっと言葉を詰つまらせる。

　その顔に動どう揺ようの気配がないのはさすがだったが、タジェスへと返した声にはやや恨うらめしげな響ひびきがのぞいていた。

「容よう赦しやがない性格だと、人から言われたことはありませんか？」

「あまりないなぁ。他人に気取らせるようなヘマも普ふ段だんはしたことがないし」

　しれっとした顔で言い返すと、タジェスは口元に鋭い微び笑しようを浮かべる。

「はぐらかそうというなら、それでもかまわない。ただ、私は推察するよ？　君の言動の端はし々ばしから、〈不死の宝珠〉という宝物の特性から──その名前からだけでも、およその推測はつくからね。私にこれ以上の情報を与あたえない自信はあるかい？」

「………」

　再びレイリは沈ちん黙もくし、伏ふせた目の奥に計算するような光がのぞく。

　タジェスを味方に付けるために、どこまで明かすか──思案を重ねる彼女が口を開くよりも早く、その側そばからぼそりと声が投げられた。

「彼女は〈不死の宝珠〉を国との取引に使うつもりだ」

「──ハーディル！」

　非難の声をあげるレイリに、ハーディルは淡たん々たんと言葉を返す。

「隠かくし通せることではない。おそらく彼は、宝珠の正体についても気づいているはずだ」

「まさか……」

　タジェスに視線を戻もどしたレイリが見たのは、いささか申し訳なさそうな笑みを浮かべた彼の顔だった。

「以前ちょっとした事件に巻き込まれたことがあって、魔ま術じゆつというものが実在することを私は知っているんだ。はるか昔に滅ほろんだ魔術の帝てい国こく──その遺産が存在していることもね。〈不死の宝珠〉というのも、そういった品の一つじゃないのかね？　少なくとも『神の力が宿った』品という怪あやしげなものよりは、そのほうがよほど納なつ得とくできるのだが」

「無礼な──神は存在しています！」

「それは失礼。だけど問題なのは、神と呼ばれるものが実際に存在しているかどうかじゃなく──その力によって作られたものが、危険なものではないかどうかだよ。私が目にした古代の遺産は、何百人という人間をたやすく殺すことができるような兵器だった。君たちが手に入れようとしている〈不死の宝珠〉が、同じようなものではないという保証はあるのかね？」

「それは……」

　わずかに語気を弱めたレイリにかわるように、ハーディルが静かに言葉を投げた。

「〈不死の宝珠〉は、少なくとも直接的に人を殺すようなものではない。ある種の兵器であることは否定しないがな」

「……ある種の兵器？」

「〈不死の宝珠〉には、死体をよみがえらせて思いのままに操あやつる力がある。それを利用すれば決して死なない、不死の軍隊を作り上げることも可能だ──死体がそれ以上死ぬことはないからな。ウーリク村の長老たちはその力を餌えさにタルフェの上層部と交こう渉しようして、村を特別な保護区として認めさせるつもりだった──税制上の優ゆう遇ぐう措そ置ちと信教の自由が保障された、な」

「おやめなさい、ハーディル！」

　声に怒ど気きをにじませてレイリは言い、ハーディルはそんな彼女の顔を揺ゆらぎのない濃のう紫し色しよくの瞳ひとみで見み据すえる。

「ここを出るには、彼の協力が必要だとわかっているだろう──忘れたのですか？」

　口調を改めたハーディルの瞳に気け圧おされるように、レイリは口を閉じる。

　ハーディルへと向けた目には憤ふん懣まんとも、もっと別の感情を隠すともつかない色が揺れていたが、タジェスがそれに気づくよりも早く彼女はそっと目を伏せて答えた。

「……そうでしたね」

　その声はいつもと同じ、感情をあらわにしないものだった。

　ゆっくりと視線をタジェスに向けて、レイリは威い厳げんすら感じさせる声で言った。

「私の目的は今、彼が話した通りです。村のために〈不死の宝珠〉を手に入れること──どうしますか？　私に協力できないと言うのなら、あなたがたを地下隧道に案内するという約束も無効になりますが」

「なるほど、切り札を握にぎっているのはお互たがい様というわけか」

　少しも動じた様子を見せず、タジェスはくすりと笑ってレイリを見返した。

「君の目的のためには私が必要、そして私の目的のためには君が必要──利害は一いつ致ちしているわけだな」

「ええ」

「となると、あとは君の目的だが……その程度の望みだったら、さほど問題ではなさそうだ。一村落の利益のために、強大な力を秘ひめた古代の遺物が世に出るというのも物ぶつ騒そうな話だが──タルフェ国内のことなら、私が気にする義理もないだろう」

　口元に浮かべた笑みを深めて、タジェスは「しょせん私は外国人だからね」と続ける。

「では……」

「ああ、君に協力しよう。そのためにまず、地下隧道まで案内してくれないか？　君の護衛は本来ユートの役割なのだからね──そこまでは私が代理を務めるけど、彼にもきちんと仕事をしてもらわないと」







　ひんやりとした壁かべに背中を預けて、ユートは大きく息を吸い込んだ。すぐ横ではケヴィンが壁にへばりつくようにして座り込んでいる。

「も、もう……駄だ目め、一歩も動けない……」

　ぜいぜいと荒あらい呼吸の間から、今にも死にそうな声をあげるケヴィンをちらりと見やって、ユートは枝分かれした横穴の先に視線を走らせた。

　なにかが近づいてくる気配は感じられなかったが、ユートの表情は厳しかった。

　あの死体の群れ──おそらく、あれこそが神殿の番人だろう──は、ユートたちがどれだけ逃にげても、必ず二人の居場所を見つけ出して追ってきたのだ。

（『たちどころに、神殿を守る番人たちに襲おそわれて』──か。レイリが言っていたのは、こういうことだったのか……）

　呼吸を整えながら、ユートはレイリの口にしていた言葉を思い返す。

（となると、一刻も早く上に戻ってタジェスたちと合流しないと……俺はともかくケヴィンの体力が保もちそうにない）

　しかも、問題はそれだけではなかった。ユートが手に持った──走っている間にケヴィンが何度も落としそうになったため、ユートが預かっていたのだ──火のついた木の枝は、拾った時の半分以下の長さになっている。

（この火が消えたら……あたりは完全な真っ暗くら闇やみになる。そんな状じよう況きようであの番人どもと戦えるか？　満足に歩くことさえできなくなるぞ）

「……大だい丈じよう夫ぶか、ケヴィン？」

　不安と焦あせりを懸けん命めいに押し隠して、ユートは落ち着いた声をケヴィンへと投げた。

「連中の姿が見えたら、また走るぞ」

「もう……駄目だよ……」

　疲つかれ切った声を涙なみだで湿しめらせて、ケヴィンが答える。

「もう走れない……助からないよ、僕たち。上への出口なんて見つかりっこないよ……」

「必ず出口はある」

　きっぱりとした口調でユートは断言する。

「あの番人どもがここにいるのがその証しよう拠こだ。神しん殿でんに侵しん入にゆうした者を撃げき退たいするのが、連中の役目なんだぞ。その時使うための出入り口が、必ずどこかにあるはずだ」

「でも……」

「あきらめるな──お前は絶対に俺が守る」

　迷いのない瞳で、ユートは涙をにじませた空色の瞳をまっすぐに見据える。

「だから、走れと言ったら全力で走れ。座り込んで死を待つなんて絶対に許さない──お前は俺の雇やとい主だろう？　俺にはお前を守る義務がある。お前には俺の努力を無に帰さない義務がある。生きることをあきらめた人間なんて、どう頑がん張ばっても守れるものじゃないぞ」

「ユート……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたケヴィンを励はげますように力強く笑って、ユートは視線を横穴の先に移す。

　暗闇の向こうから、かすかな物音が聞こえてきたためだった。物音が近づいてくるのを確かく認にんして、ユートはケヴィンに立つように促うながす。

　よろよろとケヴィンが立ち上がるのと同時に、ユートはその手をつかんで走り出した。

「──うひゃあっ！」

　なにか一言かけてくれるものと思っていたケヴィンは、いきなりの全力疾しつ走そうに付いていけず悲鳴じみた声をあげる。「走るなら走るって言ってよ～！」と抗こう議ぎの声をあげるケヴィンに、「黙だまって足を動かせ！」と怒ど鳴なり返してユートは枝道に飛び込んだ。

　しかし同時に、ユートは失敗を悟さとる。その道はしばらく先に行ったところで、行き止まりになっていたのだ。

（しまった！　戻るしかないか──!?）

「──ああっ！」

　前まえ触ぶれもなくケヴィンが大声を発し、ユートはぎょっとしたように足を止める。

「どうした！　足でも挫くじいたのか!?」

「あ、あれ……！」

　ケヴィンが指差す方向を見やって、ユートも思わず声をあげそうになった。

　行き止まりになった横穴の壁に、扉とびららしき輪りん郭かくが見えたのだ。

「出口か!?」

　喜びが声ににじむのを抑おさえきれず、弾はずんだ声をあげてユートは横穴の奥に駆かけ込む。

　ケヴィンが同じように顔を輝かがやかせてあとに続き、先さき程ほどまでとはまるで別人のような素す早ばやさで扉の前までたどり着く。

　そのまま扉を開けようとして──ケヴィンは困こん惑わくしたような顔をユートに向けた。

「……どうやって開けるの、これ？」

「どこかに仕し掛かけがあるはずだ！　探せ!!」

　ユートが焦った顔で怒鳴り返したのは、横穴の入り口に番人の影かげが見えたためだ。

　それに気づいたのかケヴィンも必死の形相で、扉の周囲をぺたぺたと手て探さぐりで調べ始める。

「下がってろ！」

　焦じれたようにユートが一声怒鳴ると、手にした明かりをケヴィンに押しつけて扉に向かって大きく剣けんを振ふりかぶる。

「ちょ……無理だって！　これ、鉄かなにかだよ！」

「やってみなければわからん！」

「ちょっと待……ああっ!!」

　素すっ頓とん狂きような声とともにケヴィンが扉にへばりつき、ユートはそこに振り下ろそうとしていた剣を慌あわてて止めた。

「ここに鍵かぎ穴あなっぽいのが……ちょっと待ってて！　今なんとか……」

　言いながらケヴィンは肩かたから斜ななめにかけていた鞄かばんの蓋ふたを開け、中身を手で引っかき回す。

　ユートは呆あつ気けにとられた表情でその様子を眺ながめていたが、はっと気づいたように背後に目をやると素早く剣を構えた。

　半ば白骨と化した死者たちの群れが、すぐ後ろにまで迫せまっていたのである。

「──俺がこいつらを食い止める！　そっちはお前がなんとかしろ！」

　ふり返らず声だけを投げるユートに、ケヴィンは「わかった！」とほとんど無意識のうちに怒鳴り返して、鞄の底から針金や薄うすい金属の板を取り出した。

　鞄いっぱいに詰つまった菓か子しがぼろぼろとこぼれ落ちるのにもかまわず、彼は手にした針金を何度も曲げては、金属板と組み合わせて小さな鍵穴の奥を探る。

　その間、ユートは次々と襲ってくる死体の相手をするのに忙いそがしかった。

　一体一体はさほど手て強ごわくもないが、疲れを知らない上に何度破は壊かいしてもよみがえってくるのだから始末が悪い。足の骨や関節を破壊して動きを止め、時間を稼かせぐやり方を選んでいたものの、それでも徐じよ々じよに息が上がってくる。

「まだ……かっ!?」

　肩越ごしにちらりと後ろを見た瞬しゆん間かん、襲いかかってきた一体への対処が遅おくれた。

　ぎりぎりで眼前にかざした刃はが、ユートの喉のど笛ぶえに嚙かみつこうとした死体の歯を受け止める。かろうじて生命の危機からは脱だつしたものの、死体はがっちりと刃に嚙みついたまま決して離はなれようとしない。

　じわりと他ほかの死体が迫ってくるのを見て、ユートの目に焦りの色が浮うかぶ。

「この……っ！」

　隙すきができるのを承知で力任せに振り払はらおうとした時、背後からケヴィンの「やったぁ！」という声が聞こえた。

「開いたよ、ユート！」

　それを聞くのと同時に、ユートは目の前の死体の胴どう体たいを思いきり蹴けり飛ばした。

　死体はそれでも剣を放そうとしなかったが、わずかに姿勢が乱れたところを狙ねらってもう一発──今度は頸けい椎ついを狙って蹴りを入れる。

　容よう赦しやない力で放たれた蹴りは、ほとんど骨一本で支えられた首を一いち撃げきでへし折る。

「急いで！　向こうからも来る!!」

　開いた扉の向こうから、ケヴィンが手を振って呼ぶ。

　首をくっつけたままの剣を棍こん棒ぼうのように振り回して、ユートは周囲の死体をなぎ倒たおしてから、全速力で扉へと向かった。

　その途と中ちゆうで気づき、ユートは嫌いやな顔をして思いきり剣を横に振った。

　乱暴な扱あつかいで半分ひしゃげた首がようやく剣から外れ、あらぬ方向へ転がっていく。

　それを見送ろうともせず、ユートは全力で扉の向こうに駆け込んだ。同時にケヴィンが扉を素早く閉じて、鍵穴らしき場所に針金の束を突つっ込む。

「……これで、しばらくは時間が稼げるはずだ」

　汗あせを浮かべた顔でケヴィンはそう言って笑い、ふと不思議そうな表情になってユートの腕うでをのぞきこんだ。

「どうしたの──その鳥とり肌はだ？」

「いや、気にするな……」

　腕をさすりながらユートは答え、それから感心したような目をケヴィンに向ける。

「それより、意外な特技があるじゃないか。おかげで助かったぞ」

　へへ、とケヴィンは照れながらも胸を（というより腹を）張ってみせた。

「特技というほどのものじゃないけどね。家の食料庫の鍵を開けるのに比べたら、あの程度の仕掛けを解除するなんて簡単なもんだよ！」

「食料庫って……まさか、盗ぬすみ食いのために覚えたのか？」

　思わず半眼になるユートに、ケヴィンは慌ててごまかすような笑えみを浮かべる。

「ま……まぁ、いいじゃない！　それが役に立ったんだから、ね!?」

「……感心して損した気分だ」

　呆あきれたように呟いてその話題を打ち切り、ユートは周囲に視線を走らせた。

　二人が立っているのは、ぼんやりと薄うす暗ぐらい通路の一角だった。例によってどこが光源なのかわからないが、歩くのに不自由しない程度の光があたりの闇やみを薄めている。

「ここは……あの通路の奥か？」

　油断なく周囲を見回しながら、ユートは通路の一方に向かって歩き出す。

　ケヴィンはその背中にぴったりと貼はりつくようにして、びくびくと足を進めながら言った。

「……うまく、レイリたちを見つけられるかなぁ？」

「正直言って、至難の業わざだな」

　渋しぶい顔でユートが答えたのは、複雑に入り組んだ通路を見たためだった。

　あちこち折れ曲がり、いくつにも分ぶん岐きし──目に入る範はん囲いだけでも、迷めい宮きゆうとしか言いようのない造りになっているのがわかる。

「幸運に期待するか……でなかったら、向こうが見つけてくれるのを待つしかないな」

「え？　でも……向こうだって、条件は同じなんじゃ……？」

「イルが同行していれば、可能性は……」

　ある、と言いかけた言葉を半ばで吞のみこんで、ユートは足を止めた。

　途と端たんに背中にどすんとケヴィンがぶつかり、思わず二、三歩前によろめきかかる。

「お前、もう少し離れて歩けないのか！」

「それより急に止まらないでよ！　いったいなにが──」

　言い返されて、ユートははっとしたように前方に視線を戻もどした。

　曲がり角の向こうから、複数の人間が近づいてくる気配が感じられたのである。とっさにユートはケヴィンの腕をつかんで、通路の壁かべに身を寄せようとした。

　しかし、それより早く足音に気づいたケヴィンが、喜びに顔を輝かせて大声をあげた。

「──レイリ!?」

「……っの、馬ば鹿か!!」

　低く罵ば声せいを発してケヴィンの口をふさぐが、もう遅おそい。

　闇の向こうで盛大な足音がわき上がったかと思うと、武器を手にした覆ふく面めんの男たちが二人の前に姿を現したのだ。

「あ、あれ……？」

　目を白黒させるケヴィンの口から手を離して、ユートはすかさず剣を抜ぬき放つ。

「レイリたちかと思ったのに……」

「あいつらもいたことを忘れたのか！　この間ま抜ぬけ!!」

「間抜けってなんだよ！　依い頼らい主に向かってその口のききようはないだろ!!」

「間が抜けている人間を間抜けと呼ぶんだ！　相手が敵か味方かもわからないのに、いきなり声をかける奴やつがあるか、阿あ呆ほう!!」

「ああっ、また言った～!!」

　絶ぜつ叫きようするケヴィンを尻しり目めに、ユートは近づいてくる男たちの数を確かく認にんする。

（七、八人といったところか……ケヴィンを庇かばいながら相手するのは難しいな。隙を見つけて逃にげるべきか……）

　冷静にそう判断して、男たちの様子をうかがうユートの目が軽く見開かれる。

　男たちの一人が首から提さげた、銀のメダルに気づいたのだ。

（どうして、こいつらがあれを──いや、そうじゃない！　あのメダルがあれば、もう番人に遭あわなくてすむぞ！）

　その場合、今度は男たちが番人に襲おそわれることになるが、この場合は仕方がない。

　別行動している仲間もいるようだし、そちらに合流すれば最悪の事態は避さけられるだろう。問題は合流するまでの間だが、そこは彼らの運と腕に期待するしかない。

（こんな荒あら事ごとに手を染めるくらいだ。仲間のところにたどり着くまで身を守るくらいの実力はあるだろう）

　そう自分に言い聞かせて、ユートは男たちに向かって低く剣けんを構える。

　近づいてきた男たちはユートとケヴィンの二人だけであるのに気づくと、やや拍ひよう子し抜ぬけしたような気配を見せた。

「……お前らだけか？」

　低い声で問いかけられて、ユートは馬鹿にしたような笑いを口元に浮かべた。

「お前らに答える義理はない」

「……っ！」

　男たちの間に怒ど気きがみなぎり、最初に声を発した男が脅おどしつけるように言う。

「多少は腕が立つようだが、この人数相手に勝てるとでも思っているのか？　素直に降こう伏ふくしたほうが身のためだぞ」

「数を頼たのみにしなければならんほどの小物にか？　そんなことをしたら一生の恥はじだ」

　半ば本気の口調で言い返して──残る半分は、男たちを挑ちよう発はつするための演技だ──ユートはケヴィンに、離れているよう身み振ぶりで合図を送る。

　珍めずらしくすんなりと意図が通じ、ケヴィンはそそくさと壁かべ際ぎわに退たい避ひした。

「こちらこそ聞かせてもらいたいものだな。誰だれに頼まれてここに来た？　あの娘むすめを狙ったのもお前たちが自分で考えたことではあるまい。なにが狙いだ？」

「お前に答える義理はねえ！」

　先さき程ほどのユートの言葉をそのまま返し、男は周囲の仲間に手を振ふって攻こう撃げきを命じる。

「やっちまえ!!」

　同時に動いた男たちの一部は、ユートではなく壁際のケヴィンに向かっていた。見るからに弱そうなケヴィンを捕つかまえて人ひと質じちに取ろうというのだろう。

　しかし、ユートが彼らの前に回り込むほうが早かった。

　予想以上に素す早ばやい動きに、思わず目をむいた男たちが態勢を整えるよりも早く、ユートは男たちの一人に向かって容赦ない蹴りを繰くり出した。

　顎あご先さきをかすめるように当たった蹴りが男を昏こん倒とうさせるのと同時に、別の一人が振り下ろした刃やいばをユートは手にした剣で受け止める。軽く手首を捻ひねって攻撃を受け流すと、すかさず胴体に強きよう烈れつな膝ひざ蹴げりを叩たたき入れる。

　くたくたと崩くずれ落ちる男を前に、ユートはちらりと失敗したような表情をのぞかせた。

（いかん──力加減を間ま違ちがえた。さっきまで番人どもとやり合っていたから……）

　内臓が傷ついていないといいのだが、と内心で冷や汗混じりに呟つぶやきながら、ユートは喊かん声せいをあげて襲いかかってきた男たちを相手に剣を振るう。

　同時にメダルを提げた男を目で探したが、屈くつ強きような男たちに囲まれてはそれも難しかった。

（ええい、無む駄だにでかい図ずう体たいを並べて──少しその身長をこっちに分けろというんだ！）

　苛いら立だたしげに周囲を見回したユートの目が、弱々しく光を弾はじくメダルを一いつ瞬しゆんとらえる。

　そちらに注意が逸それた瞬しゆん間かん、ユートの脇わきを男の一人が走り抜けていった。

（──しまった！）

　はっと両目を見開き、ユートはケヴィンに向かって声を限りに叫さけぶ。

「ケヴィン、逃げろ!!」

　言われるよりも早く、ケヴィンは男の姿に気づいて逃げ出そうとしていた。

　しかし、どちらに逃げるか迷っている間に男が目の前に迫せまり、目め茶ちや苦く茶ちやに走り出そうとしたところで足をもつれさせて無様にひっくり返る。

「ぎにょえああああっ！」

　それでも四つん這ばいで逃げ出そうとし──意外なことに、その速度はけっこう速かった──ばたばたと振り回した手が、壁の一部に軽く当たる。

　同時に、ケヴィンの身体からだの下にぽっかりと四角い穴が開いた。

「──ケヴィン!!」

　ユートはなにも考えず、目の前に立ちふさがる男を蹴けり飛ばして走る。

　瞬間、鈍い衝しよう撃げきと焼け付くような痛みが背中に走ったが、ユートは少し表情を歪ゆがめただけで速度を鈍らせることなくケヴィンの手に飛びついた。

　穴の中に消える寸前、ぎりぎりでユートの手がケヴィンの手を摑つかまえる。

「……ぐっ！」

　ケヴィンの全体重が腕うでにかかるのと同時に、ユートの背中に激しい痛みが走った。

　思わずあげかけた悲鳴を歯を食いしばってこらえ、ユートは嚙かみしめた歯の間から押し出すようにかすれた声を発する。

「は、放すなよ……!!」

「ユート！」

　安あん堵どの色を浮うかべかけたケヴィンの顔が、直後さっと青ざめる。

　ユートの腕を伝って、少なくない量の血が流れ落ちてきていることに気づいたのだ。

「ち、血が……怪け我がしてるの!?」

「……大だい丈じよう夫ぶだ」

　ユートは声をふりしぼって答えたが、弱々しい声はとても大丈夫そうには聞こえなかった。

　自分の手をつかむユートの手がぶるぶると震ふるえているのに気づき、ケヴィンは涙なみだを浮かべた目でなにか喚わめきかける。

　その口が一度閉じて、再び開いた時には別の言葉を口にしていた。

「放して、ユート！　君まで落ちる……!!」

「放せるか、馬鹿!!」

「僕のことはいい！　僕なんてどうなっても……家族も誰も気に留めない!!　それより君になにかあったら──僕はそっちのほうが嫌いやだ!!」

　ユートはわずかに驚おどろいたようにケヴィンの顔を見返し、それから思い切ったように穴の中に身体を乗り出した。

「ユート──!?」

　頭から穴の中に落ちるユートを、その手をつかまれたままのケヴィンが呆ぼう然ぜんと見返す。

　その表情もすぐに闇やみに塗ぬり潰つぶされて見えなくなり、ユートはケヴィンの手をつかんだ左手に必死に力を込める。

（絶対に放すか──!!）

　薄うすれかかる意識を気力を総動員して繫つなぎ止めながら、ユートはケヴィンとともに再び地下の闇の中に落ちていった。







　ぴたりと、地下の横穴を歩いていたイルの足が止まった。

　その後ろを歩いていたタジェスが、様子が変わったことに気づいて声をかける。

「イル……？」

　答える声はなく、タジェスは前に進み出てイルの顔をのぞき込む。

　同時に息を吞のんだのは、弱々しい明かりに白く浮かび上がるイルの顔から、あらゆる表情が抜け落ちていたためだった。

「……イル？　なにか……」

　尋たずねかけようとしたタジェスに、目を向けようともせずにイルは抑よく揚ようのない口調で言った。

「主あるじの生命活動に、重大な影えい響きようを及およぼしうる損傷を確かく認にんしました」

「え……？」

「主の命令を最優先としつつ、救出活動に向かいます──つまり」

　思い出したように、イルは頼たよりない笑えみを浮かべてタジェスの顔を見返した。

「お──ユート様が負傷した恐おそれがありますので、急いで助けに向かわないと」

「なんだって？」

　驚きの声をあげるタジェスにそれ以上かまおうとはせず、イルは足取りを速めて暗い横穴をすたすたと歩き始める。

　その背中を見送りかけてから、タジェスは表情をやや厳しくして彼のあとを追った。

「どうしたんです、いったい……？」

　急変した二人の様子に、レイリが戸と惑まどったような声をあげる。

　答えるそぶりも見せないイルにかわって、タジェスが彼女をちらりと見やって告げた。

「少し事情ができて、急がなければならなくなったんだ。悪いが君たちのことまで気にかけている余よ裕ゆうがない。遅おくれないで付いてきてくれ」

「だから、どういう……！」

　いらだった声をレイリが投げた時には、タジェスはすでに背を向けて歩き出している。

　言葉を拒きよ絶ぜつするような背中を怒いかりのこもる目で見て、レイリは弱い明かりの点ともった杖つえを握にぎり直して足取りを速めた。

（いったい、なんなの……!?）

　地下隧すい道どうに入ってからのイルの態度には、最初から不ふ審しんなものを感じていた。

　まるで行くべき方向がわかっているように、迷いもせずに一定の方向に向かって歩き始めたのだ。タジェスも特別それを不思議がるような様子を見せず、黙だまってイルの向かう方向へ足を進めていった。

　まるで──あの銀ぎん髪ぱつの青年には、ユートの居場所がわかっているとでもいうように。

（まさか……そんなこと、あるわけがない）

　内心でかぶりを振りながらも、イルを見る目から警けい戒かいの色が消えることはなかった。

　そして今も──妙みように滑なめらかな歩調で歩いていくイルの背を、レイリはどこか薄うす気き味み悪わるそうに見つめながら思う。

（なんなの……この人？）

　この二人を頼ったのは間違いではなかったかと、内心で案じるその肩かたにハーディルがそっと手を置いた。

　言葉はなく、手のひらの重みと温ぬくもりだけが伝わってくる。

　レイリは軽く目を見開いたあとで、顔をうつむけてその手を乱暴に払はらいのけた。ぎこちない動きで伏ふせられたその顔は、表情を隠かくしているようにもハーディルの顔を見るのを避さけているようにも見えた。







「……うう、ユート？」

　地面に伏せていた身を起こして、ケヴィンは弱々しい声をあげた。

　あたりは一面塗り潰されたような闇に覆おおわれていたが、目が慣れてくるに従って完全に真っ暗ではないとわかってくる。

　周囲を見回したケヴィンの目が、すぐ近くに見覚えのある輪りん郭かくを発見した。

「──ユート!!」

　飛びつくようにケヴィンはユートの身体にすがりつき、大声で何度も呼びかけた。ずきりと身体のあちこちが痛んだが、気にかけている余裕はなかった。

「ユート、しっかり──起きて！　ユート!!」

　抱だき起こそうとした手にぬるりとした感かん触しよくを覚えて、ケヴィンは顔色を変える。

「噓うそ……どうして、ユート!?　どうして僕なんか庇かばったのさ!!　僕なんかいなくなったって、誰だれも困らないのに……!!」

「……困るんだ、俺が」

　低く呻うめきながらユートが声を発し、ケヴィンは涙と鼻水まみれになった顔をぱっと輝かがやかせてその顔をのぞき込んだ。

「ユート！」

「それに……いなくなっても平気だなんて、勝手に決めつけるな。どんなに大おお食ぐらいで馬ば鹿かで役立たずでも、家族は家族だ。お前がいなくなったら、家族は哀かなしむぞ──もちろん、俺も」

　浅い呼吸の間から、ユートは苦しそうに言葉を口にする。

「喋しやべらないで！　今、手当てをするから……手当て？　手当てってどうやったら……」

　あたふたと周囲を見回したケヴィンの目に、見る見る涙が浮かぶ。

「どうしよう……僕のせいで、ユートが怪我したのに……」

　ユートは彼に声をかけようとしたが、薄れかかる意識を保つので精せい一いつ杯ぱいだった。

　お前のせいじゃない──と、ユートは心の中だけで呟つぶやく。

（俺の判断が間ま違ちがっていたんだ。あのメダルにこだわったりせず、すぐ逃にげ出していたら……お前が気にするようなことじゃない）

「ユート……」

　ぐじぐじと洟はなをすすりながら、ケヴィンがもう一度助けを求めるように周囲を見回す。

　その動きが止まったのは、自分たち以外に動くものの姿を見み出いだしたためだった。思わず声をかけようとしてから、さっきのことを思い出して慌あわてて口を閉じる。

（あの男たちじゃないと思うんだけど……）

　しかし、レイリたちだとすれば一言も声を発しようとしないのはおかしい。

　もしかして向こうも用心しているんだろうか──と考えたケヴィンの目が、徐じよ々じよに明らかになってくる相手の姿をとらえた瞬しゆん間かん、大きく見開かれた。

「──っ!!」

　悲鳴を押し殺すことができたのは、奇き跡せきに等しい。

　二人を包囲するようにじりじりと近づいてくるのは、白骨化した死体の群れだったのだ。

「ユート……！」

　呼びかけてから、ケヴィンはユートの今の状態を思い出す。

　戦うどころか、今の彼には自力で立つことすら難しいだろう。ケヴィンは青ざめた顔を番人たちの方向に戻もどし、がちがちと鳴りそうになる奥歯を強く嚙かみしめる。

　迷っていた時間はごく短く、ケヴィンはユートの側そばに落ちていた剣けんに手を伸のばした。

　それに気づいたユートが、薄く目を開けて怪け訝げんそうに問いかける。

「ケヴィン、なにが……？」

　こわばったケヴィンの顔を見た瞬間、彼はなにが起こっているのか察したようだった。

「待て、無理だ……！」

「ユ、ユ、ユートは、そこにいて……」

　恐きよう怖ふのあまり呂ろ律れつの回らない口調で、ケヴィンはユートに告げる。

　青ざめた顔に、無む理り矢や理り作ったとわかる笑みを浮うかべて、

「ユートは、絶対、僕が、守るから」

「……ケヴィン！」

　ユートの声を無視して、ケヴィンは両手で剣を握りしめて必死に立ち上がる。

　構えもなにもなっていない、素しろ人うと丸出しの動きで番人たちの前に立ちふさがろうとした──その時だった。

　二人に近づこうとしていた番人の動きが、ぴたりと止まった。

　ケヴィンはそれに気づかず、大声をあげて番人たちに突つっ込んでいく。

「うわああああ──っ!!」

　目め茶ちや苦く茶ちやに振ふり回した剣けん先さきを避けるように、番人たちがすっと後ろに下がった。

　ケヴィンは半分目をつぶってやけのように剣を振り回し、さらに番人たちが後退していったところでようやく異変に気づく。

「え……？」

　ケヴィンが困こん惑わくした声をあげた時には、番人たちの姿はほとんど闇やみの中に消えていた。

「逃げ……た？」

　呆ぼう然ぜんと呟いたところで緊きん張ちようの糸が切れ、ケヴィンはへなへなとその場に座り込む。

　その耳に別方向からの足音が届いたのは、次の瞬間だった。

「その声は……ケヴィン？」

　ふり向いた目に、闇の奥にぼんやりと点ともる明かりと、それに照らされる人ひと影かげが映る。

　今の声がタジェスのものだと気づくよりも早く、ケヴィンは安あん堵どのあまり目に涙なみだを浮かべて大声で叫さけんでいた。

「やっと来て──いや、それよりユートを！　ユートを助けて!!」

　後ろからの光で陰かげになったその人物の顔が、険しい表情を浮かべるのをケヴィンは見た──ように思った。
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「ユート!!」

　わずかに広くなった横穴の先に、あお向けに倒たおれているユートの姿を見てタジェスは思わず叫んでいた。

　走り寄って慎しん重ちようにその身を抱かかえ起こすと、背中に深い太た刀ち傷があるのがわかる。

「どうして、こんな……」

　顔色を失って呟くタジェスに、ケヴィンが顔を歪ゆがめて泣きじゃくりながら言った。

「ぼ、僕のせいで……ユートは僕を助けようとして……」

　おおよその事情を察して、タジェスはケヴィンに向けていた視線をユートに戻す。

　険しい表情を浮かべていることは自分でもわかっていたが、こればかりはタジェスの意志の力をもってしてもどうにもならなかった。

　ケヴィンに非難の声を浴びせないようにするだけで、精一杯だったのだ。

「ユート、聞こえるかい──ユート!?」

　何度も呼びかけながら、タジェスは傷にさわらないように気をつけて、ユートの身体からだをうつぶせに横たえる。

「今、手当てをするから──！」

　手が血で汚よごれるのにもかまわず、衣服を裂さいて傷の手当てをしようとした──その時、タジェスの顔に怪訝そうな色が浮かぶ。

　気配も感じさせず隣となりに座り込んだイルが、すっとユートの身体に触ふれたためだ。

「……イル？」

「意識の喪そう失しつを確かく認にん。緊きん急きゆう措そ置ちとして、主あるじの許きよ諾だくなしに対人型術式を展開します」

　なにかを読み上げるような淡たん々たんとした口調で告げると、イルは反対の手をゆっくりと上げてそろえた指で宙の一点を指し示す。

　同時に、ユートの横たわる地面の上に淡あわく光る図形が現れる。

　幾いく重えにも重ねた真円と、複雑に交差する線によって作り上げられた図形はタジェスにとって見覚えのあるものだった。

「これは──」

　イルに移した視線がとらえたのは、感情のない瞳ひとみでユートを見下ろす彼の姿だった。

　銀の髪かみがふわりと光をはらんで浮き、声を吞のんで見守るタジェスの前でイルは呪じゆ文もんのような言葉を口にする。

「大量出血による生体機能の低下が見られます。血管の修復と、造血幹細さい胞ぼうの活性化を最優先。筋組織及および神経組織の修復。外皮の再生」

　言葉を重ねるたびに、図形にさらなる線と記号が加えられていく。

「術式の展開を完かん了りよう──執しつ行こうします」

　イルが言葉を切るのと同時に、地面に描えがかれた複雑な図形が息づくように光を発した。

　その光はタジェスや、涙を拭ぬぐうのも忘れてぽかんと口を開けているケヴィンの顔を白く染め上げ、離はなれて立つレイリやハーディルのもとまで届く。

「な……！」

　困惑と畏い怖ふの混ざった声をレイリが発した時、ユートの様子に変化が生じた。

　色を失った顔に血の気がよみがえり、低く呻うめくともつかない声がその唇くちびるから洩もれる。背中を染める血が分解されるように消え去ると、すっぱりと裂けた衣服の下から傷一つない滑なめらかな皮ひ膚ふが現れた。

「……イ、ル？」

　目を開けたユートが、わずかに眉まゆを寄せて呟く。

　そのまま身体を起こそうとするユートを、タジェスは慌てて押し止めた。

「まだ動かないほうがいい……！」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　顔を伏ふせたまま応こたえると、ユートは近くに座っていたケヴィンの腕うでを素す早ばやくつかむ。

「え──な、なにっ!?」

「動くな」

　脅おどしつけるようにユートが言うのと同時に、ケヴィンは身体のあちこちに感じていた痛みがやわらいでいくのに気づいた。

「ユート、これって……」

　あたりをはばかるようなタジェスの声に、ユートはいつもと変わらない声で答えた。

「イルは治ち癒ゆの術が使える──対象は俺一人だけどな。だが、術の最中に触れている他人の傷も、軽いものなら治すことができる」

「……もしかして、あの時も」

　タジェスが呟つぶやいたのは、かつて自分が負傷した時のことを思い出したためだ。

　問いかけるような視線を向けられて、ユートは慌あわててそっぽを向く。その頰ほおがほのかに赤く染まっていることに気づいて、タジェスは小さく笑った。

（どうりで……傷が早く治ったわけだ）

「──で、どうするかね？」

　図形が完全に消失したあとで、タジェスはユートとケヴィンを等分に見やって言った。

　きょとんとした顔で、ケヴィンが言葉を投げ返す。

「どうするって……レイリの手伝いをするんじゃないの？」

「だが、彼女はここに来る目的を偽いつわっていた──彼女の狙ねらいは黄金ではなく、この神しん殿でんに眠ねむる神の力を宿した宝ほう珠じゆだったんだ」

「……タジェスさん！」

　呆然と今の光景を見守っていたレイリが、我に返ったように怒いかりの声をタジェスに投げる。

「なにも、ここでそれを言わなくても……！」

「隠かくしておく意味はないだろう？　宝珠の隠し場所に行けば、いずれわかることなんだし……二人にだって、本当のことを知る権利があるはずだ」

　平然とレイリに言葉を返して、タジェスは困惑顔の二人にここに来るまでに知ったレイリの本当の目的と、それを使って行おうとしていることを説明した。

　レイリは苦い表情で、その様子を見つめている。

　ちらりとその目が横に立つハーディルに向けられたが、彼の様子にはいささかの変化もなかった。安堵とも落らく胆たんともつかない複雑な表情で、レイリはそっと視線を落とす。

「──というわけで、私は彼女に協力しなくてはならないんだが、君たちはどうする？　騙だまされていたことは事実だから、あの部屋の黄金をいくつか失敬して帰ったとしても彼女は文句を言わないと思うが……」

「……帰る？　なんで？」

　空色の目を丸くしてケヴィンが声を発し、タジェスは苦笑いを浮うかべて言葉を重ねた。

「目的を偽って、こんな危険な場所に連れて来られたんだ。本当なら、ここは怒おこっていい場面じゃないのかね？」

「でも……村のためなんだろう？　だったら目的が黄金じゃなくても同じことだよ」

　心底不思議そうにケヴィンは言い返し、その目をレイリに向ける。

　文句がないどころではない、睨にらみ殺すような視線をタジェスに向けていたレイリは、慌てて澄すました表情を作ってケヴィンの視線を受け止めた。

「僕はレイリの手助けをするって決めてここに来たんだ。もちろん、黄金も魅み力りよく的だけど……レイリの喜ぶ顔を見るのが一番の目的なんだよ。本当のことを話してもらえなかったのは残念だけど──でも、そんなすごいお宝じゃ仕方ないよね」

「……ケヴィンさん」

　思わず素すの表情で呟いてから、レイリはしおらしく顔を伏せて言う。

「ごめんなさい。〈不死の宝珠〉のことを、よその人に簡単にお話しすることはできなかったんです……騙すようなことをして、本当にすみません」

「いいんだよ、レイリ！　そんなこと気にしないで……！」

　悄しよう然ぜんとうつむいたレイリに、ケヴィンは慌てて歩み寄る。

「でも、そのせいでお二人を危険な目に……」

「平気平気！　なんでか知らないけど、僕もユートもすっかり傷が治ってるし！　そんなことより、レイリは危険な目に遭あわなかった？」

「え？　は、はい……」

「そう、良かった！　ずっと心配していたんだ！」

　にこりと屈くつ託たくのない笑えみを浮かべるケヴィンを、レイリは困こん惑わくしたように見つめる。

　その様子を横目に眺ながめながら、タジェスが抑おさえた声をユートに投げやった。

「……と、彼は言ってるけど？　君としてはどうなんだい？」

「依い頼らい人に帰る気がないのに、俺一人が帰るわけにはいかないだろう」

　レイリの猫ねこかぶりと、それに見事に騙されているケヴィンを呆あきれたような顔つきで見やってユートは答える。

　はらはらした表情で見つめるイルの前で、手や足を確かめるように動かしながら、

「そんなことをしたら、依頼料だって取り損そこなうことになるし……」

「あの部屋の黄金を何個か持って帰れば、十分お釣つりが来ると思うんだがね？」

「それは依頼を成功させてからの話だ。きちんとやり遂とげてもいないのに、勝手に持って帰るようなことができるわけないだろう！　それでは泥どろ棒ぼうと変わらん!!」

　むっとしたように言い返して、ユートはそれに、と言葉を続ける。

「お前とケヴィンを残して帰ったりしたら、心配で胃に穴が開くぞ──それなら一いつ緒しよに残ったほうがマシだ！」

　語気も荒あらく言い放つユートの顔を、タジェスは嬉うれしそうな微笑ほほえみを浮かべて見つめた。

「そうか……私が心配で胃に穴が開くのか。ちょっと嬉しいな、こんな拍ひよう子しに君の本心を聞くことができるなんて」

「な──馬ば鹿かかお前はっ！」

　わずかに顔を赤くして、ユートは反射的に怒ど声せいを叩たたきつける。

「俺が言ったのはそういう意味じゃなく──『お前とケヴィン』と言っただろうが！　むしろ順番が逆だ！　『ケヴィンとお前』というのが正しいんだ！　お前は単なるケヴィンのおまけだ!!　妙みような勘かん違ちがいをするな!!」

「そんなことを言ったって、私はごまかされないよ」

「ごまかしているんじゃなく、事実だ!!」

　憤ふん然ぜんと言ってユートは立ち上がり、ケヴィンとレイリに歩み寄っていく。

　タジェスは苦笑してその後ろ姿を見送り、イルが慌てたようにユートを追いかけていった。

「お──ユート様！　まだ動かないほうが……」

「もう大丈夫だ──悪いな。なんだかんだ言って、結局お前の力をあてにして」

　わずかに声を落として、ユートは後半の言葉を口にする。

　複雑な表情を宿した横顔を、イルは感情の色のない瞳ひとみで見つめてゆっくりと笑った。

「いえ。ユート様のお役に立てるのなら本ほん望もうです。ユート様はもっと私の力をあてにして下さっていいんですよ。そのために、私はユート様のお側そばにいるんですから」

「……そのために、お前を側に置いているんじゃない」

　やや拗すねたような口調で言って、ユートはちらりと背後のタジェスに目をやる。

　素す直なおに礼くらい言わせてくれればいいのに、と口の中で呟くと、ユートはイルの顔を横目に見やってそっけなく声を投げやった。

「でも──ありがとうな、助かった」

　その言葉は半分タジェスにも向けられたものだったが、あまりにも小さくて彼の耳には届かなかった。

　イルは驚おどろいたような目でユートの顔を見返すと、満面の笑みを浮かべて応えた。

「……光栄です、王子」

　ユートは心もち顔を赤くしてうつむき、「王子はやめろ」とだけ返したのだった。
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「さて……協力すると決めたはいいが、問題はどうやって〈不死の宝珠〉がある部屋に近づくかということだな」

　レイリに案内されて地下隧すい道どうの出口へ向かいながら、ユートは難しい顔をして呟く。

「どうやって……って、君なら正面から乗り込んでいっても、余よ裕ゆうであの連中を蹴け散ちらせるんじゃないかい？」

「あのな。お前は俺をなんだと思ってるんだ？」

　いかにも当然といった口調で言うタジェスを、ユートは呆れたように睨み返す。

「そりゃもちろん、超ちよう一いち流りゆうの傭よう兵へいだと。ちょっと気が短いのが難だけど、顔が可愛かわいいので相そう殺さいされるから問題はないんじゃないかな」

「どういう基準だ、それは──じゃなくて」

　タジェスの軽口で脱だつ線せんしかけた話を、ユートは強ごう引いんにもとに戻もどした。

「ケヴィンやレイリが人ひと質じちに取られる心配がないなら、真正面から乗り込んでいってもかまわないけどな。お前とハーディルに二人をまかせるとしても、あの人数が相手では……また妙な仕し掛かけに引っかからないとも限らないしな」

　ちらりと向けられた視線に気づいて、ケヴィンは恐きよう縮しゆくしたように太った身体からだをこれ以上ないくらいに縮める。

「二人には、安全な場所で待っていてもらうのが一番だと思う。ただ、そうなるとあの連中を片付ける戦力が──まさか二人だけで行動させるわけにもいかないし、タジェスかハーディルのどちらかを護衛として付けなくてはならないだろう。となると、連中の相手をするのは俺も含ふくめて二人──イルは頭数に入れられないしな」

「そんなぁ、私だってお役に立てますよ！」

　抗こう議ぎの声をあげるイルに、ユートは微び妙みような感情の混ざる視線を向けた。

「こと戦せん闘とうに関しては、ケヴィンと同じくらいの役立たずだろうが。むしろ二人と一緒に避ひ難なんしていてもらいたいくらいだ」

「わ、私は今度こそ、絶対にお──ユート様の側を離はなれませんからね！　なんと言われようと絶対に、です!!」

　息巻くイルに向かって、ユートはやや気き迫はく負けしたような顔で応こたえる。

「わかった、置いていったりしないから──これ以上お荷物が増えたら、護衛の人間の負担も増えるだろうしな」

　後半は声を低めて付け足し、ユートは思案するように視線をめぐらせる。

　タジェスがなにか思いついたような表情で口を開いたのは、ユートが彼に言葉をかけようとした瞬しゆん間かんだった。

「ユート」

「──な、なんだ？」

「ちょっと考えたのだがね。こんな作戦はどうだろうか？」

　そう言ってタジェスが説明した作戦に、ユートはきわめて渋しぶい表情で沈ちん黙もくを返した。

　即そく座ざに却きやつ下かしなかったのは、それが有効な方法だと理解できたためだ。それが可能な人材も道具もそろっている。

　複雑な表情で黙だまり込んでいるユートをよそに、タジェスは前を歩くレイリに声をかけた。

「……どうだろう？　君とハーディルにも、協力してもらわなければならないが……」

「私はかまいません。ハーディルにも異存は──ですが」

　言葉を切って、レイリはためらうようにユートとイルの姿に目をやった。

「いったい……あなたたちは何者なのです？　さっきのあれは、まるで……」

「悪いが、その質問には答えられん」

　そっけない声で、ユートはレイリの質問をさえぎった。

「傭兵の素す性じようを問うのは礼れい儀ぎに反するぞ──素性も出身も関係なく、ただ実力のみで判断してもらうために組合の身分証を提示するんだ。身分証を見せられた者は、そこに記き載さいされている以上のことを傭兵に尋たずねてはならないという決まりになっている」

「ですが……」

　ユートがさらになにか言おうとするのを、レイリは短い一言で封ふうじ込めた。

「私はその身分証とやらを、見せていただいてないのですが」

「……そうだったか？」

「ええ」

　澄すました顔で答え、レイリはユートの顔を見返す。

　少女めいた美び貌ぼうが情けなく歪ゆがめられているのを見て取って、レイリは思わずといった様子で吹ふき出した。

「……わかりました。今は聞かないでおきましょう」

　今は、というところをやや強調してレイリが告げると、ユートは真ま面じ目めくさった顔で「感謝する」と応えた。

「感謝すべきは私たちのほうです。あなたに一番危険なことをやらせようとしているのに──自分たちだけ安全圏けんに隠かくれているだなんて」

「そうしていてくれたほうが、俺としては助かる」

「わかっています。けれど──」

　口にしかけた言葉を吞のみこんで、レイリは軽くかぶりを振ふった。

「いえ、言っても仕方のないことですね。ただ……これだけお聞きしたいのですが、よろしいでしょうか？」

「……なんだ？」

「あなたは依い頼らいを受けて、今この場にいるのですよね？　報ほう酬しゆうとの釣り合いがとれないと思ったら、そこで引き上げますか？──いえ、なぜ引き上げようとなさらないのですか？　最初の話とは、すっかり事情が違ちがっているのに……」

　尋ねるレイリの目に真しん摯しなものを感じて、ユートは答えにわずかの間をおく。

「……なりゆき上、というやつだな」

　考えた割にはお粗そ末まつな答えしか浮うかばず、ユートは軽く苦く笑しようした。

「ここまで来て放ほうり出すのも後あと味あじが悪いし──ケヴィンは頭は悪いが、人間としてはそれほど悪い奴やつじゃない。そんな奴が危ない目に遭あうとわかっていて、見て見ぬふりができるほど俺は図太くできていない……まぁ、依頼の内容が事実と違っていた点については、あとで割増料金でも取ってやろうと思っているが」

「……そうですか」

　レイリは応えて、口元にごく淡あわい笑えみを浮かべた。

　それは取り澄ましたような笑みでも、これまで見せた無む邪じや気きさを装ったものでもなく、この少女本来のものと思われる飾かざり気のない笑みだった。

「わかりました。あなたを信用します──準備を始めてしまいましょう。今は少しでも時間が惜おしいですから」

　くるりと背を向けたレイリに、ユートは微び笑しようを浮かべて言葉を返す。

「……そうだな」

　その笑みにはどこか苦い、あきらめに似た色が漂ただよっていた。







　二手に分かれて神しん殿でん内を探し回っていた男たちが、目的の少女の姿を発見したのはそれから間もなくのことだった。

「いたぞ、あそこだ！」

　護衛らしき男を連れた少女は、彼らの姿に気づくと慌あわてて逃にげ出す。

　ここで見失ってなるものかと男たちは全速力で追いかけ、その様子に気づいた別行動中の男たちもやがて追つい跡せきに加わった。

「待て、小こ娘むすめ！」

　武器を振りかざした男たちの集団に追われては、少女も足を止めるはずがない。

　迷めい路ろのようになった通路を、何度も見失いそうになりながらその姿を追いかけ──ようやく男たちは訝いぶかしく思い始めた。

　宝ほう珠じゆが隠してあるはずの部屋から、少女はどんどん遠ざかっていったのだ。

　護ご符ふのメダルと一いつ緒しよに依頼主に渡わたされた地図には、少女から奪うばってこいと命じられた宝物の隠し場所も記されていた。若い娘のことだから、恐きよう怖ふのあまり方向を見失っているのかもしれないが、それにしてはあまりにも迷いの感じられない逃げ方だった。

　まるで、宝珠の隠し場所から男たちを引き離すことこそが目的であるかのように──

「──おいっ！」

　首領格の男がそれに気づいて声をあげた時、前方を走っていた少女が足を止めた。

　少しでも目立たないようにと思ってか、頭からすっぽりとマントを被かぶって顔を隠している。マントの端はしからのぞく特とく徴ちよう的な衣装と、細い手足が探していた少女に間ま違ちがいないことを伝えていたが、彼の目に浮かんだ疑念の色は消えなかった。

　少女の手には布に包まれた、長い杖つえのようなものが握にぎられていたが──記き憶おくにあるものに比べて、いささか長さが足りないような気がする。

「お前……」

　少女はゆっくりとふり返り、被っていたマントを引き下ろす。

　その下から現れたのは黒くろ髪かみの少女ではなく、少女と言ってもいいほどに美しい顔立ちをしているものの、明らかに別人とわかる明るい茶色の髪かみの少年だった。

　同行している護衛らしき男性も、衣服や髪の色は似ているもののまるっきりの別人だ。

「も、もう少し逃げなくて良かったんですか？　お──ユート様」

「十分だ」

　不敵に笑って、レイリの衣服を身につけたユートは答えた。

「これだけ引き離せば、万が一討うち洩もらしたとしても、レイリたちのところにたどり着くまで十分時間が稼かせげる。その間に追いかけて片付ければ済むだけの話だ」

　もしユートが追いつけなかったとしても、向こうにはタジェスとハーディルの二名が護衛として残っている。

「さすがに急ごしらえの変装では、見破られるのも早かったしな。ここまで連れてくることができただけでも上出来と思わなくては」

「てめえは……」

　怒ど気きを帯びた声を聞き流し、ユートは手にした杖のような包みの布をほどく。

　中から現れたのは、鞘さやに収められたままのユートの剣けんだった。長さがかなり足りないため、イルの剣の鞘を縄なわでくくりつけて継つぎ足してある。

　外した鞘をイルに向かって放り投げると、ユートはすらりと剣を抜ぬき放った。

「さて、さっきの借りを返させてもらうぞ。ずいぶん痛い思いをさせてもらったからな──心当たりのある奴がいたら、さっさとかかってこい！」

　ユートの声に怯ひるんだ様子を見せたのは、先だって通路で戦った男たちだった。

　致ち命めい傷しようと言ってもいいほどの傷を受けたのにもかかわらず、平気な顔をして立っているのだ。明らかに逃げ腰ごしとなった仲間の様子に、他ほかの男たちが訝いぶかしむような気配をのぞかせる。

　いらだったように首領格の男が声をあげたのは、その次の瞬しゆん間かんだった。

「かまうことはねえ！　どんな手品を使ったのか知らんが、こんな瘦やせっぽっちのガキ一人にびびってどうする!?　怪け我がをしていようがしていまいが、さっさと片付けちまえば済むだけの話だろうが!!」

　その声に励はげまされたように、顔を見合わせていた男たちは慌ててユートに襲おそいかかる。

「うりゃあ──っ！」

　半ばやけくそ気味の喊かん声せいを断たち切ったのは、みぞおちにめり込んだユートの足だった。

　風のような素す早ばやさで男たちの一人に接近すると、ユートは身体からだを一回転させて射抜くような蹴けりを放ったのだ。ユートの倍近い体重がありそうな男の足が完全に宙に浮き、地を揺ゆるがすような響ひびきとともに背中から床ゆかに倒たおれ込む。

　目を回している男にはそれ以上かまわず、ユートは次の相手に向き直った。

　気を吞まれた様子の小男に当て身を入れ、背中に向かって振り下ろされた剣の刃はをふり返りざまに手にした剣で弾はじき返す。

　それだけで剣は相手の手を離はなれ、くるくると回転しながら通路の奥へと飛んでいく。

　呆ぼう然ぜんと目を見開いた相手の顔面に容よう赦しやない拳こぶしを叩たたき込み、ユートは次の獲え物ものに向かって飛びかかっていった。

「な……なんだ、てめえは!?」

　見る間に打ち倒されていく仲間の姿を目にして、首領格の男が混乱したような声をあげた。

「なんなんだ、いったい──!?」

　それも無理からぬことで、やや風変わりな女物の衣服を身にまとった──しかもそれがよく似合っている──少年が、腕うでに覚えのある男たちを次々と昏こん倒とうさせていくのだ。

　自分の目が信じられないくらいだったが、頰ほおをつねるまでもなくこれは現実だとわかった。

　仲間の大半を床に沈しずめた少年が、自分に襲いかかってきたためだ。

「──っ！」

　細い身体のどこにこんな力がと思わせる斬ざん撃げきを受け止め、男は喉のどの奥で唸うなりを洩らす。

　ユートも男が意外に手て強ごわいと感じてか、切り結ぶことはせずに素早く離れた。油断なく目を光らせる彼を見やって、男は残る仲間たちに鋭するどい口調で命じた。

「こいつの仲間を押さえろ！　人ひと質じちを取っちまえば──」

「あいにくだが、そいつは人質にならんぞ」

　男を見み据すえたまま、ユートは笑みのかけらもない表情で言葉を返す。

「斬きっても刺さしてもそいつは死なん。噓うそだと思うんならやってみろ」

「そんな、勝手な……斬られるのも刺されるのも嫌いやですよ～」

　情けない口調でイルが言ったが、その緊きん張ちよう感かんのない声が逆に信しん憑ぴよう性せいを与あたえたようだった。

　まして大おお怪け我がをしたにもかかわらず、平然と動き回っているユートの存在がある。

　男たちの一部が顔色を失ってじりじりと後退し始めるのを見て、首領格の男は大声でなにか喚わめき散らそうとした。

　だが、その瞬間にできた隙すきをユートは見み逃のがそうとはしなかった。

　床を蹴って跳ちよう躍やくし、ほとんど一いつ瞬しゆんのうちに男の懐ふところに飛び込むと、真下から突つき上げるような蹴りを男の顎あごめがけて放つ。

　反射的に男が身を反らしたため、蹴りは男の鼻先をかすめただけに留とどまったが、爪つま先さきに引っかかった覆ふく面めんが音を立てて破ける。

　あらわになった男の顔は中年の、いかにも荒あら事ごと稼か業ぎようで生きているといった風ふう貌ぼうだった。

「──なんだ、意外といい面つら構がまえじゃないか」

「舐なめるな──小こ僧ぞうっ！」

　怒ど声せいとともに振ふり下ろされた剣を、ユートは横にすっと身をずらして避よける。

　同時に一いつ閃せんしたユートの剣が、甲かん高だかい音を立てて男の手から剣を弾き飛ばしていた。さらに愕がく然ぜんと目を見はった男の腹に、容赦ない力で剣の柄つかが抉えぐり込まれる。

「──ぐっ！」

　呻うめいて身を二つに折った男を、ユートは冷たい表情で見つめやった。

「まだ続けるか？　一人残らず気絶させて、護符のメダルを奪っていくこともできるんだぞ。大人しく降参して、雇やとい主のことを話したほうが身のためだと思うが」

「……化け物め」

　苦々しく男は言ったが、その口調には力がなかった。

「雇い主のことは……俺も詳くわしくは知らん。エルフォスの飲み屋でいきなり声をかけられて、一仕事はたらく気はないかと言われたんだ」

「……素す性じようも知らない相手にか？」

「ああ──俺たちにしてみりゃ珍めずらしくもないことだ。前金で六百万グラン渡されて、あの娘がここで手に入れるお宝を奪っていけば、もう六百万グラン払はらってくれるという話だった。あのメダルや地図もそいつからもらったんだ……なんだか入念に準備していたみたいだぜ」

「ずいぶんと気前のいい話だな……」

　半分がた本気の口調で、ユートは眉まゆを寄せて呟つぶやく。

　男たち全員にまとめて払うとしても、合計で千二百万もの大金だ。そんな大金があるのならこっちがよこして欲しいくらいだ──と内心で思いかけ、ユートは慌ててかぶりを振る。

（そうじゃない！　問題はそこまでの金と手間をかけてまで〈不死の宝ほう珠じゆ〉を手に入れようとしている相手のほうだ！　いったい何者──）

「ああ、そうだ」

　考え込むユートに向かって、男はふと思い出したように言った。

「そいつも俺たちが持っているのと同じ、ここに入り込むためのメダルを持っているはずだ。まさか直接乗り込んでくることはないと思うがな──いかにもひ弱そうな、貴族っぽい外見の優やさ男おとこだったぜ。妙みようにもったいぶった口調で喋しやべる奴やつだったが……ジュツシキがどうとか、わけのわからないことを言ってたな」

「……なんだと!?」

　ユートは目をむいて、男の顔を見つめる。

　男は自分の口にした言葉の意味を理解していないようだったが、ユートには聞き覚えのある言葉だった。

　イルがその力を行使する際、口にすることのある言葉である。

（それを知っているということは……古代の魔ま術じゆつについての知識があるということか？　だとすると、〈不死の宝珠〉の正体にも気づいている可能性がある……）

　ユートの顔に焦あせりの色が浮うかび、彼はものも言わず男の首筋に手刀を落とす。

　白目をむいて気絶した男には目もくれず、ユートは慌あわてて逃にげ出そうとした残りの男たちを次々と叩きのめしていった。

「お──ユート様？　なにを慌てて……」

　ぽかんとした顔で声を発したイルに、一人残らず男たちを片付けたユートが答える。

「急いで、レイリたちのところに戻もどるぞ！」

「え？　でも……」

「こいつらを雇った張本人が、ここに乗り込んできている可能性がある！　そいつが〈不死の宝珠〉の正体に気づいていたら──レイリやケヴィンが危険だ！　おそらく宝珠を手に入れるためになら、そいつは手段を選ばんぞ!!」

　イルが軽く目を見開いた時には、ユートはもう駆かけ出している。

　見る見るうちに遠ざかっていく背中を見送りかけてから、イルは「ちょ、置いていかないで下さいよ～！」と慌てたように走り始めた。







　ユートが男たちを引きつけて走り去ったあと、レイリは隠かくれていた脇わき道みちから顔を出して用心深く周囲を見回した。

　誰だれも残っていないのを確かく認にんして、小走りに通路の先へと向かう。

「待って、レイリ～！」

「お黙だまりなさい！　それにどたどた走らないで！　あの連中が戻ってきたら、どうするつもりですか!!」

　ぴしゃりと叱しかりつけられて、ケヴィンは思わず目を白黒させる。

　ユートの服を身につけているためか、首の後ろで髪かみを一本に束ねたレイリはこれまで見せたことのないような凜り々りしい表情を浮かべていた。

　二人の後ろを走りながら、タジェスがハーディルにこっそりとささやきかける。

「……どうやら地が出てきたみたいだけど、実はけっこうキツい性格だったりするのかい？」

　黙って目をそらすハーディルの姿が、すなわち肯こう定ていの答えであるようだった。

　タジェスは苦く笑しようして足を進め、ふとハーディルの呼吸が荒あらくなっていることに気づく。

「君、どこか……」

「なんでもない──大だい丈じよう夫ぶだ」

　問いを断ち切るように返したハーディルの声は硬かたく、顔色の悪さもあってタジェスの疑念を晴らすには至らなかった。よく見れば、額にうっすらと汗あせもにじんでいる。

「大丈夫なようには……まさか、君……」

　タジェスがはっとした表情になった時、先頭のレイリがやや弾はずんだ声をあげた。

「ありました、ここです！」

　彼女が足を止めたのは、他ほかの場所と変わりないように見える通路の一角だった。

　まっすぐ続く通路の途と中ちゆうで、目の届く範はん囲いに部屋の入り口らしきものは見当たらない。眉を寄せるタジェスの前で、レイリはなにもない壁かべに向かって手にした杖つえをかざす。

　壁の表面に複雑な紋もん様ようが浮かび上がったのは、その次の瞬しゆん間かんだった。

「……これは」

　呆然と呟くタジェスの目の前で、壁の一部がすうっと水のように透すきとおっていく。

　透とう明めいな硝子ガラスのようになった壁にレイリは恐おそれる様子もなく手を伸のばし、壁はまさしく凪ないだ水面のようにレイリの手を吞のみこんだ。

　続いてレイリの腕うでが、そして全身が透きとおった壁を抵てい抗こうなく通り抜ぬけていく。

　目を丸くしたケヴィンが、レイリのあとに続こうと足を踏ふみ出したところで、壁の向こう側からレイリの手が差し出された。

　さらに身体からだ半分、透きとおった壁から突き出して、

「ここを通り抜けられるのは、護ご符ふを持った人間だけなんです──でも、触ふれていれば一いつ緒しよに通り抜けられますから」

　そう告げるレイリの手を、ケヴィンは少し顔を赤くして遠えん慮りよがちにつかむ。

　レイリは遠慮のかけらもなくその手を引っ張り、ケヴィンは「わあっ!?」と一声だけ残して壁の向こうに消えていった。

　二人の姿を見送って、タジェスはハーディルに手を差し出す。

「さて、私たちも……」

　ハーディルは差し出された手をつかんで、壁の向こうに踏み込んでいく。

　壁の向こうにあったのは、広々とした天てん井じようの高い一室だった。この神しん殿でんに入った時、最初に目にした広間とよく似た雰ふん囲い気きだ。

　ただ違ちがっていたのは、部屋の奥に祭さい壇だんめいた台が設しつらえられていることだった。

　細長い形をした台はのっぺりとしていて、装そう飾しよくらしきものはなに一つない。半透明の素材でできた表面が、ぼんやりとした光を鈍にぶく反射するばかりだった。

　しかし、台の向こうには、息を吞むほどに精せい緻ちな彫ちよう刻こくの施ほどこされた壁があった。

　枝を広げた大樹のようにも、見たことのない生き物のようにも見える奇き妙みような──そして見る者の心をとらえて離はなさない魅み力りよくを持った彫刻だ。

　その中心には闇やみが凝こごったような、吸い込まれそうに深い漆しつ黒こくの珠たまが埋うめ込まれていた。

「……もしかして、あれが？」

　タジェスがそう声を発した時には、すでにレイリは壁に向かって歩き出していた。

　足を止めた彼女が杖を掲かかげると、壁の宝珠が墨すみを流したような濃こい影かげを帯びる。するりと壁から抜けた宝珠は、レイリの頭上までゆっくりと移動してきた。

　影に添そうようにちらつく薄うす青あおい光が、影の濃さをよりいっそう強調する。

　レイリが掲げた杖の先せん端たんに、宝珠は自ら意思を持つもののようにゆっくりと近づき、差し出された彼女の手の中に収まる。

「……なるほど。それが〈不死の宝珠〉か」

　背後で発された男性の声に、レイリはぎくりと身をすくめた。

　それはタジェスのものでも、ハーディルのものでもない──この場にいないはずの人間の声だったのだ。

「やれやれ……結局、私が出向くことになるとは。人の力をあてにしてはいけないということなのかな？　決して少なくない投資をしたんだが……」

　弾はじかれたようにふり返ったレイリの目に映ったのは、三十代半ばの男性の姿だった。

　タジェスもハーディルも同時にふり返っていたが、タジェスがすかさず剣けんを抜き放ったのに対し、ハーディルは腰こしの剣に伸ばしかけた手をなぜか途中で止めた。

　それに気づかず、タジェスは険しい声と口調で誰何すいかする。

「──何者だ!?」

　入り口の側そばに立った男は、口元に薄うすい笑えみを刻んで答えた。

「エーデバルツ・ドゥーガル・セクテ──以後お見知りおきを。まぁ、それほど長い間のことではないと思うがね」
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　エーデバルツと名乗った男は、身に寸鉄も帯びていないように見えた。

　緩ゆるく巻いた肩かたまでの長さの黒くろ髪かみに、明るい緑色の瞳ひとみ。綺き麗れいに整えられた口くち髭ひげが上等な身なりとも相まって、どこか貴族めいた品の良さを感じさせる。

「お前は……？」

　不ふ審しんそうに眉まゆを寄せるタジェスを無視して、エーデバルツはレイリに笑いかけた。

「さすが巫女みこ様、よく無事にここまでたどり着けました。ウーリクの長老がたときたら護衛を雇やとう最低限のお金しか用意しないで、あなたを送り出したりするものだから……正直、焦あせりましたよ。でも、自力で出資者を見つけてここまで来るとは──素す晴ばらしい才覚です」

　親しげに微笑ほほえんで告げるエーデバルツを、レイリは驚きよう愕がくを隠しきれない瞳で見つめる。

「あなたが……どうして、ここに」

「それはまぁ、こんなものを失敬しまして」

　ちゃらりと鎖くさりを鳴らして、エーデバルツは左手に握にぎったメダルを見せる。

「手に入れるのには苦労しましたがね。護符の保管場所には決まった人間しか立ち入ることができないし──そこの彼の協力がなければ、ここに来るのはちょっと難しかったかもしれません。本当に感謝していますよ」

「──ハーディル!?」

　エーデバルツが示した人物を、レイリは悲鳴のような声をあげて見やる。

「どうして、あなたが──!?」

「それは、あなたを止めるためじゃないでしょうか」

　無言のままのハーディルにかわって、エーデバルツが穏おだやかな口調で説明する。

「〈不死の宝ほう珠じゆ〉を使って国と取引をすれば、巫女であるあなたは宝珠の力を扱あつかいうる唯ゆい一いつの人間として、一生自由を奪うばわれることとなる──まして〈不死の宝珠〉は兵器だ。あなたが宝珠の力を使って、人を殺すところを見るのは耐たえ難がたかったのではないかと」

「……そんな」

　愕がく然ぜんと見つめるレイリから、視線をそらすようにハーディルは深く顔をうつむける。言葉を失ったレイリに向かって、エーデバルツは励はげますように言った。

「彼の行動は君を思ってのことです。その気持ちを汲くんでやってはもらえませんか？　確かに宝珠を手に入れれば、ウーリク村は信教の自由と豊かな生活を手に入れられるかもしれませんが……かわりに、あなたが犠ぎ牲せいになるのですよ」

「そんな、ことは……」

　毅き然ぜんとして言い返そうとしたレイリの声が詰つまり、エーデバルツはゆったりとした足取りで彼女に歩み寄りながら告げる。

「あなたは、古代の遺物を扱うということの恐ろしさをまだ理解していない。タルフェの上層部にそれを理解している者がいればいいが、そうでなかったら──この国は滅ほろびへの道を歩むことになるでしょう。短い間ではありましたが、この国で世話になった者として私はそれを見過ごしにはできないのですよ」

　滑なめらかな口調で滔とう々とうと歌うように告げるエーデバルツの前に、剣を手にしたタジェスが音も立てずに立ちふさがった。

　おや、というような顔で立ち止まるエーデバルツに、タジェスは厳しい表情で言う。

「そちらの二人とは顔なじみのようだが、あいにく私は貴き殿でんの素す性じようを知らないのでね──説明してもらえるとありがたいのだが？」

「それは失礼。ですが、私はただの学者ですよ」

　剣を向けられてなお、動じた気配を見せずにエーデバルツは笑顔で答える。

「ウーリク村では一年ほど前からお世話になっております。非常に興味深い伝承が残されていたもので。ほとんどが口伝として巫女にのみ伝えられるというので、非常に難なん儀ぎしましたがね……なにしろ警けい戒かい心の強い村で。伝承の内容を教えてもらえるようになるだけで、何ヶ月もかかりましたよ」

　苦く笑しようをのぞかせるエーデバルツに、タジェスは警戒する様子を崩くずさずに告げる。

「では、もう一つ聞かせてもらおうか──さっきの言葉の意味だけどね。『それほど長い間のことではない』というのはどういう意味だい？　私には『お前たちの人生は、もう長くはないのだから』という意味に聞こえたのだが？」

「それは誤解です。私はただ、あなたと顔を合わせることは二度とないだろうと言いたかっただけですよ。もってまわった言い方をするのが、私の悪い癖くせで」

「ただの学者が、人まで雇って古代の遺物を奪おうとするのか？　そのための準備まで入念にして──まるで最初から、〈不死の宝珠〉を狙ねらって動いていたようにしか思えないが。学者というのは村に入り込むための、隠かくれ蓑みのに過ぎないのではないのか？」

　厳しい口調でタジェスが問いつめると、エーデバルツは困ったように微笑む。

「信じていただけないのも無理はありませんが、私が古代の遺物を研究しているという事実は変わりありませんよ。ただ──少々特とく殊しゆな分野の研究であることは間ま違ちがいありませんが」

「……まさか」

　顔色を変えるタジェスの前で、エーデバルツは右手を軽く振ふる。

　その中指にはめられた大ぶりな指輪が淡あわい光を放つのと同時に、彼の前に大人の腕うでくらいの大きさの光る円が現れた。

　円の内側に描えがかれた複雑な図形を見て、タジェスは思わず声をあげる。

「それは──!!」

　言葉を断たち切るように、円から放たれたいくつもの光の矢がタジェスを襲おそう。

　直ちよく撃げきしたものは少なかったが、じんと痺しびれるような痛みがタジェスの身体からだから力を奪った。がくりと膝ひざをついたタジェスの身体からは、不思議なことに血の一いつ滴てきも流れてはいなかったが痛みと衝しよう撃げきはまぎれもない本物だ。

「く……っ！」

　エーデバルツは悠ゆう々ゆうとその横を通り抜ぬけ、レイリの前に立った。

　怯おびえたように後じさるレイリの手には、ぬめるような漆黒の光を帯びた宝珠がある。確かに光とわかるのに、周囲の光をすべて吞のみこむようなその輝かがやきは、美しいのと同時にどこか不気味なものを感じさせた。

「渡わたしていただけますか、巫女様？」

　にこやかに手を差し出すエーデバルツを、レイリはきっと睨にらみつける。

「渡せません！」

「困りましたね。女性に手て荒あらなことをするのは本意ではありませんが……」

　上着のポケットから、なにか記号らしきものが書かれた紙し片へんを取り出すエーデバルツとレイリとの間に、丸っこい輪りん郭かくの影かげが割って入る。

「レ、レイリに手を出すな！」

　小さく震ふるえながら、懸けん命めいに声を張り上げるケヴィンをエーデバルツは面おも白しろそうに見やった。

「これはまた、勇ゆう敢かんな若者だ。巫女様には頼たのもしい護衛が何人も付いているようですね」

「ぼ、僕なんかよりずっと頼たよりになる護衛がレイリには付いているんだ！　ユートさえ戻もどってくれば、お前なんか……！」

「それはそれは──ではその方が戻ってくるまでに用事を済ませて、早々に退散するといたしましょうか」

　エーデバルツはポケットから取り出した紙片を空中に投げ、同時にそれは翼つばさを生やした真っ白な獅し子しの姿に変化する。空を蹴けった獅子にあり得ない角度から襲いかかられて、ケヴィンは必死にレイリを庇かばいながらも情けない悲鳴をあげた。

「うぎゃ～～～っ！」

　太った身体に牙きばが食い込む──と思われた瞬しゆん間かん、突つき出された剣が獅子の進路をさえぎる。

　獅子は身を捻ひねって剣を避さけ、二人からやや離はなれた場所に着地した。

　牙が届かないことに気づいたケヴィンが、反射的に閉じていた目を恐おそる恐る開く。目の前にハーディルの背中があることに気づき、彼は安あん堵どのあまりへたり込みそうになった。

「……ハーディル」

「巫女に害をなすことは俺が許さん」

　レイリの呟つぶやきに応こたえず、ハーディルは目の前の男を見み据すえて言う。

　濃のう紫し色しよくの瞳ひとみに浮うかんだ光も、静かに剣けんを構えた姿も危険そのものだったが、エーデバルツの表情から余よ裕ゆうの色が消えることはなかった。

「申し訳ありません、巫女様がなかなか聞き分けて下さらなくて。よければ、説得に協力して下さいませんか？　大人しく〈不死の宝珠〉を渡して下されば、巫女様を傷つけるつもりはありませんから」

「素す直なおに渡さなければ、傷つけることもためらわんということか？」

　エーデバルツは微笑んで答えず、ハーディルは剣を握る手に力を込める。

　彼がエーデバルツに斬きりかかろうとしたその時、横から飛びかかってきた獅子が彼の肩かた口ぐちに牙を立てた。

「──っ！」

　剣を取り落としこそしなかったが、肩口に走った激痛にハーディルは顔を歪ゆがめる。

「──ハーディル!!」

「大だい丈じよう夫ぶ、たいした傷ではありませんから──まぁ彼にしてみれば怪け我がの一つや二つ、今さら関係ないかもしれませんが」

　笑いながらエーデバルツは言って、レイリの手からひょいと宝珠を取り上げる。

　はっとした表情でレイリが手を伸のばした時には、すでに彼は踊おどるような優ゆう雅がな動きで彼女の側そばから離れたあとだった。

「返して、それは……!!」

「残念ながら、お返しするわけにはまいりません」

　必死の形相で手を伸ばそうとするレイリに向かって、エーデバルツはうやうやしく一礼してみせる。

「これはあなたの手にあっても、あなたを決して幸せにはしない。どうかウーリク村にお戻り下さい、巫女みこ様。そして長老がたに、分を過ぎた夢は見ないようにとお伝え──」

「ふざけないで！　あなたがそそのかしたことじゃない!!」

　レイリが顔を朱しゆに染めて怒ど鳴なり、エーデバルツは虚きよを突かれたように言葉を吞んだ。

「知らないとでも思っているの？　あなたが長老たちをそそのかしたんでしょう！　あなたが現れてから、村の様子はおかしくなっていった──コーダ・フェイトゥスの教えを守りながら静かに暮らすだけで満足していたのに、それ以上のものを求めるようになっていった!!　国にコーダ・フェイトゥスの教えを認めさせて、豊かに暮らしたいと思うようになった!!」

　声を裏返らせて怒鳴るレイリの姿を、首をかしげて見つめたあとでエーデバルツはわずかに困ったような微び笑しようを浮かべた。

「……参りましたね、知ってらっしゃったんですか」

「巫女のもとには、村のすべての情報が集まるの。小こ娘むすめだと思って馬ば鹿かにしないで」

「では……なぜ、この島にやってきたんです？　長老がたが私の言葉に踊らされているとわかっていたのなら、それを指し摘てきして止めて差し上げればよかったでしょうに」

「それは、私が〈不死の宝ほう珠じゆ〉に用があったからよ」

　表情を小こ揺ゆるぎもさせずに言い放つレイリを、エーデバルツは興味深そうに見つめやる。

「そのために、あえて長老がたの暴走を放置したと……？」

「そうよ。私には〈不死の宝珠〉を手に入れなければならない理由があった。だからあなたの影えい響きようで長老たちがおかしなことを言い始めても、黙だまって放置しておいた──いいえ、私もあなたの影響を受けていたのかもしれないわね。それが教えに背そむくことであろうと、どんな手段を使おうとも〈不死の宝珠〉を手に入れたいと思うようになったのは」

　暗い影を宿した瞳で、レイリはちらりと獅子と戦うハーディルを見やる。

　その仕草と表情で、エーデバルツはすべてを察したようだった。丹たん念ねんに整えられた口くち髭ひげの下に、苦く笑しようするような表情が浮かぶ。

「……なるほど。してやられましたか」

　エーデバルツはその表情のまま、手にした宝珠を捧ささげるようにしてみせる。

「となると、私個人としてはあなたにこれをお返ししたいところなのですが……浮うき世の義理とでも申しましょうか、私一人の判断で好きにするわけにもまいりませんので」

「噓うそをつかないで。初めから返すつもりなどないくせに」

　その言葉にエーデバルツは苦笑を深めて、宝珠を懐ふところにしまうとレイリに向かってもう一度、深々と一礼した。

「それでは、巫女様。ご機き嫌げんよう──」

　きびすを返そうとしたその足が、ぴたりと動きを止める。

　ようやく動ける程度に回復したタジェスが、彼の首筋に剣を突きつけていたのである。

「残念ながら、そのまま帰ってもらうわけにはいかないな」

　額に汗あせをにじませ、わずかに呼吸を荒あらくしながらもタジェスが突きつけた剣の切っ先は微び動どうだにしなかった。

　妙みような真ま似ねをすれば斬る──そんな気き迫はくが、刃やいばを通じて伝わってくる。

「先さき程ほどのお喋しやべりは、このためでしたか」

　横目に視線だけをレイリに向けて、エーデバルツは口元だけで笑う。

「あなたも──よく平気で立って歩いているものだ。並の人間なら数時間はまともに動けないところなのに、たいした精神力です」

「お褒ほめいただき、光栄の限りだがね」

　言葉とは裏腹に、タジェスの目には友好的とは言いがたい光があった。

「帰るのなら、その懐に入れたものを置いていってもらえるかい？　彼女に渡すのは不安だという意見には賛成だが、そちらに渡すのはもっと不安な気がするのでね」
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「……やれやれ、まるで追いはぎだな」

　肩かたをすくめて、エーデバルツは懐に手を差し入れる。

　タジェスは油断なく目を光らせてその姿を見つめ──レイリに寄り添そうようにして、二人のやりとりを見守っていたケヴィンがはっと息を吞のんだ。

「──タジェス、危ない！」

　その目が自分の背後に向けられているのに気づいて、タジェスはとっさに床ゆかを蹴る。

　タジェスの身体からだのあった場所を、純白の獅子の牙が嚙かみ裂さいていったのは彼が床に転がった次の瞬間だった。

　刃が首筋から離れるのと同時に、エーデバルツは俊しゆん敏びんな動きでタジェスから逃のがれる。

　素す早ばやく身体を一転させてタジェスは起きあがったが、すでにエーデバルツとの距きよ離りはかなり開いていた。さらに、空中に撒まかれた何枚かの紙片が獅子に変じるのを見て、タジェスは鋭するどい声をケヴィンたちに向かって投げる。

「──逃にげろ！」

　エーデバルツを追おうとしていたレイリが獅子に気づいて動きを止め、ケヴィンは青い顔で意味もなくあたりを見回す。

　とっさに動けない二人と、獅子の間に割って入ったのはハーディルだった。

　しかし、その肩は血に染まり動きも精せい彩さいを欠いている。それに気づいたタジェスは、獅子の攻こう撃げきをかわしながら二人のもとに駆かけ戻る。

（彼一人では……守りきれない！）

　レイリとケヴィンを間に挟はさむようにして、背中合わせに立ったハーディルにタジェスは声をかけた。

「──傷は？」

　肩かた越ごしにかけられた言葉に、ハーディルは短く答える。

「大丈夫だ、動ける」

「私もだ」

　言葉の応おう酬しゆうの間も、近づいてくる獅子から視線を外すことはしなかった。

　最初に現れたものも含ふくめ、全部で五頭──じりじりと包囲を狭せばめてくる獅子を睨にらみ据すえて、タジェスは剣を低く構える。

　身体の各所に鈍にぶい痛みと全身の力が抜ぬけるような疲ひ労ろう感かんが残っていたが、あえてそれを口に出すことはしなかった。

　その間に十分な距離を稼かせぎ、エーデバルツは彼らに向かって悠ゆう々ゆうと言葉をかける。

「それでは今度こそ、失礼しますよ──彼らの遊び相手をよろしく。半日もたてば消えるはずですから。それまでに全ぜん滅めつしてしまわないで下さいね」

　言いながら、彼はポケットから丸く磨みがかれた水すい晶しよう玉だまのようなものを取り出す。

　胸の前でそれを軽く掲かかげるように持つのと同時に、彼の足元に光る図形が浮かび上がった。そこから放たれる光が、彼の全身を淡あわく染め上げる。

　にこりと笑ってエーデバルツはなにごとか言いかけ──その瞬しゆん間かん、背後から届いた声がその言葉を寸前で封ふうじた。

「全滅とは、また穏おだやかならん話だな」

　静かな口調だったが、そこには明らかな怒いかりが込められていた。

　ゆっくりとエーデバルツがふり返り、入り口の側そばに立つ一人の少年の姿を目に留める。少年というにはやや難のある装束であり、容姿でもあったが──

　同じ姿を目にしたケヴィンが、ぱっと顔を輝かがやかせて声をあげる。

「──ユート！」

　ユートは応えずに、床を強く蹴けってエーデバルツに躍おどりかかっていった。







　振ふり下ろされた剣けんの一いつ閃せんを、エーデバルツは予想以上に素早い動きでかわした。

　大きく距離を取って向き直る男に、ユートはさらに容よう赦しやのない追つい撃げきを加える。稲いな妻ずまのような鋭い突つきをエーデバルツはぎりぎりで避よけると、冷や汗混じりの笑えみを浮うかべてユートに声を投げやった。

「いきなりとは乱暴ですね、お嬢じようさん」

「──誰だれがお嬢さんだ！」

　怒りの声とともに、ユートは剣を思いきり横に払はらう。

　やや大おお振ぶりとなった次の一いち撃げきをエーデバルツは余よ裕ゆうをもってかわすと、指輪をはめた右手を軽くひらめかせた。

「それは、たいへん失礼を──」

　言葉と同時に目の前に浮かんだ図形を見て、ユートは反射的に横へ飛び退のく。

　図形から放たれた光の矢が、自分の身体のあった場所を貫つらぬいてゆくのをとらえて、その目が軽く見開かれた。

　空中で身を捻ひねって足から着地し、ユートは低く剣を構えてエーデバルツを見つめる。

（やはり……魔ま術じゆつか。そうなると……）

　エーデバルツの全身から視線を外さずに、ユートは声だけを少し離はなれたところに立っているイルへと放つ。

「──イル、力を貸せ」

「はい」

　この状じよう況きよう下かにあっても、吞のん気きな笑顔を崩くずさないイルにユートは低い声で命じる。

「奴やつのまわりに、水の煙えん幕まくを──」

　その言葉と同時に、エーデバルツの周囲に白っぽい霧きりのようなものが漂ただよい出す。

　エーデバルツは一いつ瞬しゆん驚おどろいたようだったが、無む闇やみに動き回るようなことはしなかった。悠ゆう然ぜんと立って、視界を閉とざしている霧が薄うすれるのを待つ。不自然に発生したものであっても、周囲の霧が魔術の気配を帯びていないただの水であることを彼は悟さとっていた。

　事実、十も数えないうちに視界を覆おおう霧は晴れ──

「──っ！」

　薄く漂う霧を引き裂くように、真横に振り払われた剣を彼は慌あわてて避けた。

　完全には避けきれず、衣服の裾すそがすっぱりと断たち切られる。しかし彼はそれに気を取られるどころではないようだった。

「それは……」

　ユートの手にした長ちよう剣けんを、エーデバルツは目を丸くして見つめる。

　純じゆん粋すいな水のように透すきとおった刀身に、繊せん細さいな彫ちよう刻こくを施ほどこされた銀の柄つかを持つ優美な長剣──柄の根元には、不可思議な光を放つ青あお紫むらさき色の宝玉が埋うめ込まれている。

　まるで装そう飾しよく品のような剣だったが、エーデバルツの目を奪うばった理由はそこになかった。

「……まさか、それは」

　愕がく然ぜんと呟つぶやいたエーデバルツが、はっとしたように後方に向かって飛ぶ。

　鋭い斬ざん撃げきが目の前の空間を薙ないでいくのを見て、エーデバルツはちらりと瞳ひとみに厳しい表情をのぞかせると、右手を大きく払った。

　ユートの前後左右に浮かび上がった図形が、ほとんど同時に光の矢を放つ。

　避けるのも防ぐのも不可能と思われたが、ユートはためらいもせずに正面の図形に向かって突っ込むと、手にした剣を大きく振るった。

　図形を両断した刃をそのまま身体の後ろにまわし、目にも留まらぬ速さで射うち出された光の矢を剣の一閃で打ち払う。

　その動きはあまりにも速く、エーデバルツの目に映ったのはわずかな残像のみだった。

「……なっ!?」

　思わず目を見はったエーデバルツの前に、ユートの姿が現れる。

　反射的に振るいかけた右手の甲こうに鋭い痛みを感じ、エーデバルツは半ば直感で中指の指輪が断ち割られたことを知った。

　ユートはさらに彼の左ひだり肩かたを狙ねらって、容赦のない一撃を繰くり出そうとする。

　しかし、それがエーデバルツの身体に届くよりも、ユートが表情を硬かたくして後方をふり返るほうが早かった。

「──っ！」

　ふり返りざまに振るった剣の切っ先が、ユートの首筋に牙きばを埋めようとしていた獅し子しの鼻先を傷つける。

　血は流れなかったが、獅子は素す早ばやくユートから離れて警けい戒かいするように低く身構える。

　さらに二頭の獅子が近づいてきているのを見て、ユートは素早く彼らと自分との間の距離を測った。

（俺がこの男を行動不能にするよりも、こいつらが俺に襲おそいかかるほうが早い……か）

「……驚おどろいたな」

　動きを止めたユートに、エーデバルツはやれやれと言いたげな口調で言った。

「まさか、こんなところでその剣の持ち主にお目にかかろうとは……いやはや、世の中本当になにが起こるかわからないものですな」

「お前──この剣を」

　知っているのか、と警戒の表情もあらわに問いかけようとするユートに向かって、エーデバルツは笑顔で言葉を返す。

「水の精霊剣〈イリュウス〉。それを持っているということは、あなたはフォーレのユーディルシア王子ですか──噂うわさ以上にお可愛かわいらしい姿で」

　最後の一言にひくりとこめかみを震ふるわせながらも、ユートはちらりとケヴィンたちのほうへ目をやる。

　依い然ぜんとして向こうには二頭の獅子が残り、タジェスとハーディルがその攻こう撃げきを懸けん命めいに防いでいる。ケヴィンとレイリも目の前の戦いに気を取られ、また距きよ離りが開いていることもあってこちらのやりとりには気づいていないようだった。

　内心で小さく安あん堵どの息を洩もらし、ユートは目の前の男に視線と注意を戻もどす。

「この剣のことを知っていて、なおかつ魔術まで扱あつかう──お前はいったい何者だ？　〈不死の宝ほう珠じゆ〉を手に入れてどうするつもりだ？」

「申し訳ありませんが、それにはお答えできません」

　見た目だけは申し分なく誠実そうな表情を浮かべ、エーデバルツは深々と頭を下げる。

「もしも王子がその剣を進しん呈ていして下さるとでも言うのなら、話は別ですが──どうやら無理のようですし」

「当たり前だ！」

　ユートが怒ど鳴なった瞬しゆん間かん、獅子を相手に戦っていたタジェスが声をあげた。

「ユート、宝珠はその男が持っている！　取り返してくれ!!」

　はっと目を見開いたユートに、周囲を囲んでいた獅子たちがいっせいに襲いかかる。

　ユートは反射的に避けようとした足を止め、思い切ってエーデバルツの立つ方向へと全力で跳ちよう躍やくした。

　エーデバルツはぎょっとした顔を見せたものの、素早く身をひるがえして避ける。

　だが、ユートの狙いは宝珠を取り戻すことではなかった。エーデバルツの脇わきをくぐり抜ぬけてその後ろに転がり込んだ瞬間、獅子の動きに明らかな乱れが生じたのだ。

（──よし！）

　ユートは大きく進路を変えて襲いかかろうとした獅子を、狙いすまして斬きって捨てる。

　真っ二つに切り裂さかれるのと同時に、獅子は二枚の紙し片へんに戻った。だがユートはそれを確かく認にんすることもせず、次々と襲いかかる獅子を最小限の動きで斬り捨てていった。

「……やれやれ」

　それを目にしてなお、エーデバルツは泰たい然ぜんとした態度を崩そうとはしなかった。

「これは本当に奥の手なので、できれば使いたくなかったのですが……」

　エーデバルツがポケットに入れていた手をするりと抜くのと同時に、ユートの表情が驚きの色に染まる。

　その手に握にぎられていたのは、研けん磨まされていない水すい晶しようの原石のようなものだった。

　しかし、ユートには奇き妙みように光を弾はじく石のような物体に見覚えがあった。それもごく最近──ほんの二、三ヶ月ばかり前のことだ。

　物もの陰かげからちらりと目にしただけだが、その形は忘れようがない。

「まさか……」

　ユートの呟きにエーデバルツは応こたえずに、手にしたそれを無造作に足元に落とす。

　顔色を変えてユートが走り寄ろうとした時には、すでに遅おそかった。

　床ゆかに落ちた瞬間、物体の周囲に光で描えがかれた紋もん様ようが波は紋もんのように広がる。紋様はその物体を音もなく吞のみ込み、同時に強い光があたりを白く染め上げた。

「──っ！」

　その光の中から、異形としかいいようのない存在が姿を現す。

　まるで老人のように腰こしは深く曲がり、長い両りよう腕うでが床に着かんばかりに伸のびている。上半身は人間に似ていたが、下半身にはある種の節足動物に似た十本を超こえる足が生えている。全身を隙すき間まなく覆う装そう甲こうが、人間を模した昆こん虫ちゆうの奇き怪かいな戯ぎ画がめいた印象を与あたえた。

　大きさは大人の身長とほとんど変わりなかったが、それは身体からだを大きく屈かがめているためで、きちんと計測すればその倍近かっただろう。

「まさか……お前、ニーザベイムの」

　ユートにみなまで言わせず、異形の怪かい物ぶつが床を蹴けって彼に襲いかかる。

　鞭むちのようにしなって振ふり下ろされる長い腕うでを、ユートは横に飛んでかわした。しかし空中でもう一本の腕が叩たたきつけられ、反射的に受け止めた剣けんもろとも壁かべに吹ふっ飛ばされる。

「──っ！」

　受け身を取る間もなく壁に叩きつけられ、ユートは声もなく呻うめく。

「──ユート！」

　それを目にしてタジェスが叫さけんだが、獅子の攻撃を防ぐので精せい一いつ杯ぱいの彼にはユートを助けに駆かけつける余よ裕ゆうはなかった。

　そればかりか、じりじりと押されてゆきつつあるくらいだ。

　手足に蓄ちく積せきしてゆく疲ひ労ろうが、重りを付けたように徐じよ々じよにその自由を奪っていく。気力で戦い続けているものの、それがいつまで保もつかはわからない。

　背中合わせに立つハーディルも、同じような状態だった。

　いや、彼はさらに悪く──明らかに肩かたの傷だけが原因ではない、身体の異常が彼の動きから感じられる。

　今はかろうじて立っているが、それも時間の問題だった。

「……くそっ！」

　タジェスが低く声を洩らした時、思いもかけない人物が動いた。

　二人の間に挟はさまれる格好でうずくまっていたケヴィンが、両手をばしんと頰ほおに打ち付けるとやにわに大声をあげて走り出したのだ。

「うわああああああっ!!」

　いきなりのことで、タジェスも止める間がなかった。

　絶好の獲え物ものが飛び出してきたとばかりに、ケヴィンに襲いかかろうとする獅子を前に回って食い止めるのが限界だった。

　鋭するどい牙を剣で受け止めながら、タジェスは背中ごしに声を投げる。

「ケヴィン！　なにを……!?」

　その背後をケヴィンは歯を食いしばって駆け抜け、異形の怪物のほうへと走り寄っていく。

「馬ば鹿か、来るな……っ!!」

　ユートは思わず声をあげたが、ケヴィンが目指していたのは怪物ではなかった。

　怪物からやや離はなれて立っているエーデバルツに向かって、彼は全力を振り絞しぼって突つっ込んでいったのである。

「うみゃおおおおおおっ!!」

　思いがけない行動にエーデバルツは一いつ瞬しゆん目を丸くしたものの、すぐに微び苦く笑しようを口元に刻んで左手を軽く振った。

　同時に、怪物が素早くケヴィンの前に回り込もうとし──がくりと体勢を崩くずす。

　自分から注意が逸それた瞬間、ユートが全速力で怪物に走りかかり、右側の足を数本まとめて斬り飛ばしたのだ。

　塵ちりになって消える足の間から、ユートはケヴィンに向かって叫ぶ。

「行け、ケヴィン──!!」

　その声を背中に受けながらケヴィンは突とつ進しんし、エーデバルツに体当たりをかける。

　彼の全体重をかけた体当たりには相当の威い力りよくがあったが──エーデバルツが危あやういところで身体を捻ひねったため、軽くかすめる程度に留とどまった。

　それでも衝しよう撃げきはかなりのもので、エーデバルツは何歩か後退する。

　一方ケヴィンは見事に転てん倒とうして、突っ込んだ勢いのままごろごろと壁かべ際ぎわまで転がっていく。横たわったままぴくりとも動かない姿を見て、ユートは心配するのも忘れて思いきり頭を抱かかえたくなった。

（いったいなにをしに来たんだ、あいつは──!?）

「ああ、びっくりしました……」

　付いてもいない埃ほこりを払はらうようにして、エーデバルツが朗ほがらかに言う。

「素す晴ばらしい健けん闘とうだったと、彼にお伝え下さい。どうやら目を回しているみたいなので」

「このまま逃にがすとでも──」

　剣を構え直すユートの前に、異形の怪物が立ちふさがる。

　右側の足を数本失っているため動きはややぎこちなかったが、警けい戒かいすべき相手であることに変わりはなかった。

　険しい光を瞳ひとみに浮うかべるユートの前で、エーデバルツは悠ゆう然ぜんとポケットから透とう明めいな珠たまを再び抜き出す。

「──待て！」

　その足元に浮かび上がる図形を見て、ユートが声を荒あらげた時だった。

　二人から離れた壁際で、弱々しい声があがった。

「……いいよ、帰ってもらって」

　思わず目をやると、ケヴィンがよろよろと身体を起こしているところだった。

　髪かみは乱れ、顔や手には擦すり傷ができていたが──その顔には確かな笑えみがあった。

　ケヴィンの言葉の意味を理解したのはエーデバルツが先で、彼ははっとしたように懐ふところを手で押さえる。

　あるべき感かん触しよくがないのに気づいて、顔を上げる彼に向かってケヴィンはにっと口元の笑みを深めてみせた。

「これだよね、探してるのは？」

　そう言って広げた手の中には、青黒く光る宝ほう珠じゆの姿があった。

「お前……」

　あぜんとした様子のユートに、ケヴィンは胸を張って笑いかける。

「ぶつかった時に懐から抜き取ったんだ。なに、家の女中頭がしらから鍵かぎをすり取ることに比べたらこれくらい、朝飯前さ！」

「……掏摸すりまではたらくのか、お前は」

　おそるべきは、盗ぬすみ食いにかけるケヴィンの執しゆう念ねんである。

　げんなりした顔で呟つぶやきながらも、ユートの目には光がよみがえっていた。素す早ばやく怪物に向き直ると、彼はエーデバルツに向かって声だけを投げやった。

「さて──どうする？　あいつから宝珠を取り返すか!?」

　だったら黙だまってはいない、という響ひびきを漂ただよわせた声にエーデバルツは苦笑を返す。

「いやはや、参りましたね……まさかそんな特技をお持ちとは。〈イリュウス〉の主が現れたことといい──完全な計けい算さん違ちがいです」

「運が悪かったな」

　言いながら、ユートは怪物との間合いを計る。

〈イリュウス〉の力で突とつ風ぷうでも起こせばエーデバルツを無力化するのは難しくないが、その隙すきを怪物に狙ねらわれるのは確実だ。

　怪物もろとも吹き飛ばすには、両者の距きよ離りが離れすぎている。

（やはり、先に怪物を片付けておくしかないか──魔ま術じゆつは使わないようだが、油断はしないに越したことはない）

　決断を下すと同時に、ユートは床を蹴って低い位置から怪物に斬きりかかる。

　怪物は残った足を素早く動かしてユートの攻こう撃げきを避さけようとしたが、空を薙ないだ銀光はその足を容よう赦しやなく斬って捨てる。

　返す刃やいばで怪物の胴どう体たいを両断すると、ユートはすかさずエーデバルツに向き直った。

　しかし、その時にはすでに彼の姿は青白い光の柱の中にあった。

　足元の図形から立ち上る光がその正体だと気づいて、ユートは怒いかりの声とともに大きく剣を振りかぶる。

「逃がすか──！」

　思いきり振り下ろした剣が生み出した竜たつ巻まきが、光の柱を直ちよく撃げきする。

　だが、それよりも一瞬早く光の柱は焦しよう点てんを絞るように細くなり──あとかたもなく消えた。凄すさまじい音を立てて竜巻が過ぎていったあとには、エーデバルツの姿はおろか光の一片も残されてはいなかった。

　ユートは小さく舌打ちし、獅し子しとの戦いを続けるタジェスたちに目を向ける。

　劣れつ勢せいにあるのは一目で見て取れ、ユートはためらいもせずに床ゆかを蹴けって彼らのほうへと走り寄っていった。
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　ユートが二頭の獅子を斬り捨て、切り裂さかれた二枚の紙し片へんに戻もどすのと同時にタジェスはその場にがくりと膝ひざをついた。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　心配そうに尋たずねるユートに、タジェスは肩で息いきをしながら笑顔で答える。

「ありがとう──助かったよ。できれば、もう少し早く助けに来てもらいたかったけど……」

「無理を言うな」

　言いながらも、ユートの顔には後ろめたそうな表情が浮かんでいる。

　それを見て取って、タジェスは疲ひ労ろうのにじむ顔に浮かんだ弱々しい笑みを、心底嬉うれしそうなものへと変えた。

「冗じよう談だんだよ。君が私を信じて、ここを任せてくれたことはわかってる」

「……その程度の腕うでは、期待してもいいと思っただけだ」

　ぶっきらぼうに言ってユートはタジェスの顔から視線をそらし、すぐ後ろで戦っていたハーディルに声をかけようとする。

　ハーディルの身体からだがぐらりと傾かたむき、崩れるように床に倒たおれたのはその瞬しゆん間かんだった。

「──ハーディル！」

　ユートは思わず息を吞のみ、レイリが悲鳴じみた声をあげて彼にすがりつく。

　横たわったハーディルの肩かたが赤く染まっているのに気づいて、ユートは表情を厳しくすると〈イリュウス〉の柄つかから手を離す。

　同時に、それは銀と純白の装束を身にまとった見慣れない青年の姿に変わった。

　いや、青年の顔立ちそのものはイルと酷こく似じしていたが、雰ふん囲い気きがまるで異なっていた。

　紫むらさきを含ふくんだ青水色の瞳に、透すきとおるような長い銀ぎん髪ぱつ──怜れい悧りな美び貌ぼうにはいっさいの表情がなく、非人間的な印象さえ感じさせる。

　フォーレに伝わる精霊剣〈イリュウス〉に宿る精せい霊れいとしての、それがイル──イリュウスの本来の姿だった。

「血止めをする！　力を──」

　側そばに落ちていたハーディルの剣けんで、ユートは自分の腕をざっくりと切ろうとする。

　ぎょっとした顔で止めようとするタジェスの横で、イリュウスは感情の混ざらぬ淡たん々たんとした口調で告げた。

「外傷の治ち療りようは可能ですが、彼の生命活動はいずれ停止します」

「それは……どういう……？」

　腕を切り裂こうとした手を止めて、ユートが困こん惑わくのにじむ声を返した時だった。

「──ハーディルは病にかかっているんです」

　静かな声が響き、ユートは声の方向に目を向ける。

　そこには〈不死の宝珠〉を胸に抱だき締しめるように持ち、ユートを見下ろすように立っているレイリの姿があった。

「……病、だって？」

「ええ。一年以上前から……心臓が弱って、無理な負ふ荷かをかければすぐにでも鼓こ動どうが止まってしまうと。安静にしていたところで、そう長くはないという話でしたが」

「だったら、なぜ──!?」

　怒りの色がにじむユートの声に、レイリは表情一つ動かさずに答える。

「私が望んだんです、この旅にハーディルを同行させることを。長老たちには反対されましたし、彼になにかあった時のために、必ず他ほかに護衛を雇やとうことを条件として出されましたが……彼を置いてくるわけにはいかなかった」

「──〈不死の宝珠〉を使えば、彼を助けられると思ったんだね？」

　問いというよりも確かく認にんに近いタジェスの声に、レイリは小さくうなずいた。

「死の神コーダ・フェイトゥスはもとは人間でした──宝珠の力を得た彼は、変わらない姿のまま何百年も生きたそうです。その力がハーディルにも与あたえられるとは限らなかったけど……望みがあるのなら、どんなことでも試ためそうと思ったんです」

　感情の抑よく制せいされたレイリの声が、こらえきれないようにわずかに震ふるえる。

「子供の頃ころから、ずっと側にいてくれた──いてくれるのが当たり前だと思っていた。巫女みこに選ばれて、他の子供たちと一いつ緒しよに遊ぶことができなくなっても……彼が側にいてくれたから、寂さびしいと思うことはなかった！　私の側から彼がいなくなるなんて、たとえ神が決めたことであろうと絶対に許すことはできなかった!!」

「レイリ……」

　横に立つケヴィンが、そっとその肩に手を置く。

　それに力づけられたように、レイリは顔を上げて両手で包むように持った〈不死の宝珠〉に願いを込めてささやきかけた。

「どうか──力をお貸し下さい、コーダ・フェイトゥス」

　切実なる願いのこもった、それは祈いのりの声だった。

「私の思いが不敬であるというのなら、この身を討うち滅ほろぼしてかまいません。神の眠ねむりをさまたげてはならない──その教えに背そむくことを承知で、自分の願いを叶かなえようとする私はすでに巫女失格でしょう。だけど、もしもこの願いを聞き届けて下さるのであれば……お願いです。どうか、ハーディルを救って！」

　血を吐はくような叫さけびが響くのと同時に、レイリの両手の隙すき間まから目を射るような強きよう烈れつな光が放たれる。

「──！」

　反射的に目を庇かばいながら、ユートは宝珠が光の塊かたまりに変わるのを見た。

　どこか暗い影かげをまとわせた光の塊は、レイリの手をすり抜ぬけて空中高くに浮うかび上がり──彼女の足元に落ちている杖つえめがけてまっすぐに落ちていく。

　杖の先せん端たんに光が吸い込まれた瞬間、先さき程ほどにも増して強い光があたりを照らし出した。

　今度こそ思わず目を閉じて、ユートは光が収まるのを待つ。

　幸い、瞼まぶたの裏まで染め上げるような強烈な光が収まるまで、さほど長くはかからなかった。光が弱まるのを待って、ユートはゆっくりと目を開ける。

「……な」

　呟つぶやきが洩もれたのは、空中に支えもなしに浮かぶ杖を見たからではなかった。

　それはすでに、杖と呼べるものではなかったのだ。

　先端の輪は互たがいに絡からまり合うような複雑な形に変化し、その両りよう脇わきに下がる蝙蝠こうもりの翼つばさのような飾かざりは長い──杖本体と同じくらいの長さのある刃やいばに変わっていた。緩ゆるく湾わん曲きよくした二枚の刃を持つそれは、杖というよりも巨きよ大だいな鎌かまのように見えた。

　黒光りする刃の表面には、うっすらと記号めいた不思議な紋もん様ようが浮かび上がっている。

　それは、この神しん殿でんで幾いく度どとなく目にしてきたもの──そして武器としての機能と、優美さをあわせもった形状はユートの持つ〈イリュウス〉にどこか通じるものでもあった。







　言葉もなく見守るユートたちの目の前で、鎌は揺ゆらめくようにその輪りん郭かくを崩くずした。

　ほどけるように消えていく鎌の姿に重なるように、別の輪郭が浮かび上がってくる。それは徐じよ々じよに色と形を明らかにしてゆき、見る間に一人の女性の姿となった。

　艶つややかな黒くろ髪かみを、膝裏に届くほど伸のばした背の高い美女だった。

　すらりとした長身を包むのは、身体の線を浮き上がらせる見たことのない衣装──右みぎ肩かたには黒くろ水ずい晶しようから削けずりだしたような肩当あてを付け、身体の左半分を隠かくすように漆しつ黒こくのマントを巻いている。その肩当ても腰こしに巻いた金属のベルトも、手の込んだ装そう飾しよくを施ほどこした華か麗れいなものだ。

「……コーダ・フェイトゥス？」

　半ば呆ぼう然ぜんと問いかけるレイリに、女性はゆっくりと首を横に振ふってみせた。

「いいえ。幼き巫女」

　白磁のような肌はだとは対照的に、暗紅色に染められた唇くちびるが微笑ほほえみの形を作って答える。

　慈いつくしむようにレイリを見返す瞳ひとみの色も、年代を経た葡ぶ萄どう酒しゆのような限りなく黒に近い薔ば薇ら色いろだった。

「私の名はネルヴァーナ──コーダ・フェイトゥスは私の主です。〈闇やみ〉の使い手にしてこの青のカエル大陸レウム最後の機主。私は彼を助ける精霊に過ぎません」

「精……霊？」

「ええ」

　ネルヴァーナは言って、ユートのかたわらに立つイリュウスに目を向ける。

　微笑を浮かべた瞳はこの上もなく美しく──しかし、どこか羨せん望ぼうにも似た不思議な色をその中に宿らせていた。

　無機物のような青水色の瞳からレイリに視線を戻もどし、ネルヴァーナは言葉を続けた。

「あなたの声が、私を深き眠りより呼び覚ましました。あなたには〈鍵かぎ〉を預かる者として、その封ふう印いんを解き〈闇〉の力を行使する権限が与えられています──私の力の及およぶことならば、なんなりとあなたの望みを叶えましょう」

「だったら、ハーディルを──ハーディルに不死の身体を与えて！」

　ようやく我に返ったように、レイリはその願いを口にする。

　しかし、ネルヴァーナは長い睫まつ毛げの下の瞳をかげらせると、もう一度首を横に振ってみせたのだった。

「……どうして!?　望みを叶えるって……!!」

「私の力の及ぶことなら──ですが、私にはそのような力はありません。もし私にそのような力があったら、コーダを死なせるようなこともなかったでしょう……」

　哀かなしげに目を伏ふせて告げるネルヴァーナの前に、レイリは力が抜けたように座り込む。

「だって……コーダ・フェイトゥスは何百年も歳としを取ることなく生き続けたって──それは、あなたの力ではないの？」

　すがるような瞳を向けられ、ネルヴァーナはさらに瞳をかげらせる。

「コーダは強い魔ま力りよくを持ってました。生まれついてのものに加え、戦いの中で増大した魔力が彼の肉体を時間の影えい響きよう下から切り離はなした──私の存在がその一因であったことは否定しませんが、誰だれの身にも起こりうることではないのです」

「でも……」

「私に与えられるのは、死者に対してのかりそめの不死だけ。あなたの望みがその人を死者として側そばに置くことなら、私にも叶えることができるかもしれません。でもそれは、魂たましいを失ったその人の抜け殻がらだけを側に置くことです──話しも笑いもしない、命じられたことにただ従うだけの抜け殻を。あなたはそれに耐たえられますか？」

　大きくまばたいたレイリの目に、ゆっくりと理解と絶望の色が広がる。

　わななくように唇が震え、大きな瞳に見る見る涙なみだが浮かび上がっていくのをネルヴァーナは深い同情を宿した瞳で見やった。

「……精せい霊れい、と言ったな」

　ふいにユートが声を発し、ネルヴァーナがその顔に目をやった。

　羽織っていたマントの端はしをさらに裂さいて、ハーディルの傷に簡単な応急処置を施しながら、ユートは微び妙みような響ひびきを帯びた口調で告げる。

「俺の知っている精霊とは、ずいぶん様子が違ちがうようだが──」

「私と彼とでは、属性が違いますから」

　ユートの側に立つイリュウスをちらりと見やり、ネルヴァーナは薄うすく微笑んで答える。

「私の属性は〈闇〉──影と死を司つかさどります。〈水〉の属性である彼とは、違っていて不思議はありませんよ」

「……そういう意味ではないんだがな」

　複雑な表情を浮かべたまま、ユートはごく小さく呟く。

　人間としか思えない表情の豊かさといい、感情を込めたその話し方といい──イリュウスと同じ精霊とはとても思えなかったのである。

　その思いを察したようにネルヴァーナは笑えみを深め、あらためてユートに向き直った。

「コーダ以外の使い手にお目にかかるのは、実に千年ぶりです──初めまして、〈水〉の主。私は〈闇〉の精霊ネルヴァーナ。こうしてお会いできたことをなにより嬉うれしく思います」

「俺は……ユート・エイン」

　危あやうく本名を名乗りそうになってから、ケヴィンとレイリが側にいることを思い出して、ユートは偽ぎ名めいを口にする。

　ネルヴァーナの表情をうかがうように見ると、彼女は奇き妙みように奥深い瞳でユートの顔をじっと見つめたあと、心得たように微笑した。

（お見通し……ということか）

　薄うす々うす予想はしていたが、精霊に偽名は通じないらしい。

　しかしネルヴァーナの態度から、それを口に出すつもりはないらしいと判断してユートは内心でひそかに安あん堵どの息を吐いた。

　二人のやりとりを注意深く見守っていたタジェスが、そこで初めて口を開いた。

「闇の主、ということは──コーダ・フェイトゥスもユートと同じ、精霊の宿る武器の使い手だったということかい？」

「ええ……」

　ネルヴァーナはさらに言葉を続けようとしたが、タジェスが厳しい光を瞳に浮かべて言葉を続けるほうが早かった。

「君たち精霊には──精霊が宿る武器には、そこまでの力があるものなのかね？　この神殿を造り出したのもコーダ・フェイトゥスなのだろう？　あの部屋を埋うめ尽つくしていた黄金を作り出したのも……」

「それは、さして重要な力ではありません」

　こともなげにネルヴァーナは言い放ち、タジェスは思わず目をまばたかせる。

「物質に干かん渉しようする力は私たちの能力のほんの一部──本来、私たちは戦いのために作り出されたものなのですから」

　コーダは器用にその力を使いこなしていましたが、とネルヴァーナはわずかな苦く笑しようを含ふくんだ声で付け加える。

　しかし、その顔を見つめるタジェスの顔に笑みはなかった。

「戦いのため……つまり、兵器ということか？」

「ええ」

　ためらいなく答えて、ネルヴァーナは底知れない光を宿した瞳でタジェスを見み据すえる。

「私たちが作り出された目的は、より大きな力を──わずかでも敵に勝まさる力を手に入れるためでした。そうして生み出された仲間によってこの大陸は血みどろの戦いに巻き込まれ、やがてすべてが失われた……私や彼のような、ごくわずかな例外を残して」

　ネルヴァーナが向けた視線の先には、彼女の話にもまるで表情を動かすことなく立っているイリュウスの姿があった。

「私は戦せん闘とうの最中に大きな損傷を受け、その場で休きゆう眠みん状態に入ることでかろうじて消しよう滅めつを免まぬかれました──コーダに出会ったのは、目覚めたあとです。あの戦いから数千年が経過していると知った時は驚おどろきましたが……あれだけの仲間たちがすべて消え去ったと知った時の驚きに比べれば、たいしたものではありませんでした」

「……どんな力があったって」

　震ふるえる声をレイリが押しだし、ネルヴァーナは彼女に顔を向ける。

　涙に濡ぬれた瞳をきっと見開いて、レイリはネルヴァーナに言葉を叩たたきつけた。

「死にかけている人一人救うこともできない力に、いったいなんの意味があるっていうの!?　ハーディルを助けることもできない……そんな力なんて……」

「……その通りです」

　うなだれるネルヴァーナの言葉には、経験した者にしか知り得ない重い響きがあった。

「コーダの命を救うことができないとわかった時、私も心の底からそう思いました──大切な人を救うこともできない力などに、なんの意味もないと。単純な肉体の損傷なら、私にだって癒いやすことができた……だけど、彼の身体からだを冒おかしていたのは致ち死し性の術式だった。解除不可能なほどの──私にできたのは、ゆっくりと死に向かっていく彼を見送ることだけだった」

「………」

　その声ににじむ痛切な思いを感じ取って、レイリは口をつぐむ。

「コーダは残されたわずかな寿じゆ命みようの中で、この神しん殿でんを作り上げました。自分の死後、誰も私を手にすることがないように……彼の人生のほとんどは、私を悪用しようとする人間との戦いに費ついやされていましたから」

　わずかに口元にのぞかせた笑みを消して、ネルヴァーナはユートに目を向ける。

「戦いの中で、彼に命を救われた人間たちがこの神殿を守っていくことを誓ちかいました。彼らは絶大な力を持つコーダを『神』と崇あがめていた──コーダも彼らを信じ、この神殿への扉とびらを開く〈鍵〉として杖つえに形を変えた〈ネルヴァーナ〉を託たくしました。力の核かくとなる、私の意識だけを切り離して……」

「……なぜ、そんなことを？」

　かろうじて、ユートはその問いだけを口にする。

　ネルヴァーナの静かな語り口には、言葉をはさむことをためらわせるような圧あつ倒とう的てきな迫はく力りよくが満ちていたのだ。

　短い沈ちん黙もくのあと、ネルヴァーナはユートの瞳ひとみを見据えて答えた。

「それは──私を破は壊かいする方法が、この世のどこにも存在しなかったからです」

　軽く目を見はるユートに、ネルヴァーナはうっすらと微笑ほほえみを浮うかべてみせる。その笑みはこの上もなく美しく、同時にどこか哀しげな色を宿したものでもあった。

「力の核となる私の意識をこの神殿に封ふうじても、本体である〈ネルヴァーナ〉を破壊することはできなかった。どこかに隠かくしても、いずれ誰かに見つけ出されてこの神殿に眠ねむる私の意識を呼び起こし、完全な姿でよみがえる可能性は否定できない──もちろん、この神殿に本体ごと封じてしまうという方法もありました。でも優ゆう秀しゆうな術者なら、閉じられた空間であろうと立ち入ることは決して不可能ではなかったし、それに──」

　ネルヴァーナは言葉を切って、硬かたい表情のレイリを慈いつくしむような瞳で見つめる。

「コーダなりに、彼らの気持ちに報むくいたいと思ったのも理由の一つかもしれません。黄金などでは表しきれない思いを、信しん頼らいという形で返そうと思ったのかも……」

　そのまなざしを避さけるように、レイリは唇くちびるを嚙かみしめて深くうつむく。

　こわばった小さな肩かたをネルヴァーナはむしろ愛いとしげに見つめ、おもむろにその視線をユートへと移した。

「ユート──あなたに、お願いしたいことがあります」

　前まえ触ぶれもなくそう切り出されて、ユートは困こん惑わくのにじむ声を返す。

「俺に……？」

　相手の持つ力を思えば、むしろ頼たのみ事をしたいのはユートのほうだった。

　応急手当ては施ほどこしたものの、ハーディルの容態は依然として悪い。だが原因が病であれば、ユートにはこれ以上どんな手の打ちようもない。

（せめて……傷だけでも治ち癒ゆしてもらったほうがいいんじゃ……）

　ぐるぐると思い悩なやみながら、ユートは硬い声をネルヴァーナに投げ返す。

「いったい、なにを……？」

「私を──〈ネルヴァーナ〉を破壊してもらえませんか？　あなたの持つ〈イリュウス〉で」

　思わず言葉を吞のんだのは、ユートだけではなかった。

　話に耳を傾かたむけていたタジェスとケヴィンも──レイリまでもが弾はじかれたように顔を上げて、ネルヴァーナの顔を見つめやる。

「……破壊、だと？」

「ええ」

　愕がく然ぜんとしたユートの声に対し、ネルヴァーナの声はどこまでも静かだった。

「そんなことをすれば、お前は……！」

「わかっています──それが、私の望みなのです。私の本体である〈ネルヴァーナ〉を完全に破壊することができるのは、同じ精せい霊れいの力を宿した武器のみ。だからあの時、私はここで眠りにつくことを選んだのです。私以外の精霊を宿した武器が──その使い手が、ここに現れるという万に一つの可能性に賭かけて」

　賭けには勝つことができました、とネルヴァーナは微笑んで告げる。

「どうか、お願いです。ユート……あなたが、最初で最後の可能性なのかもしれないのです。この機会を逃のがせば、もう二度とこんな幸運は訪おとずれないのかもしれない──コーダが生きていたあの時でさえ、すでにこの大陸にはほとんど仲間は残ってはいなかった。こうして、あなたが私の前に現れてくれたこと自体奇き跡せきのようなことなのです」

「だが……」

　こらえきれないように目を背そむけるユートに、ネルヴァーナは訴うつたえかける。

「あなたが私を破壊してくれなければ、私は永遠にも等しい時間をここで過ごすことになる。いいえ──それならまだいいのです。私が恐おそれているのは、私を利用しようとする者がここに現れること。私の力を悪用しようと考える人間が〈ネルヴァーナ〉を手にすることがあれば、コーダのしてきたことがすべて無む駄だになってしまいます」

「それは……これまでと同じように、侵しん入にゆう者を撃げき退たいし続ければ……」

「もう、遅おそいのです。彼女がここを訪れたということは、すでに守人たちの意識も変わりつつあるということ。いずれ秘密は洩もれ、多くの者が黄金や──『神の力』を目当てとしてここを訪れることでしょう。守人たちの協力があればここまで立ち入ることは決して難しくはない。私にはそれを排はい除じよする手段も権限もないのですから……」

「そんな、ことは……」

　レイリが口を開きかけ、ぎゅっとその唇を嚙みしめる。

　否定できないことを悟さとったのだろう。うつむいて拳こぶしを握にぎりしめるレイリに、ネルヴァーナは優やさしく言葉を投げやった。

「仕方がないことなのです。人は変わる──変わらずにいられるのは死者だけです」

　言い聞かせるように告げ、ネルヴァーナは硬い表情のユートに視線を向ける。

「お願いできませんか、ユート？」

「……駄だ目めだ」

　低く、しかしはっきりとユートは拒きよ絶ぜつの言葉を返す。

　強く首を振ふってネルヴァーナを見返すと、彼はむしろ必死といってもいい熱を帯びた口調で言葉を続けた。

「他ほかに手段はあるはずだ。ここを出ることだって──レイリを主と定めれば、お前を狙ねらう者も簡単に手出しはできなくなるはずだ！」

「彼女には、私の主となる適性がありません」

　穏おだやかな笑えみを浮かべたまま、ネルヴァーナはゆっくりとかぶりを振る。

「それに適性があったとしても、私はコーダ以外の人間を主に定めようとは思いません。私の主は永遠に彼一人きり──むろん強制されれば逆らうことはできませんが。ですが私から他の人間を主に選ぶようなことはしたくないのです」

「……ネルヴァーナ」

　その笑みに気け圧おされたように、ユートはその名を口にしたきり黙だまり込む。

　ネルヴァーナは幼い子供に向けるような微笑をその目にたたえたまま、真しん摯しな思いのこもる声で告げた。

「私はコーダの思いを無駄にしたくありません。ですが、そのためにコーダへの思いを捨てるようなこともしたくない。そして──」

　彼女は部屋の奥に安置された、長方形の台へと視線を向ける。

「これ以上、彼を待たせることもしたくないのです」

　その言葉に応こたえるように、うっすらと透すきとおる台の曇くもりが薄うすれてその中に横たわる人物の姿を明らかにする。

　そこにあったのは、二十歳はたちにも満たない一人の若者の姿だった。

　大人しそうな目鼻立ちの、ごく平へい凡ぼんな容姿の若者だ。死後数百年はゆうに経たっているはずだが、その身体にはいっさいの損傷がなく、目を閉じて横たわっている姿はただ眠っているようにも見えた。

「彼のいない世界で生きていくことは、私には耐たえられない。だけど、彼を忘れて生きていくこともしたくない。私の望みはこの意識を無に帰すこと──それでコーダのもとへ行けるなどとは思っていないけれど、この身に魂たましいのかけらなりと宿るのであれば、あるいは……どこかで彼に巡めぐり合うこともできるかもしれない」

　呟つぶやくように言って、ネルヴァーナはひたとユートに目を据すえる。

「お願いです──私を破壊して下さい。この力が世に出てからでは遅いのです。私の──彼の望みを叶かなえて下さい」

「……俺には」

　弱々しく首を振ろうとしたユートの肩に、タジェスが手を置く。

　驚おどろきに目を見開いたユートに、タジェスは微笑みを浮かべてゆっくりと言った。

「重すぎる決断なら、一人で背負わなければいい」

「タジェス……」

「私は門外漢だからね。彼女の存在がどれだけ危険なものかはわからない──けど、これだけはわかる。さっきのエーデバルツという男のような連中が、これからも彼女を狙ってくるだろう。そいつらの手に彼女が渡わたるようなことになれば……どうなるかわかるだろう？」

「………」

　唇を嚙みしめてから、ユートは決然と顔を上げる。

「だったら、俺が……！」

「彼女を守る、と言うつもりかい？　それで君や、君の周囲の人間が危険にさらされることになっても？」

　厳しい光を瞳ひとみに宿らせてタジェスが言葉を返し、ユートは思わず口をつぐむ。

「連中はどんな手段を使ってでも、彼女を手に入れようとするだろう。それでも、君は彼女を守ることができるかい？　君の大切な人間を失うようなことになっても？」

　そこまで言ったあと、タジェスはふと瞳に浮うかぶ表情をやわらげた。

「このくらいのこと、君ほど頭の回る人間が考えないはずがない。君にも本当はわかっているんだろう？　すべてと引き替かえにする覚かく悟ごがなければ、彼女を守りきることなどできないと。だけど、君には無理だよ──君には背負っているものがありすぎる」

「……うるさい」

　ユートの声は弱々しく、子供がだだをこねているようにも聞こえた。

　それを感じ取ってか、タジェスの顔に苦笑めいた笑みがのぞく。伏ふせたユートの顔をのぞき込んで、彼はささやくように言った。

「君の重荷の半分を、私が引き受けよう──私からも君に頼む。魔ま術じゆつの力の一いつ端たんを知る人間として、彼女を──ここで消しよう滅めつさせて欲しい」

「………」

「それに、君の荷物を背負うのは私一人じゃない」

　タジェスの声にユートは顔を上げ、正面に立つイリュウスの姿を見て取る。

　イリュウスの顔に表情はなかったが、自ら進んでユートの前に歩み出ると彼はその場に膝ひざをついて短く告げた。

「お望みのままに。我が主」

　ユートはその姿を黙って見下ろし、やがて呻うめくような声を発した。

「……わかった」

　その声は低くかすれていたが、同時に上げた顔に迷いの色は浮かんでいなかった。

「ありがとう──ユート」

　強い輝かがやきをたたえた瞳を見返し、ネルヴァーナは微笑ほほえんで礼を言う。身を屈かがめると、彼女は足元に横たわるハーディルの身体からだに指先で軽く触ふれてユートに向き直った。

「あなたの優しさに感謝します。辛つらい決断をさせてしまってごめんなさい──でも、あなたに会うことができて本当に良かった」

「……っ！」

　きつく握りしめられた、ユートの拳が震ふるえる。

　ネルヴァーナはその正面でゆっくりと立ち上がるイリュウスを見やって、微笑みをわずかに複雑なものへと変える。

　美しい微笑に混ざったのは、同情とも羨せん望ぼうともつかない色だった。

「……あなたにはなにもないのですね。羨うらやましい」

　イリュウスの青水色の瞳に、一いつ瞬しゆんだけ訝いぶかしむような感情の光が揺ゆれる。

　それを見て取るよりも早くネルヴァーナは微笑を消して、暗い血の色をした瞳を閉とざした。同時にその姿は、二枚の長い刃やいばを備えた優美な鎌かまへと形を変える。

〝お願いします〟

　ユートは溜ためていた息を吐はき、大きく息を吸ってはっきりとした声を放った。

「──〈イリュウス〉！」

　目の前に立つイリュウスの姿が薄れるように消え、そこに重なるようにして無色の刃を持つ長ちよう剣けんが浮かび上がってくる。

　その柄つかをつかみ取ると、ユートは表情を消した瞳で〈ネルヴァーナ〉を見み据すえる。

　透とう明めいな刃が閃ひらめき、宙に浮かぶ鎌を両断したのは直後だった。

　数百の水すい晶しようを打ち砕くだくような音があたりに響ひびきわたり、真っ二つに折れた鎌の刃と柄えがそれぞれ無数の光のかけらとなって散らばっていく。

　それらは宙を漂ただよいながら、徐じよ々じよにその輝きを薄めていった。その最後の光の一片が消え去るまで、動こうとする者は誰だれ一人ひとりとしていなかった。

　やがて身じろぎしたのはタジェスで、彼はユートの顔を心配そうに見やって言った。

「……ユート。大だい丈じよう夫ぶかい？」

　答えはなく、タジェスはユートの肩かたに手をかけてさらに言葉を重ねようとする。

　呆ぼう然ぜんと一連のなりゆきを見守っていたケヴィンが、ふいに驚いたような顔で声を発したのはその時だった。

「今──揺れなかった？」

「……え？」

　言葉を返した瞬しゆん間かん、はっきりとした揺れをタジェスも身体に感じる。

　はっとした表情を浮かべて、ユートが伏せていた顔を上げた。素す早ばやくあたりを見回し、彼は確かめるように言葉を口にする。

「まさか……崩くずれるのか!?」

「えええええっ!?」

　頰ほおに両手を押し当てて叫さけぶケヴィンを「うるさい！」と一いつ喝かつして黙らせ、ユートは緊きん張ちようした面おも持もちで足元の揺れに意識を集中する。

　その姿はいつもと変わりなかったが、安あん堵どする余よ裕ゆうはタジェスにもなかった。

「崩れるって……ここがかい？」

「ここを作り出したのが〈ネルヴァーナ〉の力なら──それを維い持じしていたのも彼女だったとしたら？　彼女が消滅するのと同時にここが崩れ始めても、なんの不思議もない！」

「そういうことは、先に言っておいてくれないと～！」

　情けない顔で声をあげるケヴィンの意見にユートも賛成だったが、そんなことを言っている暇ひまはないようだった。

　あたふたと見けん当とう違ちがいの方向に逃にげ出そうとしてひっくり返るケヴィンの襟えり首くびをつかまえて、ユートはレイリに声を投げる。

「すぐにここを出る！　案内を──」

　声が途と切ぎれたのは、先さき程ほどの打ちひしがれたレイリの姿を思い出したためだ。

　しかし、返ってきたのは思いがけないほどしっかりした声だった。

「──はい！」

　やや戸と惑まどった表情をのぞかせるユートを、レイリは揺るぎのないまなざしで見返してから、側そばに横たわるハーディルに視線を移して続ける。

「そのかわり、手を貸して下さい！　ハーディルを運ばなくては！」

「……ああ」

　ユートは複雑な光を瞳に宿して答え、その目を人間の姿に戻もどったイルへと向ける。

「ハーディルを頼たのむ！　間ま違ちがっても落とすなよ！」

「は……はい！」

　ハーディルを背中に担かつぎ上げるイルを横目に見ながら、ユートはレイリに向かって歯切れの悪い口調で言った。

「すまん……ここを出たら、できる限りのことをすると約束する。〈イリュウス〉の力でどこまでできるかはわからないが──それまで、彼が保もつことを祈いのっていてくれ」

「……はい」

　不思議に澄すんだ瞳でユートを見返し、レイリは泣きそうな笑えみを浮かべる。

「ありがとう──ユートさん」

「いや……力になれなくてすまない」

　苦い表情でユートは応こたえ、その思いを振ふり切るようにタジェスに顔を向けた。

「動けるか？　無理そうなら背負っていくが……」

「君に背負われるくらいなら、這はいずってでも出口に向かうよ」

　苦く笑しようじみた表情でタジェスは言葉を返し、ユートはややむっとした顔つきになる。

「俺に背負われるのがそんなに嫌いやか？　まさか男の沽こ券けんに関かかわるなんて思っているんじゃないだろうな、お前？　女扱あつかいするなと何度言ったら……」

「君に負担をかけるくらいなら、無理をしてでも自力で動いたほうがいいってことだよ」

　予想外の答えに、ユートは思わず沈ちん黙もくする。

　わずかな間のあと、照れたように顔を背そむけて彼はぶっきらぼうな声を投げた。

「なにを馬ば鹿かな──お前一人背負ったくらいで、俺が負担に感じるとでも思っているのか？」

「それくらい、私にだってわかっているよ。ただ、君の前ではできるだけ格好をつけていたいんだよ──この気持ち、理解してもらえないかな？」

　にっこりと笑ってタジェスは告げ、さらに一言付け加えた。

「それに、君に背負われたら足が引きずられて痛い思いをしそうだし」

「……それか？　それが本音なんだな？　というか、足を引きずるような下手くそな背負い方俺がするわけないだろう！」

「いやいや、最初に言ったほうが本音だとも──気になる相手にはみっともない姿を見せたくない。これこそ男の心理というものだろう？」

「……とことん元気そうだな。さっさと走らないと置いていくぞ！」

　呆あきれ果てたように言ってユートは駆かけ出し、慌あわててタジェスがそのあとを追った。

　その頃ころには、すでに震しん動どうは身体全体で感じられるほどに強まっていた。ユートはケヴィンの腕うでをつかんだまま、ただの暗い穴と化した部屋の入り口から通路に走り出ていく。

「その角を左です！」

　タジェスと並ぶような形で走っているレイリが指示を出し、ユートはためらわずにその角を曲がる。ハーディルを背負ったイルを含ふくめ、遅おくれている者はいないようだ。

　と同時に、通路の先に人ひと影かげを発見してユートは危あやうく足を止めそうになった。

（あの連中か──！）

　そこにいたのは、気絶から覚めたらしき覆ふく面めんの男たちだ。

　しかし彼らも負けず劣おとらず驚おどろいた様子で、首領格の男の顔に敵てき愾がい心しんがよみがえるよりも早くユートは声を張り上げた。

「ここはもうすぐ崩れる！　早く逃げろ!!」

　とっさに武器を構えようとした男たちが、その一言で完全に浮うき足立つ。

　この揺れからすでに異常を察していたのだろう──彼らがユートと同じ方向に向かって逃げ始めるまで、いくらも時間はかからなかった。

「いったい、なにがどうなっているんだ!?」

　首領格の男が、走りながらユートに疑問の声をぶつける。

「ここを維持していた力が失われた！　お前たちが横取りしようとしていた宝ほう珠じゆに宿っていたものだ──依い頼らいは果たせなかったと雇やとい主に伝えろ！　その雇い主も、とっくにここから逃げ出したあとだがな！」

「なんだと？　どういう──」

　困こん惑わくの声をあげる男を無視して、ユートは通路をひたすら走っていく。
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　レイリの指示で最短距きよ離りを走り抜ぬけ、黄金像の置かれた部屋にたどり着いた頃には、立っているのも難しいほどの揺ゆれが部屋全体を揺るがしていた。

　かたかたと揺れる黄金の品々に、ユートは手を伸のばしたくなる衝しよう動どうを必死でこらえる。

（あの中の一つでも持って帰れたら──！）

　しかし断腸の思いで黄金の山に背を向け、ユートはその部屋を走り抜けていった。

　男たちも同様の思いらしく、未練がましく何度も部屋をふり返っている。

　ユートの後ろを走るタジェスが、やや同情めいた視線をその背中に向けて、荒あらい息の間から言葉を投げやった。

「足を止めなくて正解だよ。止めたら最後、持てる限りの黄金をかき集めるまで、あの部屋を出られなかっただろうから──」

「わかってる！」

　やけっぱちのようにユートは怒ど鳴なり返し、ケヴィンの腕をつかむ手に力を込める。

　足元を襲おそう揺れはさらに増し、気を抜けば転てん倒とうしかねないほどだ。身の軽いユートや、タジェスならともかく運動神経に難のあるケヴィンなどは、絶対に一人では無事に出口までたどり着くことはできないだろう。

　ケヴィンの腕をつかんで走りながら、ユートはもう一人の不安要素に向かって怒鳴る。

「死んでもこけるなよ、イル！　お前はともかくハーディルの身が心配だ!!」

「私の心配もして下さい～！」

　イルの声を背中で聞き流し、ユートは不安定に揺れる床ゆかを踏ふみしめて走っていく。

　頭上からぱらぱらと降り注ぐ細かな塵ちりの中に、石のかけらが混ざり始めるまでさほどの間はなかった。遠くのほうから、なにか大きなものが崩れ落ちる音も聞こえ始める。

　それらのものに急せき立てられるように、彼らは懸けん命めいに足を速めていまだ見えぬ出口へと向かっていったのだった。
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　闇やみに包まれた通路を走り抜け、ユートたちが地表の扉とびらにたどり着いたのはそれから間もなくのことだった。

　地上は夜明け前らしく、うっすらと白んだ空に点々と星が散っている。

「……出口だ！」

　巨きよ大だいな扉から走り出るのと同時に、彼らは力ちから尽つきたようにその場にへたり込む。

　中でも目を回す寸前といった様子で、息も絶え絶えに地面にへばりついていたケヴィンが、ふと扉に目をやって大声をあげた。

「──ああああっ!!」

　その声に驚いて、ユートたちもふり返る。

　同時にその目が見開かれたのは、ゆっくりと閉じていく扉の表面に無数の亀き裂れつが走っているのを見てとったためだった。

　扉は亀裂の入った部分から、少しずつ光に変じて崩くずれ落ちていく。

　やがて亀裂は扉の表面全体を覆おおい尽つくし、それを細かな光の破は片へんへと変えた。

　破片は宙を漂ただよいながらさらに細かく砕くだけ、最後には砂すな粒つぶのようになって空気に溶とけるように消えていく。

　両りよう脇わきにそびえ立つ柱も同様にして崩れ去ると、そこに扉があったことを示すものはなに一つ残らなかった。

「……消え、ちゃった……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたケヴィンに、ユートは「そうだな」とそっけない声を返した。

「そうだな──って、消えちゃったんだよ!?　あんなすごい神しん殿でんが、あっという間に……もう少し驚くとかなんとかないわけ!?」

「崩れるのは、とっくにわかりきっていたことじゃないか」

　食ってかかるケヴィンの勢いにやや押され気味となりながら、ユートはいつもと変わらない口調で言葉を返した。

「だから、あんなに必死になって逃にげ出してきたんだろう？──そうでなければ、宝の山を前にして手ぶらで帰ってきたりするものか」

　ぼそりと付け加えた一言は、ケヴィンの耳には入らなかったようだ。

「そうじゃなくて～！　なんていうか気持ちの問題っていうか……ああもう！」

　うまく言葉が見つからず、両手で頭を搔かきむしるケヴィンを呆れたように見やってユートはイルに視線を移す。

　そのかたわらに横たえられたハーディルの身体からだへ、ユートは足早に近づいていった。

「お──ユート様」

　歩み寄ってくるユートに気づいて、イルが顔をほころばせる。

「褒ほめて下さい。私、転びませんでしたよ！　これはもはや、奇き跡せきと言ってもいいのではないでしょうか!?」

「……胸を張って言うことじゃないぞ」

　軽く額を押さえて言い返してから、ユートはわずかに表情を和なごませる。

「だが……よくやった。褒めてやる」

「──ありがとうございます」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむイルに背を向け、ユートはハーディルの側そばに屈かがみ込む。

　口元に手をやって呼吸があることを確かめてから、彼はイルに視線を向けてなにごとか言いかけた。

　しかし、それより早くユートの手に触ふれた者があった。

「──レイリ」

　思わず吞のみこんだ言葉のかわりに、ユートはその相手の名を口にする。

　レイリはハーディルに伸ばしたユートの手を押さえたまま、複雑な微笑を浮かべて首を横に振ふってみせた。

「……どうしてだ？　彼を助けたくて、ここまで……」

「いいんです」

　困惑した顔で問いかけるユートに、彼女は澄すんだ声で告げる。

「その必要は、もうありませんから……」

　目をまばたかせたユートがハーディルに視線を戻もどすのと、彼が低く呻うめいて目を開けるのとはほとんど同時だった。

　濃のう紫し色しよくの瞳ひとみがゆっくりと焦しよう点てんを結ぶのを、ユートは目を丸くして見つめる。

「──あの女性ひとが、治してくれたんです」

　横たわったハーディルに視線を向けたまま、ぽつりとレイリが言った。

　その声こわ音ねは淡たん々たんとしていたものの、ハーディルを見やる瞳には今にもこぼれ落ちそうな涙なみだの雫しずくが溜たまっていた。

　それを目にしたユートが、まずいものを見たように慌あわてて視線をそらす。

「消しよう滅めつする寸前、あの女性の──ネルヴァーナの声が、私の頭の中で聞こえました」

〝──彼の中の『死』は、私が預かっていきます〟

　どこか寂さみしげな微笑を含んだ声がレイリにそう告げ、さらにこんな言葉も残していった。

〝あなたは……後こう悔かいしないようにね。思いを伝えたい相手が、いつまでも側にいてくれるとは限らない。どんなに祈いのっても、声をふりしぼっても届くことのない思いを抱かかえていくのは……本当に苦しいことだから〟

「私は……ネルヴァーナの信しん頼らいを裏切ったのに」

　声を震ふるわせるレイリの目から、一ひと滴しずくの涙がぽたりとこぼれ落ちる。

「彼女は私を責めなかった、一言も……それどころか、あんなひどいことを言った私の願いを叶かなえて……」

「──それは、違ちがうんじゃないかな」

　ようやく息を整えたタジェスが、レイリに向かって言葉を投げやった。

「君は確かに自分のために〈不死の宝ほう珠じゆ〉──ネルヴァーナの力を手に入れようとしたけど、ユートをあそこに連れていったことで、結果的に彼女の願いを叶えてやることができた。礼を言われることがあっても、責められることはないんじゃないのかね？」

　涙を拭ぬぐうことも忘れ、レイリは皮肉げな──しかし、どこかやわらかな光を宿した琥こ珀はく色いろの瞳を見返す。

「まぁ……まったくの偶ぐう然ぜんではあるのだけど、ね」

「それは励はげましているんですか？　それとも馬ば鹿かにしているんですか？」

　しっかりと一言付け加えるタジェスに、レイリは微び妙みような表情になって言い返す。

　タジェスはそらとぼけた顔で「さぁ、どうだろうね」と返したが、レイリの口元にのぞいた笑えみを見る目は満足そうな色をたたえていた。

「あ、あのね──！」

　そんな二人の表情を見比べていたケヴィンが、焦あせったように口を開く。

　だが、彼の言葉がレイリの耳に届くよりも彼女が顔を輝かがやかせて、身体を起こそうとしたハーディルのほうに身を乗り出すほうが早かった。

「ハーディル……もうなんともない!?　無理なら、まだ動かないで……！」

　ぱくぱくと口を開閉するケヴィンに注目する者は、誰だれ一人ひとりとしていなかった。

　いくつもの視線が集まる中、ハーディルは眉まゆを寄せながらゆっくりと身を起こす。

　その身体のどこにも痛みがないことを確かく認にんし、胸に当てた手の下で心臓が規則正しく動いているのを感じ取ると、彼は戸と惑まどった顔つきで目の前のレイリを見返した。

「レイリ……？　俺は、いったい……」

「──ハーディル！」

　その声と同時に、レイリは勢いよくハーディルの身体に抱だきつく。

　危あやうくひっくり返りそうになりながらも、ハーディルは慌てて両りよう腕うでに力を込めて、レイリの身体を受け止めた。

「……レイリ？」

「よかった……！　本当に──ハーディルが死ななくてよかった!!　ハーディルが死んだら、私は……!!」

　胸に顔を埋うずめて泣きじゃくるレイリを、ハーディルは呆然と見つめる。

「どうして……」

　レイリは応こたえず、ハーディルは震えるその肩かたをそっと──壊こわれ物にでも触れるように、ためらいがちに抱く。

　細い身体に触れた手にほんのわずかな力がこもり、直後慌てたように引きはがされた。

　同時に、レイリは顔を上げて怒ど声せいをハーディルに叩たたきつけていた。

「どうしてって──そんなの、決まってるでしょう！　あなたのことが好きだからよ!!」

　真っ赤に泣きはらした目でハーディルの顔を睨にらみつけ、彼女はあふれる感情をもはや隠かくそうともせずに言った。

「あなたが好きだから──あなたを失いたくなかったから、ここに来た！　あなたを失わずに済むのだったら、どんなことでもしようと思った！　たとえ神を裏切ることになろうとも……私の前からあなたがいなくなることに比べたら、恐おそろしいことなどなに一つなかった!!」

「……レイ、リ」

　呆然と目を見開いて、ハーディルは目の前の少女を見つめる。

「たとえ神の罰ばつが下されようとも、あなたが生きていられるならそれでいいと思った。思いを伝えることができなくても──どのみち巫女みこである限り、あなたと結ばれることはできない。ただ、あなたに生きていて欲しかった……あなたが私の前からいなくなってしまうのを、手をこまねいて見ていたくなかったの」

　頰ほおを真っ赤に染め、言葉を詰つまらせながら告げるレイリの顔は、すでに『巫女』のものではなかった。それは年相応の、生気に満ちた美しい『少女』の顔だった。

「……そうか」

　ハーディルは呟つぶやくように言って、レイリの肩にもう一度手を置く。

　今度は離はなすことなく──しっかりと力を込めてレイリの身体を抱き寄せ、彼は微笑みを浮うかべてささやいた。

「すまなかった……全然、気づいてやれなくて」

「……ハーディル」

　レイリの目に新たな涙が浮かびかけ、それを隠すように彼女はハーディルの胸にぐいと顔を押しつけた。

「わかってるわ──あなたがどうしようもなく鈍にぶいってことくらい。だから、安心して好きでいられたの」

「……ひどい言われようだな」

　ハーディルの声に、苦く笑しようの響ひびきが混ざる。

　それ以上は見ているのも野や暮ぼだと判断し、ユートはくるりと二人に背を向けた。少しばかり顔が赤くなっているが、それは仕方がない。

　二人から離れていくユートに、イルが首を傾かしげながら言葉を投げやった。

「ええと……結局、どういうことなんですか？」

「見ればわかるだろうが！　要するに、双そう方ほうともに思い合っていたということなんだろう！　こんなことでもなければ、どちらも口に出すつもりはなかったようだが……」

「なにやら、障害もありそうな感じだったしねぇ」

　ちらちらと背後をうかがい見ながら、タジェスが笑みを含ふくんだ口調で言う。

「でも、今の二人ならどんな障害でも乗り越こえられるんじゃないかい？　特にレイリは最強という気がするよ──恋こいをした女の子っていうのは、本当にすごいねぇ」

「……確かにな」

　心の底から同意するユートの肩に、タジェスはぽんと手を置く。

「私たちも、ともに手を取り合ってあらゆる障害を乗り越えて行こうじゃないか！　君とならこの世の果てにある壁かべだって乗り越えて行けるよ！」

「それ以前に、俺とお前の間には広くて深い溝みぞがあると思うぞ」

　ユートは顔をしかめて言うと、タジェスの手を払はらいのける。

　つれないなぁ、と苦笑するタジェスから顔を背そむけ──ユートは同時に、離れた場所に立っているケヴィンの姿に気がついた。

　いつも以上に丸くなった背中に、なんともいえない哀あい愁しゆうが漂ただよっている。

「……ケヴィン？」

　心配そうにユートは声をかけたが、返事はなかった。

　がっくりと肩を落としたケヴィンの背中を見ているうちに、ユートの脳のう裏りに浮かび上がってくる記憶があった。

（ああ……そういえば）

　ちらりと背後の二人に目をやり、ユートはケヴィンに歩み寄っていく。

　肩かた越ごしにその顔をのぞき込むと、空色の瞳ひとみいっぱいに涙が溜まっているのがわかった。淡あわい笑みを浮かべ、ユートは黙だまったままケヴィンの背中を力づけるように軽く叩く。

「……ぼ、僕は」

　それに励まされるように、ケヴィンは涙で濁にごった声で言った。

「レイリが……幸せならいいんだ。彼女が選んだ相手が、僕じゃなかったのは哀かなしいし寂さびしいけど、ああやって笑っている彼女を見られるなら……」

「……お前は本当に頑がん張ばった」

　ケヴィンの顔が見る見るうちに歪ゆがみ、彼は嗚お咽えつ混じりの声で言葉を吐はき出す。

「……わかってたんだ。レイリみたいな可愛かわいい子が、本気で僕のことなんか相手にするわけがないって。だけど……だけど、僕は……」

「お前はいい奴やつだよ、ケヴィン」

　ユートの声には、心からの思いがにじんでいた。

「今回は、ちょっと運が悪かっただけだ。お前のいいところをわかってくれる女の子が、必ず現れるさ。『僕なんか』なんて自分を卑ひ下げする必要はないぞ。今回のことでは俺も正直お前のことを見直した」

「ユート……」

　涙と鼻水でぐしゃぐしゃになった顔を上げ、ケヴィンはユートを見返す。

　直後、こらえきれないようにユートに抱きつくと、ケヴィンは盛大に声をあげてわんわんと泣き始めた。

「うわぁあああん！　告白もできないうちに振ふられた～!!」

　鼻水を服に付けられないか内心冷や冷やしながらも、ユートはその背中を幼い子供をあやすように優やさしく叩いてやる。

「……元気出せ。地下でのお前はけっこう格好良かったぞ」

「やっぱり男は顔なんだ～！　どんなに頑張っても太っちょじゃ駄だ目めなんだ～!!」

「そんなことはない……と思うぞ。人の好みは色々だし……レイリは最初から、ハーディルのことしか見えていなかったというだけのことで」

「今度こそ、運命の相手だと思ったのに～！」

「毎度のことだろう、気にするな。立ち直りの早いところがお前の一番の長所だろう？　次の運命の相手がすぐに見つかるはずだ」

　ユートの言葉は励はげましというにはやや微び妙みようなものだったが、ケヴィンの耳にはその言葉自体入っていないようだった。

　ひとしきり泣いたところで、ようやく気が収まったのか少し泣き声が小さくなる。

「……少しは、気が済んだか？」

「うう……」

　しゃくり上げながら、ケヴィンがうなずく気配がする。

　それでもケヴィンはユートから離れようとせず、むっちりとした身体からだの熱さにやや辟へき易えきしながらも、ユートはかすかな微笑ほほえみを浮かべて彼の焦こげ茶色の巻き毛を、くしゃくしゃとかき混ぜるようにして撫なでてやる。

　同時に、ユートに抱きついたままのケヴィンが深々とため息を洩もらす。

「ああ……」

　レイリの衣服を身につけたままのユートの身体を、ぎゅっと抱き締しめながら、

「……どうして君は女の子じゃないんだろう。ユートが女の子だったら……いや、もういっそ男の子でも！」

「阿あ呆ほうか、貴様！」

　額に青筋を立てて、ユートはケヴィンの肩をつかんで力任せに引きはがす。

　腰こしを支点にその身体を思いきり放ほうり投げると、鞠まりのように転がっていく彼を鼻息も荒あらく見下ろしてユートは怒ど鳴なった。

「少し頭を冷やせ！」

　その背後に立っていたタジェスが、小さく拍はく手しゆをするようにして告げる。

「君が身持ちの堅かたい人で、本当に良かったよ」

「……お前もぶん投げられたいか？」

　じろりとユートに睨にらみつけられて、タジェスは慌あわてて叩たたいていた両手を横に振った。

「い、いや！　遠えん慮りよしておくよ……！」

　ユートはふんと鼻を鳴らして、視線を東の空へと向ける。

　明るさを増した空と湖の境目から、最初の陽ひがこぼれ出そうとしているところだった。淡く金に輝かがやく光を頰に受けながら、ユートはわずかに目を細める。

　胸のうちを様々な思いがよぎったが、今は素す直なおに全員無事であったことを喜ぼうと──そう思った。







　沖おきに停てい泊はくしていたリディス号に小こ舟ぶねで戻もどり、ユートたちは島をあとにした。

　エーデバルツに雇やとわれていた男たちも、自分たちの船に乗って島を離れていった。ユートは彼らを捕とらえようとはせず、ただ「もし次にこんな形で会うことがあったら、その時こそ容よう赦しやせんからな」と釘くぎを刺さすだけに留とどめた。

　神しん殿でんから無事に脱だつ出しゆつできたことですっかり気が抜ぬけたのか、彼らはユートたちに笑え顔がおで手を振りさえしながら別れていった。

　その際、彼らが洩らした「小舟が一隻せき足りなくねえか？」という一言が、ユートの心に妙みように引っかかっていたが……

「……ああ、ここにいた」

　甲かん板ぱんに出て景色を眺ながめていたユートのもとへ、タジェスが姿を現した。

　前もって酔よい止めの薬を飲んでいるためか、その顔色は来た時とは比較にならないほど良い。足元がややおぼつかなかったが、行動に支障はないようだった。

　にこやかな笑みを浮うかべて足を止める彼を、ユートはつまらなさそうに見返す。

「なんだ……なにか用か？」

「用事がなければ、君の側そばに来てはいけないのかね？　君の顔をこうして近くで見ているだけでも、私にとっては十分意義のある時間だというのに……」

「俺にとっては、まるっきり無む為いな時間だ。暇ひまなら船室で寝ねていろ」

　そっけなく言って視線を湖面に戻すユートに、タジェスは「つれないなぁ」と苦く笑しようしながらその横に並んで立つ。

　しばらく黙って風に髪かみをなびかせてから、彼は湖面を見やったまま言葉を投げた。

「……他ほかの皆みんなは？」

「レイリとハーディルは船室。ケヴィンは後こう尾び甲板で傷心中──イルが付いているから心配はないだろう……たぶん」

「不安の残る組み合わせだね、それは」

　タジェスは笑って言うと、少しばかり迷うように言葉を切った。

　その不自然な沈ちん黙もくに気づき、ユートは彼の顔をうかがうように見つめやる。

「……タジェス？」

「ちょっと、気づいたことがあってね」

　目を伏ふせて告げるタジェスの顔には笑みがあったが、その口調は対照的に重かった。

「あの神殿でコーダ・フェイトゥスの神像を見ただろう？　黄金でできた、あの……」

「ああ……」

　途と端たんにユートの声が暗くなったのは、あの大量の黄金が一つ残らず失われてしまったことを思い出したためだ。

（あの黄金の塊かたまり一つでも持ち出せていたら、少しは借金を返す足しになっただろうに……！）

　もう何度目になるかわからない自責の念に苛さいなまれながら、ユートはどんよりとした顔つきでタジェスを見やった。

「それが……どうかしたか？」

「あれが、なにかに似ているように思えてね──ついさっき、思い出したんだ」

　眉まゆを寄せたユートに向かって、タジェスは慎しん重ちようにその言葉を口にする。

「あれはニーザベイムで見た〈戦せん機き〉に似ていたんだよ」

「──似ていたか？」

「うん……似ていると言っても、印象程度だからね。現にエーデバルツが出したあの〈戦機〉もどきを見ても、少しも似ているとは思わなかった」

　難しい顔をして黙り込むユートから、タジェスは視線を外して言葉を続ける。

「それに──どうして神像があんな形をしていたのかもちょっと気になる。コーダ・フェイトゥスは見たところ普ふ通つうの人間だった。神として祀まつられていたにせよ……その姿を模したはずの神像がなぜ、あんな奇き妙みような──人とも思えない姿をしていたのか」

「……確かに、な」

　眉まゆ根ねを寄せてユートは呟つぶやき、タジェスはそんなユートの顔を見て口元をゆるめる。

「あんまり眉み間けんに皺しわを寄せるもんじゃないよ、せっかくの可愛い顔が台無しじゃないか」

　むっとした顔でなにか言いかけるユートの眉間を、タジェスは指先で軽くつついた。

「まぁ、ここであれこれ考えていても、どうしようもないことだからね」

「それはそうだが……」

「ただ一応、君に教えておこうと思っただけなんだ。どうも、細かいことばかり気になる性質たちなんでね。いけないなぁ、そんなことじゃ君に嫌きらわれてしまう──細かいことを気にする男はモテないというし」

「……安心しろ。どんな性格だろうと、俺の中でこれ以上お前の評価が下がることはない」

「そうかい？　嬉うれしいなぁ──君の中で私の評価はうなぎ登りなんだね？　いやぁ、頑がん張ばったかいがあったよ！」

　船ふな縁べりに置いた手を握にぎろうとするタジェスの手を、ユートは音を立てて払はらいのけた。

「阿呆！　これ以上下がりようがないくらい最低の評価だということだ！」

「そんな……！」

　タジェスはわざとらしく目を見開き、芝しば居いがかった仕草で熱心に訴うつたえかける。

「至らないところがあったら直すから、なんでも言って欲しい。君に見合うだけの素す晴ばらしい男に必ずなってみせるから──」

「……まず直すべきなのは、お前のその言動だ！」

　思いきり怒鳴りつけると、ユートはタジェスに背を向けて足音も荒く歩き出す。

　遠ざかっていく背中を、タジェスは苦笑と微笑の中間くらいの表情を浮かべて見送った。







　リディス号はその日の夕刻近く、テルニの港に到とう着ちやくした。

　船を下りた一行は、ケヴィンの強い勧すすめもあって彼が懇こん意いにしている宿で一いつ泊ぱくし──それで彼の所持金は尽つきたようだったが──翌日、街を出発することとなった。

「──では、気をつけてな」

　翌朝、宿を出たところでユートはレイリに別れの挨あい拶さつを告げた。

　レイリとハーディルはエルフォスには向かわず、直接ウーリクの村に戻ることにしたのだ。そのほうがエルフォスを回るよりも早いのだという。

「ありがとう。でも、大だい丈じよう夫ぶよ」

　笑顔で応こたえて、レイリはかたわらのハーディルを見上げた。

　その言葉の意味は明らかで、ユートは苦笑じみた笑みを口元にのぞかせた。立派な惚気のろけだがハーディルの実力なら、レイリを危険な目に遭あわせることもないだろう。

「……そうだったな。では、元気で」

「ええ。ユートさんも──」

　そう応えてから、レイリはふっと瞳ひとみに申し訳なさそうな光を浮かべた。

「……ごめんなさい。結局、報ほう酬しゆうを払えなくなってしまって──あんなに大変な目に遭わせたのに。少ない額でも良かったら、村から持ってきたお金だけでも受け取ってくれない？　もともと、傭よう兵へいを雇うつもりで用意したお金なんだし……」

　レイリが差し出したのは、革かわの袋ふくろに入った硬こう貨かだった。

　袋の小ささからして、入っているのは金貨だろう──その量の銀貨や銅貨では、傭兵を雇う額にはとうてい足りない──が、ケヴィンがユートに提示した額には遠く及およばない。

　それでも、まるっきりの無報酬というのに比べたら格段にましである。

「しかし……レイリの村も、これからは大変だろう？　もうあの島の黄金をあてにすることはできないのだし」

「確かに豊かな村じゃないけど、食べていくのに困るほどじゃないわ。村にはコーダ・フェイトゥスから伝えられた技術がたくさん残っているから、収しゆう穫かくは他の村よりもむしろ多いくらいなの──これは、他の村の人には絶対知られちゃいけないことなんだけど」

　口元に指先を当てて、レイリは悪戯いたずらっぽく笑って告げる。

「せめて、私たちからの感謝の気持ちとしてこれだけでも受け取って。もし足りないのなら、残りは分ぶん割かつにしてでも絶対に払うから」

「いや……」

　ユートは困ったようにレイリと袋を見比べ、タジェスが横から笑って声を投げる。

「いいんじゃないかい？　受け取っても」

「タジェス……お前」

「大変な目に遭わされたのは事実なんだし、これくらい受け取ってもいいと思うけどね。まぁ借金返済の足しにはなりそうにもないけど」

「……借金？」

　レイリが小首を傾かしげるのを見て、ユートは思いきりタジェスの足を踏ふみつける。

　顔をしかめてうずくまるタジェスを横目に睨にらみつけて、ユートは空から咳ぜきをするとレイリに向き直った。

「いや、なんでもない。それより、そのお金だが──」

　その瞬しゆん間かん、通りに響ひびきわたったケヴィンの声がユートの言葉をさえぎった。

「──ちょっと待ったぁ!!」

　思わず言葉を吞のみこんだユートが、驚おどろきと呆あきれの混ざり合った声をケヴィンに投げる。

「お前、いったいどこに行って……」

「はぁ、組、連の……はぁ、事務、所……」

　道行く人の視線を集めながら、通りを走ってきたケヴィンが息も切れ切れに答える。

　彼の後ろには、ずっしりと重そうな袋を抱かかえたイルの姿もあった。

「……組連？　そんなところに、なにをしに……？」

　困こん惑わくの表情をのぞかせるユートに、ケヴィンはイルの持っている袋を指し示してみせる。

「五百万グラン……あるから、そこに」

「……は？」

　ぽかんとした顔でユートは声を返し、ケヴィンは大きく息を吸って吐はくと晴れやかな笑えみを浮うかべ、胸を張って言った。

「約束しただろう？　護衛料の五百万グランだよ！」

　そう言ってケヴィンは、驚いたような顔のレイリに視線を移し、

「ユートに依い頼らいをしたのは僕だよ。なのに、どうしてレイリがお金を払うんだい。そのお金は村のために使ったほうがいいよ──たぶん、ユートもそう言うつもりだったと思うし」

「………」

　複雑な顔でユートが視線をそらしたのは、その指し摘てきが的を射ていたからではなく──それが最後の最後まで悩なやみ抜ぬいて出した答えだったためである。

　レイリはユートの顔を見てから、恐おそる恐るケヴィンに視線を戻もどして言った。

「でも……私は」

「君はちゃんと黄金の在あり処かまで僕らを案内してくれた。色々あって黄金は手に入らなかったけど──約束は約束だよ！　それにあんなにすごいものを見せてくれたんだし！　君に会わなかったら、あんな神しん殿でんや黄金や──魔ま術じゆつの力なんてものを目にする機会は僕には一生なかったはずだもの！」

　満面の笑みを浮かべて言い切るケヴィンの顔を、レイリはまじまじと見つめやる。

　その目が泣きはらしたようにわずかに腫はれているのに気づいて、レイリは唇くちびるを嚙かんでなにか言いかけた。

　しかし、それよりもケヴィンが明るい声を彼女に投げやるほうが早かった。

「色々あったけど、楽しかったよ！　ありがとう、レイリ！」

「……ケヴィン、さん」

　それきり言葉を失ったレイリにかわるように、ユートが肩かたをすくめて言った。

「あれを楽しかったと言える、お前の神経の太さには感服するぞ」

「そう？　そう言われると照れるなぁ……」

「阿あ呆ほう、褒ほめてるわけじゃない。それより、この金はいったいどうしたんだ？　組連に預けておいた金は、全部使い切ったはずじゃ……」

　疑わしげなユートの問いに、ケヴィンはどこまでも明るい笑顔で答える。

「ああ、これ？　組連で借りてきたんだよ」

「借りて……って、まさか借金してきたのか!?」

「うん、そう」

　目をむくユートに、ケヴィンはあっけらかんとした口調で告げる。

「あの船を担保にしたら、それくらい簡単に貸してくれると思ったんだ──売ったほうがお金になるけど、すぐに買い手を見つけられるかわからなかったし。急いで売ったら買い叩たたかれるのは目に見えているしさ」

「お前……本当にケヴィンか？　偽にせ者ものなんじゃ……」

　なんだよそれ、と不平そうに言ってから、ケヴィンは少し照れたような笑顔になる。

「だって、一晩中寝ねないで考えたんだもの。こんなに頭使ったことはないってくらい、本当にたくさん──たくさん考えたんだよ！　その上で決めたんだ。組連から借りてでも、きちんとユートにお金を払はらおうって！」

「別に……借金してまで払って欲しいとは」

　不ふ明めい瞭りような顔つきでユートは言葉を返し、ケヴィンは笑顔のままうなずいてみせる。

「うん、わかってる──ユートは無理をしてでも払えなんてことは絶対に言わない。たとえ、自分が損をすることになっても。でも、だからこそ君に甘えるわけにはいかないんだよ。僕が言い出したことなんだから、きちんと五百万グラン君に払わないと」

「しかし……」

「ユートはちゃんと自分の仕事を果たした。だったら、それに対して報酬を支し払はらうのは当然のことだよね？　それとも、僕は当たり前のこともしちゃいけないの？」

「いや、それは……」

「だったら、受け取ってよ」

　言いよどむユートを見返して、ケヴィンはにっこりと笑う。

　それは彼がこれまで一度も見せたことのない、力強さを感じさせる笑みだった。

「借金を背負ってるくらいのほうが、僕にはきっとちょうどいいんだよ。その分必死になってお金を稼かせごうって気になれるだろう？　僕はこれから一いつ生しよう懸けん命めい、商売を覚えるよ。父さんにも頼たのんで、あの船もきちんと使って──立派な商人になったら、またユートに仕事を頼むから。その時は友達のよしみで、ちょっとは負けてくれる？」

「ケヴィン……」

　呟つぶやいた口元に、ユートはほんのかすかな笑みを浮かべた。

「なにを言ってる。立派な商人になるつもりだったら、そんなところでケチケチするな。言い値で払うくらいのことは言えないのか」

「だって、ユートの言い値通りに払ったら、とんでもなく高くつきそうだし」

「俺は自分の腕うでに見合った額以上は要求しないぞ。まぁ──今回みたいに危険な仕事だったらその分割増料金を取ることはあるかもしれんが」

「それって絶対高くつくと思うな。今回みたいなことは滅めつ多たにあるもんじゃないけど……でもユートのまわりだけは例外って気がするし」

　意味ありげな視線を隣となりのイルに向けるケヴィンに、ユートはややたじろいだ様子を見せる。

　ケヴィンはそんなユートに視線を戻して、あっけらかんと笑ってみせた。

「……なんてね。色々聞きたいし、言いたいこともあるけど──聞かないし、言わない。ね、レイリ？」

　ふいに言葉を差し向けられ、レイリは少し驚いたような顔をしたあとでうなずく。

「ええ……はい」

　答える顔に浮かぶのは、久しぶりに見せた謎なぞめいた巫女みこの微び笑しようだった。

「言いません、誰だれにも」

　ユートは微び妙みような表情で両者の顔を見比べたあと、あきらめたように深いため息を吐つく。そのため息は、どこか苦笑めいたものを含ふくんでいたが──

「……わかった」

　そう答えてから、ユートはケヴィンにやや説教じみた口調で言った。

「けど、借金を返すのは楽じゃないぞ。利子だって付くし──気楽に考えていたら大変な目に遭あうんだからな」

「──さすがに実感がこもってるねぇ」

　うんうんとうなずくタジェスを一睨みで黙だまらせ、ユートはケヴィンに視線を戻す。

「けど、お前にそこまでの覚かく悟ごがあるなら、きっと大だい丈じよう夫ぶだ。だから──これは、ありがたく受け取っておこう。お前から次の依頼が来るのを、楽しみにしているからな」

「──うん！」

　満面の笑みを浮かべてケヴィンは答え、ユートもつられたように口元をほころばせる。

　レイリとハーディルも顔を見合わせて微笑み、タジェスが笑顔でなにか言おうとしたその時──袋ふくろを抱えていたイルが情けない顔で声を発した。

「……それはそうと、お──ユート様、私はいつまでこれを持っていればいいんでしょう？　落とすか無くすかしそうで、ちょっと恐こわいんですけど……」
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「冗じよう談だんじゃない！　あんなに苦労して稼いだ金なのに、無くされてたまるか!!」

　慌あわててユートは手を伸のばし、イルの手から袋を引ったくる。

　それを見たレイリが思わず吹ふき出し、ケヴィンとタジェスの笑い声がそれに加わった。ハーディルさえ、微妙にそらした目に笑いをのぞかせている。

　ユートはやや赤面しながら、手にした袋を荷物の中にしまい込んだのだった。







　ちゃらりと鎖くさりを鳴らして、その人物は懐ふところにしまいこんだメダルを取りだした。

　文字とも記号ともつかない紋もん様ようが刻まれたメダルを、面おも白しろくもなさそうに見下ろして彼女はぽつりと呟く。

「結局──手に入れられたのはこれだけ、ね」

　口元を覆おおう布が、その声を不明瞭にくぐもらせる。

　そのことで覆ふく面めんの存在を思い出したように、その人物は頭全体をすっぽりと包んだ暗い色の布に手をかけた。

　結び目をほどくと、ぱらりと布が風の中にひるがえる。

　同時に布の下からこぼれ落ちたのは、薄うす茶色の癖くせのない髪かみだった。背の半ばまで届く長さの髪を、彼女は無造作に手で払いやる。

　化け粧しよう気けのない顔は、二十歳はたちに手が届いたばかりの若さだ。

　誰が見ても十分に美人だと評するであろう顔立ちだが、端たん整せいすぎて逆に個性に乏とぼしい印象があった。菫すみれ色いろの瞳ひとみに浮うかんだ強い意志の光がなければ、会ってもほとんど記き憶おくに残らないほど印象の薄うすい顔であったに違ちがいない。

「まさか……あんなところでユーディルシア王子に会うなんて、思いもしなかったわ」

　女性──ラシェンナは、ため息を吐ついてメダルを男物の衣服の懐に戻もどす。

　その胸むな元もとは布でも巻き付けてあるのか平へい坦たんで、肩や腹部にも詰つめ物がしてあるらしく完全に男性の体型に見えた。

　覆面をして一言も口をきかなければ、女性だと見み抜ぬくものは一人もいないだろう。

「苦労が完全に水の泡あわだわ……せっかくあの連中の船に潜もぐり込んで、うまく島に入り込めたというのに」

　覆面の男たちの船に密航する形で、彼女はあの島に上陸したのである。

　その後、男たちの仲間にすり替かわって──その不幸な男は、船倉の奥に押し込めてきた──神しん殿でんの中まで入り込み、レイリが手に入れた〈不死の宝ほう珠じゆ〉を奪うばう予定だった。

　それもユートたちがこの島に現れたことで、不ふ首しゆ尾びに終わってしまったのだが……

（おまけに神殿は崩ほう壊かいしてしまうし……となると、神殿を維い持じしていた宝珠が失われたことは確か。どのようななりゆきで、そうなったのかわからないけど──おかげで、何ヶ月もかけた下調べが全部台無しになってしまった）

　忌いま々いましそうに眉まゆを寄せて、ラシェンナは胸のうちで呟きを発する。

（まったく……二度も続けて、あの方に失敗の報告をしなければならないなんて。あの王子が現れると、ろくなことが起こらないわ）

「……やっぱり、あの神殿の中で始末しておいてやれば良かったかしら」

　半ば本気で放った物ぶつ騒そうな呟きを、風がその手の布とともに強ごう引いんに奪い去っていった。







　　　　終章




　エルフォスの街でケヴィンと別れ、ユートたちはフォーレへと向かった。

　ケヴィンは実家に帰った途と端たんに特大の雷かみなりを落とされたようだったが──不幸にもその現場を目もく撃げきしたイルが、思わず飛び上がったほどの──きちんと商売を学びたいという彼の願いは、むしろ熱ねつ烈れつな歓かん迎げいをもって家族に受け入れられた。

『これからは、容よう赦しやなくびしばし鍛きたえ上げるからな。一人前の商人になりたいと言うのなら、死ぬ気で付いてこい！』

　そんな父親の言葉に、ケヴィンは目を輝かがやかせて大きくうなずいた──と、実家まで彼を送り届けてきたイルはユートに伝えたのだった。

「あいつも、これからは忙いそがしくなりそうだな……」

　薄く微笑を浮かべて呟くユートに、横からタジェスが茶々を入れる。

「わからないよ？　案外あっさり音を上げるかも……」

「お前な……」

　わずかに眉を寄せて、ユートはタジェスを睨にらみつける。

「どうしてそう……あいつはあいつなりに、頑がん張ばろうとしているところなんだぞ。そりゃあ、不安がないとは言い切れないが……」

「やっぱり君も、長続きしないと思っているんじゃないのかい？」

「そんなことは……！　いや、ただ……これまで、努力だの忍にん耐たいだのとはまるっきり縁えんのない生活をしてきた奴やつだからな。どこまで頑張り続けられるかちょっと心配というか……」

　しどろもどろに答えるユートを見て、タジェスはくすくすと声を殺して笑う。

　ユートはふて腐くされたような顔つきでそっぽを向き、タジェスは口元に笑えみを宿らせたまま、それより、と言葉を投げやった。

「人の心配なんかしてる場合かい？　結局今回の依い頼らいで稼かせぐことができたのは、護衛料の五百万グランだけ──前回の借金を返すにはまだ足りないんだろう？」

「………」

　ユートは渋しぶい顔で押し黙り、少し後ろを馬で進んでいたイルが励はげますように言う。

「大丈夫ですよ！　王子なら、きっとすぐに稼ぐことができますって……！」

「気楽に言うな。その発言のいったいどこに根こん拠きよがある？」

　じろりと半眼で睨みつけられ、イルは「ええと……」と困ったように視線を泳がせる。

　深々とため息を吐いて、ユートはその顔から視線を外した。

　ケヴィンから受け取った五百万グランは、エルフォスに着いてすぐに組連の事務所に行って返済の手続きを取った。しかし、それでも不足が三百万グラン──今回のような桁けた外はずれに割のいい仕事でも見つけない限り、そう簡単に稼げる額ではない。

（普ふ通つうの商隊の護衛などをしても、せいぜい一件で数万といったところだし……いや、ここは地道に稼ぐべきだ。欲よくをかいてもろくなことにならないのは、今回の依頼で嫌いやというほど思い知ったはずだ！）

「……あ」

　眉み間けんに皺しわを寄せて考え込んでいるユートのすぐ横で、タジェスが小さく声をあげた。

　ごく小さな声だったが、妙みようにはっきりと耳についてユートは視線を向ける。その目に映ったのは、懐から銀のメダルを取り出すタジェスの姿だった。

「忘れてたよ、返すの……」

　苦く笑しようするタジェスに、ユートは呆あきれたような目を向ける。

　レイリに変装したユートにメダルを貸したタジェスだったが、そのあとで服を着き替がえる際に預かったメダルを、懐に入れたまま返すのを忘れていたらしい。

「まぁ……でも、いいんじゃないかな？　あの神殿はもうなくなってしまったんだし」

「それは、そうだが……」

　言葉を返すユートの目に、なにか考え込むような光がのぞいた。

「……ユート？」

「そうか……これがあったか」

　不思議そうに問いかけるタジェスに、妙に鋭するどく光る目をユートは向けて言う。

「あの神殿がなくなった以上、これは無用の長物──お前もそう思うか、タジェス？」

「あ、ああ……だと思うんだけど」

　その答えを聞くのと同時に、ユートの唇くちびるにくっきりとした笑みが浮かんだ。

「いったい、どうしたって……」

「以前、古代の遺い跡せきの調査に同行したことがあると言っただろう？　その時に聞いたんだが、古代の遺跡で発見された物品は、研究者の間ではかなりの高値で取引されているらしい。どの程度の価値があるのか、鑑かん定ていしてもらわないと正確にはわからないが──ことによっては今回手に入るはずだった黄金と、同じくらいの価値があるかもしれない」

「……そんなに？」

　タジェスは目を丸くして、手の中のメダルに視線を落とす。

「それだけ、古代の遺跡で発見される品は珍めずらしいということなんだろう。それも完全な状態となればなおさら……あの神殿は正確には古代の遺跡とは言えないかもしれないが、同じ技術によって作り出されたものであることに違いはないからな」

「そうか……」

　呟つぶやくように言ってから、タジェスはユートの顔を意味ありげに見返した。

「けど、意外だね──君のことだから、絶対返しに行くって言い出すかと思ったのに」

「そ、それは──」

　思わぬところを突つかれたように、ユートが顔を真っ赤にして言う。

「もちろん、レイリの承しよう諾だくをとったあとでだ！　人から借りたものを、勝手に売り払はらうような真ま似ねができるわけないだろう！」

「今、思い出したんだろう？　声が裏返っているよ！」

「うう、うるさいっ！　これから、すぐウーリク村に向かうぞ!!」

「別に、承諾を取る必要はないと思うけどね。彼女もこのメダルの存在なんて忘れきってるんじゃないかい？」

　進路を変えようとするユートに、タジェスは笑いながら声をかける。

　その目が、二人の後ろを進むイルへと向けられた。二人が方向を変えようとしているのにも気づかず、彼はぼんやりと馬を進めている。

「──イル？」

　呼びかけられて、ようやく彼は二人と進む方向が違うことに気づいたようだった。

「あ、あれっ？　どうして別の方向に行こうとしてるんですか、王子!?　私だけ置いてきぼりなんて嫌ですよ～!!」

「お前がぼけっとしているからだ！　置いていかれたくなければ、さっさと来い!!」

　言われて、イルは慌あわてて方向転てん換かんしようとする。

　その目には、先さき程ほどまで浮うかんでいた空くう虚きよな表情はすでにのぞいていなかった。

　ただ、なにかを案じるような光が一いつ瞬しゆんだけ薄うす水色の瞳ひとみにのぞき──それを隠かくすように、軽く目を閉じてからイルは急いで二人のあとを追ったのだった。





──現在の借金総額　２１億５千３百２２万グラン
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　こんにちは、岩城広海です。

『王子はただいま出稼ぎ中』、こうして三巻目をお届けすることができました。実にありがたいことです……出版に尽じん力りよくして下さった皆みな様さま、そして一巻目二巻目を読んで下さった読者の皆様に、厚く御お礼れい申し上げます。

　……って、このまま終わっちゃいけないんですよね（苦笑）。

　三巻目は、バリバリの出稼ぎ話です。これまでは「王子」という立場で行動することの多かったユートですが、今回はちょっとその立場から離はなれて「傭よう兵へい」として行動しているせいか、無茶ぶりに磨みがきがかかったような気がいたします（笑）。イルとタジェスが同行してなかったら、どうする気だったんだか……その場合は、もう少し慎しん重ちように行動していたとは思いますけど（なんのかの言いつつ、けっこう頼たよってるしなぁ）。

　ケヴィンは、少女小説でこのキャラはありかなぁ……と思いながら出しました。もしも駄だ目めだった時のために、別バージョンも用意して。すんなり通った時は嬉うれしいのと同時に、「アリなんだ、これ……」と感心したものです。

　ちなみに作中で出てきた「燐りんを塗ぬった細い棒」はマッチのイメージです。燐と言ってもそのものじゃなくて、火がつきやすいように調合した薬やく剤ざいだと思って下さい。まだ一いつ般ぱんに流通しているものじゃないので、たぶんネイア姫ひめあたりの試作品かと……よかったね、ユート。普ふ通つうに火がついただけで（笑）。




　今年の夏は猛もう烈れつに暑くて、暑さに弱い作者はダウン寸前でした。パソコンをつけると部屋の温度がさらに上がるし、窓を開けるとすぐ目の前の新築工事現場の騒そう音おんが飛び込んでくるし。それでもなんとか書き上げることができたのは、「これを読んで下さる方がいる！」という気持ちあってのことだと思います。

　ご期待に添そえているかわかりませんが、ほんのちょっとでも楽しんでいただけたら、それにまさる喜びはありません。

　そして最後になりましたが、北海道とは比べものにならない暑さの中奔ほん走そうして下さった担当様、うっかりな作者の凡ぼんミスを指し摘てきして下さった校こう閲えつの皆様。なにより華か麗れいなイラストでキャラに命を吹ふき込んで下さるサマミヤアカザ様に御礼の言葉を。本当にいつもありがとうございます！　サマミヤ様、タジェスが微び妙みように黒いですがこんなんでもよろしいでしょうか……？

　それでは、またお目にかかる日があることを祈いのって。それまで皆様、どうかお元気にお過ごし下さい。
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